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は し が  き

八尾市は大阪府の東部に位置し、旧大和川が形成 した河内平野の中心部にあたりま

す。人尾市は古 くから人々の生活の場として栄えていた地域であり、現在でもそれら

の先人が残 した貴重な文化遺産が数多 く存在 してお ります。

近年、都市開発が進み各種土木工事等が増加するなか、これらの文化町を破壊から

守ること、また記録保存 し後世に伝承することが我々の責務であると認識する次第で

あります。

本書は、平成 8。 18。 19年度に行いました民間開発事業に伴う発掘調査の成果を収

録したものであります。

小阪合遺跡第32次 。東郷遺跡第69久調査では弥生時代後期～中世、西郡廃寺第 3次

調査では弥生時代後期末～奈良時代、東郷遺跡第68久調査では古墳時代中期～平安時

代、久宝寺遺跡第73次調査では奈良～平安時代、成法寺遺跡第20次調査では中世～近

世の遺構や遺物が確認されています。

本書が学術研究の資料として、また文化簿保護への啓発に広 く活用されることを願

うものであります。

最後になりましたが、この発掘調査が、関係諸機関及び地元の皆様の多大なる御理

解と御協力によって進めることができましたことに深 く感謝の意を表します。今後と

も文化財保護に一層の御理解・御協力を賜 りますようお願い申し上げます。

平成21年 3月

財団法人 八尾市文化野調査研究会

理事長 岩 崎 健 二



１
■ 本書は、財団法人八尾市文化財調査研究会が平成 8。 18。 19年度に実施した、民間開発事業

に伴う発掘調査の成果報告を収録 したもので、内業整理及び本書作成の業務は各現地調査終

了後に着手し、平成21年 3月 をもって終了した。

本書に収録した報告は,下記の目次のとおりである。

本書に収録 した各調査報告の文責は、 I荒川和哉・原田昌則・尾崎良史、工坪田真一、Ⅲ河

村恵理、Ⅳ・V成海佳子・河村、Ⅵ高萩千秋で、全体の構成・編集は坪田が行った。

本書掲載の地図は,大阪府八尾市役所発行の2,500分の 1(平成 8年 7月 発行)・ 八尾市教育

委員会発行の『八尾市埋蔵文化財分布地図」 (平成19年度版)を もとに作成した。

1.本書で用いた高さの基準は東京湾標準潮位 (T,P。 )である。

1。 本書で用いた方位は磁北、又は座標北 (国土座標第Ⅵ系 〔日本測地系〕)を示している。

1.遺構については下記の略号で示 した。

掘立柱建物―SB  井戸―SE  土坑―SK  溝―SD  刀ヽ穴・ピットーSP
落込み―SO   自然ヱ可)||一 NR

l.遺物実測図の断面表示は、須恵器が黒、瓦が斜線、その他が白を基調とした。

1.土色については『新版標準土色帖』1997年後期版 農林水産省農林水産技術会議事務局・財

団法人日本色彩研究所色票監修を使用した。

1.各調査に際しては、写真・カラースライド・実浪1図 を、後世への記録 として多数作成した。

各方面での幅広い活用を希望する。
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I 久宝寺遺跡第73次調査 (K H2007-73)



t'J

1.本書は、大阪府八尾市南久宝寺一丁目地内で実施した共同住宅建設工事に伴う発掘調査報告

書である。

1,本書で報告する久宝寺遺跡第73次調査 (K H2007-73)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が申請者から委託を受

けて実施したものである。

1.現地調査は、平成19年 9月 20日 から10月 25日 (実働22日 )イこかけて、荒川和哉を調査担当者と

して実施した。調査面積は約304だである。

1.現地調査においては、飯塚直世、梶本潤二、川崎純弘、竹田貴子、田島宣子、鷹羽侑太、中

野一博、玉野冨士江の参加を得た。

1.整理業務は、現地調査終了後、随時実施し、平成19年 12月 28日 に完了した。

1.本書作成に関わる内業整理業務は、遺物実測―山内千恵子、遺構図面レイアウト・ トレース

ー荒川、遺物図面レイアウトー原田昌則、遺物図面 トレースー山内、遺物写真撮影一尾崎良

史・北原清子、遺物図版作成―尾崎・北原が行った。

1,本書の執筆は、荒川 。原田・尾崎が行った。文責については、目次に示 した。編集は、原田

が行った。                          ・
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I 久宝寺遺跡第73次調査 (K H2007-73)

第 1章 はじめに

久宝寺遺跡は、八尾市北西部を中心とする東西約1.8km、 南北約1.8kmの広い範囲に及ぶ縄文時

代から近世にかけての複合遺跡である。現在の行政区画では、北久宝寺一～三丁日、久宝寺一～

六丁日、西久宝寺、南久宝寺一～三丁目、神武町、渋川町一～七丁目、龍華町一～二丁目、北亀

井町一～三丁日、および東大阪市大蓮東五丁目。大蓮南二丁目が遺跡の範囲である。南は跡部遺

跡・亀井遺跡、西は亀井北遺跡 。加美遺跡、北は佐堂遺跡と隣接 し、遺跡範囲内には、久宝寺寺

内町遺跡、渋川廃寺が所在する。

久宝寺遺跡が立地する中河内地域は、東を生駒山地、南を羽曳野丘陵 。河内台地、西を上町台

地、北を淀川に画されている河内平野の南部にあたり、旧大和川水系の平野川。長瀬川・楠根川・

玉串川・恩智川が北ないし西方向に放射状に流れている。久宝寺遺跡は、旧大和川の主流であっ

た長瀬川とその支流の平野川に挟まれた沖積地上に展開する遺跡で、遺跡範囲内の現地表の標高

は、海抜6.6～ 12.Omを測る。

今回の調査地は遺跡の東部の府道 (カロ美旭町久宝寺線)沿いに位置している。調査地周辺では、

八尾市教育委員会 (以下、市教委)。 (財)八尾市文化財調査研究会 (以下、人文研)イこよる発掘調査・

試掘調査等が行われているが、遺跡の西部・南部に比べてその件数は少ない。今回の調査地の北

西約200m地点で八文研により行われた第 3次調査 (K H88-3)で は、古墳時代前期の方形周溝

墓、平安時代の水田 。自然河道が検出されている(西村1989)。

胃 i

理瑚圏

盆

作 所

〉
　
　
一″

蛇

の

目

ざ

シ

ン

大

阪

商

騨
‐ セ
手 ン

日
本
電
炉
八
尾
工
堀

第 1図 調査地周辺図

-1-



第 2章 調査概要

第 1節 調査の方法 と経過

本書で報告する久宝寺遺跡第73次調査 (K H2007-73)は 、共同住宅建設工事に伴い実施したも

のである。調査地は八尾市南久宝寺一丁目地内の府道 (加美旭町 。久宝寺線)の南沿いに位置して

おり、東西約93m。 南北約75mの長方形を呈している(第 1図 )。

調査区は調査地の中央部以東に4箇所の調査区を設定し、北から1区～4区 と呼称 した。 1区

は東西13.5m。 南北 4mの長方形、2区は東西 7m。 南北6.5mで、南東部分の角が取れた五角形、

3区 ・4区は建物部分に設けられた調査区で、 3区が東西12m。 南北10m、 4区が東西10m。 南

北12mの長方形である。

調査地内の地区割りは、大阪府八尾市発行の 1/2500の 地形図に記された国土座標第Ⅵ系 (日 本

測地系)|こ より、調査地のほぼ全体を覆う東西100m・ 南北80mに 10m四方の方眼を設定し、その

北東隅を基準点(XO・ YO)と した。

地区名については、東西は基準点から西へA～ J、 南北は南へ 1～ 8を付 し、 lA区～8J区
で表記 した(第 2図 )。 調査で用いた標高は、顕証寺境内(久宝寺四丁目)に ある大阪府の水準点

(T.P,+9。 38m)を 基準点とした。調査の掘削については、各調査区ともに、オープンカットエ法

によるため、安全面を考慮して法を付ける掘削方法を行った。そのため、設定された調査区と同
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I 久宝寺遺跡第73次調査 (K H2007-73)

表 1 各調査区遺構検出面対照表

検出面番号 帰属する層準 1区 2区 3区 4区
第 1面 Ⅶ層の上面 第 1面 第 1面 第 1面 第 1面

第2面 Ⅶ層中の任意の面 第 2面 第 2面
第 3面 Ⅷ層最下層～Ⅷ層の上面 第 2面 第 3面 第 2面

じ面積を確保するために、調査区の各辺から1.5m幅を広げて掘削した。各調査区ともに、奈良・

平安時代の遺物を含む地層 (Ⅶ層)の上面までを重機により掘削し、この面で平面精査を実施した

結果、全ての調査区のⅦ層上面で遺構が検出されたため、この面を第 1面 とした。 1区 。3区で

は、Ⅶ層中で遺構が検出されたため、これを第 2面 とした。 2区 。3区では、主にⅦ層の下位の

Ⅷ層上面で遺構が検出されたため、これを第 3面 とした。第 1表に検出面番号とこれに対応する

各調査区の遺構検出面を示 した。本書では、各調査区での検出面の名称は用いず、第 1面～第 3

面の検出面番号で記載する。

遺構名については、遺構略号 +調査区番号 +検出面番号 +遺構番号 (2桁)で表記した(例、S

D4301=4区第 3面の溝 1)。

調査の結果、奈良時代後期の落込み 1箇所、平安時代前期の小穴 4個、奈良時代後期から平安

時代前期の溝64条、平安時代前期以降の自然河川 1条、中世の小穴 1個、中世の溝 1条を検出し

た。出土遺物は遺構内および遺物包含層であるⅦ層を中心として、土師器、須恵器、黒色土器、

緑釉陶器、灰釉陶器、中国産磁器、埴輪、製塩土器、屋瓦、鉄製品、石製品、獣骨等の多種 。多

岐にわたる遺物が出土しているが、細片化 したものが大半を占めている。総量はコンテナ(60×

40× 20cm)15箱を数える。

第 2節 層序 (第 3図、図版二)

各調査区で確認された地層は、各調査区で砂礫の混じりや色調は若干異なるが、概ね対照でき

る。確認された各地層を、堆積相・相対年代など任意の基準で、以下の9層 に分類し層序とする。

地層の厚さ 。上面の標高については、第 3図に示しているので記載は省略する。

I層 :上位よリバラス ト主体・2.5Y3/1黒褐色砂質シルト(コ ンクリー ト塊混じり)。 2.5Y6/6～

10YR6/6明 黄褐色砂質シル ト(ブロック土混 じり)。 調査地南部で厚 く堆積する。現地表

面である上面は、4区が他の調査区より40cm前後高い 【住宅展示場解体時の整地層・撹

乱埋土 。客上による盛土】。

Ⅱ層 :2.5GY3/1～5GY3.5/1暗オリーブ灰色の礫混じり粗粒砂質シルト。 3区東部では上面が乱

れており、盛土施工時に重機等により撹乱されたと推測される。上面は、 1区～3区 よ

り4区の方が20cm前後低い 【旧水田耕作土】。

Ⅲ層 :7.5Y4/1灰色～7.5Y4/2オ リーブ灰色ないし7.5GY4/1～ 10GY4/1暗緑灰色の礫混じり粗粒

砂質土～粗粒砂質シルト(ブロック土を含む)【近世・近代の水田耕作土・遺構埋土】。

l区西部では、水田耕作上の下位に10Y5/1～ 10Y4/1灰色礫混じり粗粒砂質土～粗粒砂質

シルト(粘土質シルトのブロックを含む、斑状の酸化鉄・斑点状の酸化マンガンが沈着)

が見られる 【島畑盛土・畑耕作土】。上面は、Ⅱ層と同じく1区～3区 より4区の方が

20cm前後低い。下面にはⅢ層を耕作土とする水田耕作により形成された耕作溝と見られ

る凹凸が確認される。
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Ⅳ層 7.5GY4.5/1～ 5.5/1・ 10GY4.5/1緑灰色の極粗粒砂～極細粒砂。シル ト質上の葉層を挟み、

板状葉理が見られる。下部に2.5GY4/1暗 オリーブ灰色泥質極細粒砂・10GY4/1暗緑灰色

細粒砂～極細粒砂の薄層が堆積する。調査地の北東ほど粗粒である。Ⅲ層を耕作土とす

る水田耕作により上面は撹拌されており、撹拌が深 く及んでいない部分の上部では礫 (径

15mmま で)が堆積する。 1区 。3区では、所により細粒砂質シル トの偽礫 (径20cmま で)

を含む 【洪水堆積層】。

10GY5/1緑灰色ないし10Y4/1灰色(1区・3区 。4区東部では酸化鉄分が染み状に沈着し

ており10YR4.5/3に ぶい黄褐色)の細粒砂質シルトないし細粒砂～極細粒砂混じる粘土質

シルト・シルト質粘土併田礫～中粒砂を含む)【中世の水田耕作土 。遺構埋土】。

5GY4/1暗オリーブ灰色・7.5GY4/1暗緑灰色の細粒砂～極細粒砂ないし泥質細粒砂～極細

粒砂。 3区では、粗粒砂～中粒砂 。細礫混じる極粗粒砂～粗粒砂の薄層との互層 (斜交

層理)を なす部分が確認される。S D3102は 本層を切る 【平安時代前期以降中世には下

らない時期の決水堆積層】。

2.5GY3.5/1暗 オリーブ灰色ないし10GY4/1暗緑灰色の細粒砂質シルト～極細粒砂混じる

粘土質シルト・シルト質粘土 (径15mmま での礫～粗粒砂を、所により炭化物を多く含む)。

奈良時代後半～平安時代前期以前の遺物を多く含む。上面は、 1区西部 。2区が、他の

所より20cm前後高い 【平安時代前期の整地層(1区。2区の上部)。 耕作土(2区～4区 )。

遺構埋土】。本層の上面が第 1面、本層中の任意の面が第2面、本層に帰属する単層の

最下層の上面が第3面の一部である。

2.5GY4/1暗 オリーブ灰色ないし10GY4.5/1緑灰色の泥質中粒砂～極細粒砂ないし極細粒

砂混じる粘土質シルト。3区では、5Y6/2灰オリーブ色細粒砂～極細粒砂・5GY4/1暗 オ

リーブ灰色泥質極細粒砂の葉層を挟む。 3区南西部・4区で確認された。3区南西部 。

4区では、本層の上面が第3面である。

1区 。2区北東部。3区では、10Y4/1～ 5/1灰色ないし7.5GY5.5/1緑灰色砂礫 (径 10mmま で)。

2区南西部では、10Y5/1灰色中粒砂～極細粒砂 (Ⅸ -2層 )【 1可ナH堆積層】。4区では確認さ

れなかった。2区北東部では7.5GY4/1暗緑灰色細礫～極粗粒砂混じる細粒砂質泥が、3区

では5GY4/1暗オリーブ灰色砂礫質泥ないし7.5GY4.5/1緑灰色泥質細粒砂～極細粒砂 (Ⅸ -1
層)が、X-2層の上位に堆積する。2区 。3区北東部では、本層の上面が第3面である。

1・ 2区ではV様式甕が少量出土することから、形成された時期は弥生時代後期後半が

推定される。

V層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅷ層

Ⅸ層

第 3節 検出遺構 と出土遺物

今回の調査では、各調査区ともに、 I層からⅥ層までを機械掘削で除去し、Ⅶ層上面を第 1面

として遺構検出を行った。次いで、Ⅶ層を構成する単層を遺構・遺物の有無を確認しながら、 1
層ないし数層ずつを主に機械 (一部、人力併用)で除去した。 1区 。3区のⅦ層中で遺構が確認さ

れたため、第 2面 とし遺構検出を行った。最後に、Ⅶ層を構成する最下部の単層上面ないしⅧ層

上面 (Ⅷ層が見られない部分ではⅨ-1層上面)を 第 3面 とし遺構検出を行った(第 1表参照)。 以

下に、各検出面で検出された遺構とその出土遺物について記す。
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1)第 1面 【平安時代前期から中世】 (第 5図、図版三・図版四)

第 1面は、Ⅵ層までを除去 した主にⅦ層上面である。実際には所により薄く堆積するⅦ層最上

部の緑灰色～暗緑灰色粘土質シルトまでを除去して遺構検出を行った。第 1面では、中世の小穴

1個 (S P4101)、 溝 1条 (S D3101)、 平安時代前期の小穴 2個 (S Pl101。 S Pl102)、 溝13条 (S

D l101。 S Dl102・ S D2101・ S D2102・ S D3102～ S D3107。 S D4101～ S D4103)。 自然1可

川 l条 (N R4101)が検出された。

小穴・柱穴(SP)

S Pl101(第 4図、図版四)

1区西部(2D区 )で検出された。径0.25mの 円形の穴で、検出面からの深さは0,37mで ある。

埋上については、第 4図 に示 した。柱穴の底には柱根が残っていた。埋土からの出土遺物は土師

器・須恵器の細片である。

S Pl102(第 4図、図版四)

1区西部(2D区 )で検出された。 S Pl101が検出され、柱穴と判断された時点で、周辺を平面

精査したが、Ⅶ層上面では平面的に検出できなかった。さらに調査区の西部のⅦ層を10cmずつ 2

回に分けて掘 り下げ 。平面精査 したが小穴・柱根は検出されなかった。さらにⅦ層を掘り下げた

時点で柱根が出上したため、 S Pl101が検出された面から約30cm下の面で、ようやく平面的に検

出された。柱根が出上した 1区西端では、Ⅶ層がグライ化 し水が染み出ていたため、Ⅶ層上面で

は平面的に検出できなかった。検出部分では径0,3mの円形の穴で、平面的に検出された面から

の深さは0。 lmである。埋上については、第 4図に示した。埋土からの出土遺物は土師器・須恵

TP+70m

b                    N R4101                b'  ____
TP+70m

0           (1:20)         lm

S Pl101・ S Pl102埋 土
1 5GY4/1暗オリーブ灰色細粒砂～極細粒砂混じる粘土質シル ト・5GY3 5/1暗 オリーブ灰色砂礫 (中粒砂～径 5 mm)混 じる細地砂質シル トのプロック

2 5GY3 5/1暗 オリーブ灰色極粗粒砂～粗粒砂混じる細粒砂質シル ト

① 5GY3 5/1暗オリーブ灰色 (上部は25Y4/2暗灰責色)砂礫 (粗粒砂～径7 mm)混 じる細粒砂質シルト

② 5GY4/1晴オリーブ灰色砂礫(粗粒砂～径 5 mm)混 じる細粒砂質泥

N R4101
1 2 5GY4/1暗 オリーブ灰色細粒砂質泥・2 5GY5/1オ リーブ灰色中粒砂～細粒砂・2 5GY4/1暗 オリーブ灰色泥質細粒砂 (葉理)の薄層の互層
2 2 5GY6/1オ リーブ灰色細粒砂～中粒砂 (葉理)、 2 5GY4/1暗 オリーブ灰色細粒砂質泥の葉層を挟む
3 10Y7/1灰白色極粗粒砂～中粒砂・2 5GY6/1オ リーブ灰色粗粒砂～中粒砂の薄層の互層、2 5GY4/1晴オリーブ灰色極細粒砂混じる粘土質シルト

の偽礫(径 1 5cmまで)を含む、2 5GY4/1暗オリーブ灰色泥質細粒砂の葉層(木本の植物遺体を含む)を挟む
4 5GY4/1暗オリーブ灰色泥質細粒砂の薄層(木本の植物遺体を含む)・ 2 5GY5/1オ リーブ灰色細粒砂～極細粒砂の薄層・葉層の互層、10Y4/1灰 色

細粒砂質泥の業層を挟む
5 2 5GY4/1暗 オリーブ灰色極細粒砂混じる粘土質シルト、2 5GY4/1暗 オリーブ灰色泥質細粒砂が斑状に混じる

第 4図  S Pl101、 S Pl102、 N R4101断 面図

S Pl101
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器の細片である。ちなみに、 S Pl101・ S Pl102の 北側で、拳大の石 1個が検出された。SP
l101,S Pl102は 、柱根が残ることから、建物あるいは柵を構成する柱穴と考えられる。

S P4101

4区南部(7F区 )で検出された。長辺0.6m、 短辺0,3mの丸みを帯びた長方形の穴で、検出面

からの深さは0,05mである。埋土は、V層 に砂・砂質シルトが葉層状 。マーブル状に混じるもの

である。埋土からの出土遺物は、瓦器・土師器の細片が 1点ずつである。出土遺物と埋土から、

上位からの撹拌により形成された中世の遺構が残ったものと考えられる。

溝 (SD)(第 5図、第 2表、図版三、一―)

第 1面で検出された溝は、南東―北西方向に伸びるS Dl102、 東西方向に伸びるS D2101を 除

き、全て南北方向に伸びる。各溝の規模・埋土・埋土からの出土遺物、および図化した出土遺物

の遺物番号については第 2表に示した。

これらの溝のうち南北方向 。東西方向に伸びるものは、大きく2種類に分けられる。

① 断面形状は浅い皿状。深さは浅い。埋土はⅦ層最上部の窪みにⅥ層の砂・泥質砂が堆積す

る。【S D2102。 S D3103～ S D3107・ S D4101・ S D4102】

② 幅は①より広い。断面形状は①以外の形 (逆台形・深い皿状)。 深さは①より深い。埋土は

Ⅵ層以外。【S Dl101・ S D2101・ S D3102。 S D4103】

①は一部に葉理の見られるⅥ層で充填されており、機能時の状態で洪水により埋没したもので、

その底面には耕作痕である小さい凹凸が見られることから耕作溝と考えられ、その形状から畝間

溝と考えられる。なお②のうちS D4103は第 3面に属する遺構の可能性がある。 S Dl101、 SD
2101、 S D3102はそれぞれ埋土が異なるため、時期差がある可能性がある。 S Dl101は、溝を挟

んで西側が高く、東側が低い。溝の西側ではS Pl101、 S Pl102が検出されており、宅地と宅地

のタト側とを区画する溝であったと推測される。

S Dl101は、埋上が中世の水田耕作上であるV層であるが、Ⅶ層最上部が溝に沿って落ち込み、

その東側が低 くなっていることから平安時代前期 (Ⅶ層の整地時)イこ形成されたものであることが

わかる。また、溝の部分では、Ⅵ層が切られていることから、Ⅵ層の堆積後に溝状の窪みとして

残っていた部分が中世に再掘削されV層が堆積 したと推測される。S D3101は埋上、層位から中

世のものと判断でき、それ以外の溝は、出土遺物・層位からみて平安時代前期を中心とするもの

である。第 1面で検出された溝から出上した遺物のうち、図化したものについて以下に記す。

S Dl101出土遺物 (6。 7)共 に須恵器である。6は甕Bの 口顎部細片である。復元口径23.7

cmを測る。口縁端部は内傾して幅広の端面を持つ。内外面に灰かぶりが認められる。7は奏Aの

口顎部細片である。口縁端部は下方に肥厚 し幅広の端面を持つ。大形品で、復元口径32.7cmを測

る。

S Dl102出土遺物 (3・ 8～10)3は短い鍔が付 く土師器羽釜の細片である。口縁部外面に粘

土紐の痕跡が残る。8は須恵器甕Aの口縁部片である。大形品で、復元口径38.7cmを 測る。9は

緑釉陶器椀の体底部の細片である。高台は削出高台で、高台外狽1面下部は削りにより内傾する面

を有する。高台径6.Ocm、 高台高0.5cmを測る。釉色は暗緑灰色で薄く、高台畳付けから底部裏面

には施釉されていない。京都近郊産のものと推定される。10は丸瓦の細片である。凸面はナデ、
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凹面はやや粗い布 目が残る。色調は灰白色。胎土中に0,1～ 1.4cm大 の長石を多 く含む。

S D3105出 土遺物 (5)5は 須恵器杯 B蓋の細片である。復元口径18.8cmを測る。

S D4103出 土遺物 (1・ 2・ 4)1は 黒色土器A類椀の細片である。内外面に横方向の密なヘ

ラミガキが行われている。 2は土師器中皿。復元口径16.Ocmを測る。内面から体部外面にかけて

煤の付着が認められる。 4は土師器羽釜片である。復元口径25.8cmを 測る。鍔はほぼ水平方向に

貼付けられてお り、幅2.5cmを測る。
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第 6図  S Dl101(6・ 7)、 S Dl102(3・ 8～ 10)、 S D3105(5)、 S D4103(1・ 2・ 4)出土遺物実測図

第2表 第 1面 溝 (SD)一 覧表

這構名
検 出規 模 m

埋 土 出土遺物
掲 載 這 朋

番 号幅

S Dl101 6・ 7

S Dl102 0 56-1 27 011 Ⅵ 層 土師器 須恵器 緑釉陶器・瓦
3・ 8

9・ 10

S D2101 1 18-1 90
7 5GY4 5/1緑灰色細礫～中粒砂混 じる泥質細粒砂～細粒砂質泥 (斑

】犬)

土師器 須恵器

S D2102

S D3101 0 36-0 49
10GY3 5/晰緑灰色刹粒υ～極糾粒υ花 じる粘土質ンル ト、測蝶 ・

'P暫
称 r秤股Ⅲ歩合す「

土師器・須恵器

S D3102 190以上 0 07

7 5GY3 5/1暗緑灰色細礫混 じる泥質砂 (細 粒～極細粒)、 下部は
5GY4/1暗 オリーブ灰色細粒砂～極細粒砂混じる粘土質シル ト・極
粗粒砂～粗粒砂混 じる泥質砂餅皿粒～極細粒)の ブロック、底面に
10GY3 5/1暗 緑灰色細粒砂～極細粒砂混粘土質シル トの薄層

土FT器・須恵器・黒色土器・灰釉
陶器

D8103 0 60-O RR Ⅵ 層

0 52-1 00
S D3105 38-0 52 5

S D3106 0 01-0 50 土 師器 ・ 須 恵 器

S D3107 0 42-0.50 な し

S D4101 024´-046
50Y4/1曙 オリーブ灰色極細粒砂混 じる粘土質シル ト・5G14/1暗
オリーブ灰色泥質極細粒砂・2 5GY 4/135/1暗オリーブ仄色極細
対秒混 1う る清十暫シル トが評状に湿 |う る

土師器

く 同■10ク )24

S D4103 0 21

75Y25/1黒 色極細粒砂混粘土質シル ト+5GY4 5/1オ リーブ灰色粘
土質シルト・下位層6がブロック状 (～径 l cm)に 混じる、炭化物を
多く合む

弥生土器・土師器・須恵器・黒色
土器・緑釉陶器・瓦

1・ 2・ 4
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自然河サキ|(NR)

N R4101(第 4図、図版五)

4区南部(7F区 )で検出された。蛇行する部分の北肩が検出されたもので、全容は不明である。

埋土については、第 4図 に示 したように、流水により堆積 した砂からなる。埋土からの出土遺物

は、土師器 。須恵器の細片、加工木である。遺構の時期は、層位から平安時代前期以降で中世に

は降らない。

2)第 2面 【平安時代前期】 (第 7図、図版六・一―)

第 2面は、 1区ではⅦ層を構成する単層を2層除去した面で、 3区では調査区東部に堆積する

Ⅶ層上部の暗緑灰色極細粒砂混じる粘土質シル ト(水田耕作土)を 除去した面である。第2面は第

1面 と第 3面の間の面なので第 2面 としたが、 1区 と3区の第 2面は同一の層位ではない。第 2

面では、平安時代前期の小穴 1個 (S P1201)、 溝 3条 (S D 3201～ S D 3203)が検出された。

/Jヽ穴(SP)
S P1201(第 7図、図版六)

1区東部(2C区 )で検出された。長径0,4m、 短径0.3m、 深さ0。 45mである。埋上については、

第 7図に示 した。小穴内は多量の焼土塊、少量の焼成を受けた礫 (径 5 cm前後)・ 土器片で充填さ

れていた。焼土には、すさ(藁か)が混ぜられた痕跡があり、壁土か瓦の葺き土と考えられるが、

今回の調査で瓦はほとんど出土していないことから、壁土と推測される。遺構の時期は、層位か

ら平安時代前期と考えられる。

1区  IY28 1潮  1潮

X14     TP+68m

3区
I Y30 IY郷

0    (1:20)  50cm

S P1201埋土
1 焼上塊 (径 7 cmま で)・ 炭化物 (木本・草本)・ Ⅶ層の

ブロック(径 3 cmま で)

2 5Y3/1ォ リーブ黒色極粗粒砂～粗粒砂少量混じる
細壮砂質泥

10m

第 7図 第2面遺構平面図、 S P1201断 面図

ａ ａ
中

）

‐２０‐

a     S P1201    a
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I 久宝寺遺跡第73次調査 (K H2007-73)

溝 (SD)

S D3201～ S D 3203(第 7図、第 3表、図版一―)

3区東部 (4～ 5C区 )で検出された。いずれの溝

も南北方向に伸びる。 S D 3202・ S D 3203は 上位の

水田耕作土を埋土 としてお り、 S D 3202は耕作溝、

S D 3203は 3～ 4条の耕作溝の同一方向での重なり

と考えられる。出土遺物はS D 3201の 西肩で拳大の

石 1個、S D 3202か らは土師器、鉄製品等が出上 し

ている。遺構の時期は、出土遺物・層位から平安時

代前期 と考えられる。各溝の数値等の詳細について

は第 3表に示 した。

S D 3202出 土遺物

3点を図化 した。11は土師器杯 Aの細片である。復元口径17.8cmを測る。底部から体部内面に

放射暗文が施文されている。12は土師器のミニチュア高杯の脚部片である。手づ くね品で、脚部

径は4,3cmを 測る。13は鉄鎌の基部付近の細片である。残存部分の最大幅3.Ocm、 厚さ0.15cmを測

る。

第3表 第2面 溝(SD)一覧表

3)第 3面 【奈良時代後期から平安時代前期】 (第 10図、図版七・八)

第 3面は、Ⅶ層を除去した面、ないしⅦ層下部の落込み埋土・水田耕作上の上面である。第 3

面では、時期不明の小穴 1個 (S P 2301)、 平安時代前期の小穴 2個 (S P 4301。 S P 4302)、 奈良

時代後期～平安時代前期の溝48条 (S D 2301。 S D 2302・ S D3301～ S D 3307・ S D4301～ SD
4338)、 奈良時代後期の落込み 1箇所 (S03301)が検出された。

/1ヽ 穴(SP)
S P 2301(第 10図、図版八)

2区南東部(3D区 )で検出された。南東側が検出面の外に至るため全容は不明である。径約0.9

mの 円形の穴と推測される。検出面からの深さは0.23mで ある。埋上については、第13図 に示 し

た。埋土からの出土遺物は、土師器の細片 3点である。遺構の時期は明確にはできないが、SD
2301・ S D 2302の 埋上であるⅦ層の最下層を除去した面で検出されたことから、溝よりは古いこ

とがわかる。

S P 4301

4区北西部(6F区)で検出された。長径1.2m、 短径0.65mの不整形で、検出面からの深さは

5 cmである。埋土は、10Y3/1オ リーブ黒色極細粒砂混じる粘土質シル トに下位層のブロック(～

径 3 cm前後)・ 炭化物を少量含むものである(第 4表の4区の溝埋上分類によるC)。 埋土からの

出土遺物は、須恵器の破片 1点である。遺構の時期は、埋土から平安時代前期と考えられる。

0              1 0cm

0               5 cm

第 8図  S D 3202出 土遺物実測図

遺構名
検出規模 (m)

埋  土 出土遺物
掲載遺物
番号幅 深 さ

S D 3201 ).36-0,75 7 5GY4/1暗 緑灰色シルト質粘土併日礫～極粗粒砂少量含む) 土師器 弥生土器・須恵器

S D3202 0,77-1 15 0,17
75研3/1暗緑灰色極細粒砂混じる粘土質シル ト併田礫～極
粗粒砂 ブロック土少量含む)

土師器 (ミ ニチュア土器・製塩土器含む)・ 須
恵器・鉄製品・種子

11～ 13

S D3203
7 5GY3/1暗 緑灰色極細粒砂混 じる粘土質シル ト(細礫～極
粗粒砂・ブロック土少量含む)

土師器・須恵器
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S P 4302(第 10図、図版一〇 。一―)

4区東部(6F区 )で検出された。遺構検出時に

銭が出上 した周辺を平面精査 した時に検出され

た。径10cmの円形で、検出面からの深さは7 cmで

ある。埋土は、7.5YR3/1黒褐色シルトと2.5GY3/1

暗オリーブ灰色極細粒砂混 じる粘土質シル ト(粗

粒砂を含む)が混じった状態で堆積する。埋土か

らの出土遺物は、皇朝十二銭の 1つ で、西暦796

年初鋳の隆平永賓 (14)1点である。遺構の時期は、

2区
IYЮ  IY“  1湘

14

0   1 om
中

第 9図  S P 4302出 土銭貨拓影 (原寸)

出土遺物か ら平安時代前期 と考えられる。

IY郷 I Y24 I Y22
I Y20

X34

X36

I Y56 I Y54 I Y52 IYm

X58

X60

X64

※ 4区検出溝の遺構種別・調査区番号・検出面番号は省略。
例、「S D4301」 =「 01」

X66          
。              (1:150)             10m

第10図 第 3面遺構平面図
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I 久宝寺遺跡第73次調査 (K H2007-73)

溝 (SD)(第 10図、第4表、図版一〇～一三)

第 3面で検出された溝は、概ね南北方向に伸びるものが多く、4区では東西方向に伸びる溝 (S

D4324～ S D 4329、 S D4331～ S D 4335)、 南東―北西方向に伸びるもの(S D 4330、 S D 4336・

S D 4337)、 南西―北東方向に伸びるもの(S D 4323、 S D4328)が検出された。南北方向に伸び

る溝のほとんどが、他の方向に伸びる溝を切る。各溝の規模 。埋土・出土遺物、および図化した

出土遺物の遺物番号については第4表に示した。

第 3面で検出された溝のうち、南北方向・東西方向に伸びるものは、その深さ 。埋土・出土遺

物の状態などにより3種類に分けられる。

① 幅は狭い(20cm前 後)。 深さは浅い (20cm前後まで)。 埋土は4区においては埋上分類 (第 4

表参照)に よるA・ Bが多い。出土遺物は土器の細片が主答。

② 幅は広い(30～50cm)。 深さは浅い(20cm前後まで)。 埋土は4区においては埋上分類による

C・ Dが多い。出土遺物は土器の細片が主体。

③ 幅は広い (30～ 50cm)。 深さは深い(20～ 40cm前 後)。 遺物が出土しているものについては、

出土量が多いか、出土遺物の中に完形あるいは残存率の高い土器が目立つ。【S D 3301、

S D 3303、 S D 4309、 S D4319、 S D4327、 S D 4331、 S D 4334、 S D4336】

① ,②は、上位の耕作土を埋土としており、ほとんどが耕作溝と考えられる。③は、上位の耕

作土 (4区の埋上分類によるA・ C)を埋土とするものもあるが、 S D 3301の ように側板と杭で土

留めを施したものや、 S D 3303の ようにその埋土から完形の上師器皿が出上したものがある。③

に分類される溝の多くは、耕作によリー時的に形成された溝ではなく、開削された状態で機能を

持つ溝 (区画溝か用水路)と 考えられる。

第3面で検出された溝から出土した遺物のうち、 S D 3301、 S D 3303、 S D 3305出 土遺物の7

点 (15～ 21)を 図化した。

遺構の時期は、出土遺物・遺構の切合いから、 S D 4302、 S D 4303、 S D 4309、 S D4315、 S

D4317、 S D4318、 S D 4320～ S D 4323、 S D 4325′ 一S D 4330、 S D 4333～ S D 4338が奈良時代

後期、それ以外は平安時代前期と考えられる。

・3区溝出土遺物

S D 3301出 土遺物 (15。 17・ 18)15は土師器椀貪である。裏面に「井」と推定される墨書が記

されている。17は土師器壺Bである。口縁端部は外傾する平坦面を持つ。復元口径23.Ocmを 測る。

18は土師器皿Cである。1/2以 上残存 している。口径9.5cm、 器高1.8cmを測る。口縁端部の3箇

所に灯芯油痕が認められる。

S D 3303出 土遺物 (16。 19)161よ 土師器椀Aの細片である。復元口径15.Ocmを測る。19は土師

器皿Aにあたる。完形品で口径24.3cm、 器高2.8cmを 測る大形品である。内底面に小さな輪状の

暗文が施文されている。内底面を除く部分に煤が付着している。

S D 3305出 土遺物 (20)20は 土師器皿Aである。復元口径24。 9cmを 測る。内底面に放射状暗文

が施されている。21は 土師器高杯Aの杯部細片である。杯部内面には螺旋と放射状暗文、外面は

一定方向の密なヘラミガキが施されている。

[
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第11図  3区 第 3面

竃 F耳 ≡
霊 2

8

くてここEE三:[EttEEEEE三三三三[:三三三三:三三三:三三三:::5区″49
S D 3301(15。 17・ 18)、 S D 3303(16・ 19)、 S D 3305(20・ 21)出土遺物実測図

5

第12図  4区 第 3面  S D4302(24)、 S D4311(31)、 S D4315(25)、 S D4316(22)、 S D4323(26)、

S D4325(33・ 35)、 S D4326(29)、 S D 4329(32)、 S D4333(30)、 S D4334(23・ 28)、 S D4335(34)、

S D4338(27・ 36・ 37)出土遺物実測図
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I 久宝寺遺跡第73次調査 (K H2007-73)

。4区溝出土遺物

S D 4302出土遺物 (24)24は土師器椀Dの細片。復元口径18.8cmを測る。

S D4311出 土遺物 (31)31は土師器壺 Bで V2が残存 している。小形品で口径8.6cm、 器高4.6

cmを 測る。外面に煤の付着が認められる。

S D4315出土遺物 (25)25は 土師器杯 Cの細片。復元口径13.Ocmを測る。

S D4316出土遺物 (22)22は 土師器杯 Cの細片。復元口径12.9cm、 器高l。 4cmを 測る。

S D 4323出土遺物 (26)26は 土師器杯 Cの細片。復元口径15,lcmを測る。

S D 4325出土遺物 (33・ 35)33は土師器壼 Bの細片。復元口径15.2cmを測る。体部の一部に煤

が付着している。35は土師器甕Aの細片。復元口径27.Ocmを 測る。口縁端部が内側に肥厚してい

る。体部外面および口縁部内面の器面調整として、単位の粗い横位のハケが行われている。

S D 4326出土遺物 (29)29は 貼 り付け高台を有する土師器杯 Bである。3/4以上が残存 してお

り、口径16.Ocm、 器高5,Ocm、 高台径7.6cm、 高台高0.5cmを 測る。体部内面に螺旋暗文が施文さ

れている。

S D 4329出土遺物 (32)32は 土師器壷 Bで約1/2が残存 している。口径13.lcmを 測る。外面に

煤の付着が認められる。

S D 4333出土遺物 (30)30は 土師器皿Aである。1/2が残存 しており、口径17.6cm、 器高1,9cm

を測る。内底面に螺旋と放射暗文が施文されている。

内底面から体部内面に 連結輪状文と放射状暗文が施文されている。

S D 4334出土遺物 (23・ 28)23は土師器杯 Cの細片。復元口径13.8cmを測る。体部内面に放射

暗文が施文されている。28は椀Aで 1/4が残存 している。復元口径14.4cm、 器高4.Ocmを 測る。底

部裏面に「井」と推定される墨書が記されている。

S D 4335出 土遺物 (34)34は 土師器壷 Bの細片。口縁部の約1/4が残存 している。復元口径

18。 2cmを 測る。内面に炭化物が付着している。

S D 4338出土遺物 (27・ 36・ 37)27は土師器椀Cの細片。復元口径16.Ocmを測る。36は土師器

盤Aの細片。復元口径25,Ocmを測る。器壁面は被熟による剥離が顕者である。37は須恵器小壷で

壺 Lに分類される。口顎部を欠く以外は残存 している。残存高6.9cm、 体部最大径8.6cm、 高台径

4.2cm、 高台高0。 6cmを 測る。

落込み(SW)

S03301(第 13図、図版九・一二)

3区北東部 (4～ 5B・ C区 )で検出された。溝状の落込みで、南東一北西方向に伸びる。南東

側の肩は平面的に検出されたが、北東側の肩は確認されたものの検出前に調査区北東部の壁面が

崩落したため、平面的には検出できなかった。幅は4m前後である。底面に部分的に窪みがあり、

木本の植物遺体を含む粘質上が堆積 していた。埋土については、第13図 に示した。埋土からの出

土遺物は、弥生土器、土師器、須恵器、埴輪の破片、馬の歯・耳環・加工木で、落込み底面の窪

みに堆積する粘質土からは弥生土器、同一個体をなす須恵器の破片が数点出土している。出土遺

物のうち5点 (38～42)を 図化した。38は 土師器椀Aの細片。復元口径21.lcmを 測る。39は土師器

羽釜。口縁部が外反して開くもので、復元口径27.2cmを 測る。鍔は水平に貼付けられており、幅
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第 4表 第 3面 清 (SD)一覧表

遺構名
検出規模 (m)

埋 土 出土遺物
掲載遺物

番号幅 深 さ

S D 2301
75Y3/1オ リーブ黒色極細粒砂混粘土質シル ト+10Y71灰色

粘土質シル ト(斑状)、 砂礫 (径 10mln～ 極粗粒砂)を 含む
弥生土器・土師器

S D 2302 弥生土器

S D 3301

①7.5C.Y4/1暗 緑灰色極細粒砂混じる粘土質シルト、砂礫 (～

径 5 aln)・ 炭を含む
②10Y71極細粒砂混粘土質シルト

土師器・須恵器・黒色上器・種子

S D 3302

5Y3/1オ リーブ黒色細粒砂～極細粒砂混粘土質シル ト+
7.5Y3/1オ リーブ黒色極細粒砂混粘土質シル ト・10Y4/1灰色

泥質極細粒砂 (斑状)、 細礫～極粗粒砂・炭化 した植物遺体

(木本・革本)を 含む

土師器

S D 3303 0.26-0 39 0.26

5Y3/1オ リーブ黒色細粒砂～極細粒砂混粘土質シル ト、細礫
～極粗粒砂を少量・扁平なブロック土 (長径10cln)・ 炭化 し

た木本・革本の植物遺体を含む

土師器・須恵器 16・ 19

S D 3304 0 23
5Y3/1オ リーブ黒色細粒砂～極細粒砂混粘土質シルト+75Y3/1オ

リーブ黒色極細粒砂混粘土質シルト・10Y4/1灰 色泥質極細粒砂

(斑状)、 細礫～極粗粒砂・炭化した植物遺体(木本・草本)を 含む
な し

S D 3305 0.20-0,37 0 05 土師器・須恵器 20・ 21

S D 3306 弥生土器・土師器・須恵器 木

S D 3307 0.15-0 34 0.06 土師器・埴輪

S D 4301 0,46 C な し

S D4302 0.34 A 土師器

S D 4303 0 25 0.05 A な し

S D 4304 B 土師器・須恵器

S D4305 0.24-0 86 0.06 C 土師器

S D4306 0.20-0,86 C 土師器・須恵器

S D 4307 0 50-1.30 0 08 B 土師器

S D 4308 0.18-1 30 C 土師器

S D4300 0 22-1 30 0.24 A な し

S D4310 0.04 B な し

S D4311 0 10-1 00 0 07 C 土師器

S D4312 0.23´-1,00 C 土師器・須恵器

S D4313 0.20 B な し

S D4314 0.58 004 D な し

S D4315 0.04 A 土師器・須恵器・種子

S D4316 C 土師器・須恵器

S D4317 0 25-0.66 A な し

S D4318 0 26-0.66 006 A 土師器

S D4319 0 20 C
弥生土器・土師器・須恵器・埴輪・黒

色土器・瓦

S D4320 A 土師器・須恵器

S D4321 0.26 B な し

S D4322 A 土師器

S D4323 C 土師器・須恵器・木

S D 4324 0.39 C 土師器・須恵器

S D4325 0.38-0.73 D 土師器・須恵器・黒色土器・種子 33・ 35

S D4326 0.24-0,73 E 土師器・須恵器

S D4327 0 38 0.23 A、 上部に炭化物の薄層 土師器・須恵器

S D 4328 A な し

S D 4329 0 08 A 土師器・須恵器

S D4330 0.32 F 土師器

S D4331 G な し

S D4332 B 土師器・須恵器

S D4333 0 20-1,05 0 08 D 土師器・須恵器

S D4334 0 52-1,05 E 土師器・須恵器・種子 23・ 28

S D4335 D 土師器

S D4336 0 25 F 土師器・須恵器

S D4337 F な し

S D4338 H 土師器・須恵器・木 27・ 36・ 37

※ 4区で検出された溝の埋土については、以下の分類により表に示した。
A 2閲 r3/1暗オリーブ灰色極細粒砂混じり粘土質シルト+下位層の小ブロック(～径 l cm前後)

B 2研 2/1黒色粘土質シルト+下位層のブロック(～径 l cm前後)炭化物・焼土粒を多く含む

C 10Y3/1オ リーブ黒色(場所により2.5Y3/1黒 褐色)極細粒砂混じり粘土質シルト+下位層の大ブロック(～径 3 cm前 後)・ 炭化物を少量含む

D Wr3 5/1暗 オリーブ灰色粘上質シルト十下位層の小ブロック(～径 l cm前後)・ 焼土粒
E 7.5Y2/1黒色粘土質シルト+下位層の小ブロック(～径 l cm前後)

F 5G望/1暗 オリーブ灰色粘土質シルト十下位層の大ブロック(～径 3 cm前 後)

G 5Y3/1オ リーブ黒色細礫～極粗粒砂混じり粘土質シルト+25Y3/1黒褐色粘土質シルトのプロック・粒 (～径 4 cm)

H 2,5Y3/1黒掲色粘土質シルト 有機質に富み炭酸鉄塊を含む
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S03301 b'

TP+65m ¬   ~~~~~~~~7 ~~
/獅

側溝 |
雰___ゴ  ※破線は推定線

S P 2301埋 土
1 10Y3/1オ リーブ黒色極細粒砂混じる粘土質シル ト
2 2 5GY3/1暗 オリーブ灰色砂質 (細粒～極細粒)泥

3 2 5GY3/1晴 オリーブ灰色砂質 (細粒～極細粒)泥に
区-1層がブロック状 (径 2 cm前 後)に混じる

S03301埋 土
1 5Y35/1オ リーブ黒色極細粒砂混じる粘土質シル ト

砂礫 (径 5 mm～ 極粗粒砂)・ 炭化物を含む
2 5Y3/1オ リーブ黒色極細粒砂混じる粘上質シル ト

炭酸鉄 (～径 3 cm)・ 植物遺体 (木本)を含む O           (1:20)          lm

第13図  S P 2301、 S03301断面図

第14図  S03301出 土遺物実測図

3.3cmを測る。鍔下面および口縁部内面に煤の付着が認められる。胎上に角閃石を含む河内産で

ある。40は土師器皿ないしは杯の細片である。裏面に墨書が残るが細片のため内容は不明である。

41は須恵器杯大である。1/2以上が残存 している。口径13.2cm、 器高5,Ocmを測る。42は耳環であ

る。銅芯銀張 りである。横幅3.6cm、 縦幅3.4cm、 幅0.8cm、 重さ33.35gを測る。遺構の時期は、

出土遺物・層位から奈良時代後期と考えられる。

4)遺構に伴わない出土遺物

iⅦ層出土遺物 (第 15～ 17図、図版一四～一七)

1区Ⅶ層出土遺物 (43～55)13点 を図化 した。そのうちⅦ層上部出土が 8点 (43。 46・ 48・

49。 50。 51・ 54・ 55)、 Ⅶ層下部出上が 5点 (44,45・ 47・ 52・ 53)で ある。43は 土師器小皿で約

1/2が残存 している。口径9,8cm、 器高2.3cmを 測る。44は口縁端部が内傾する土師器杯 Cの細片。

復元口径14.5cmを 測る。45は土師器杯Aの細片で、復元口径15,7cmを測る。外面に水平方向のへ

ラミガキ、内面に螺旋と放射暗文が施文されている。奈良時代の前半に比定される。46・ 47は土

師器椀Aの細片。47の外面に煤が付着している。48は杯ないしは椀の底部片で裏面に「井」の字

が大きく記されている。49は黒色土器A類椀の底部細片である。内底面には一定方向の密なヘラ

ミガキが施されている。高台は低 く幅が薄い貼付け高台で、復元高台径9,2cm、 高台高0,5cmを測

る。橋本編年 (橋本1986)の I期 (9世紀後半)とこあたる。50は土師器壼Bで約1/2が残存 している。

_ a          S P 2301         a' ____
TP+65m
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ミニチュア品で口径5.lcm、 器高3,4cmを 測る。51は 土師器壺Bの細片である。52は 管状土錘であ

る。完形品で全長8.5cm、 幅2.9cm、 紐穴幅0。 6cmを 測る。53は須恵器杯身である。約1/2が残存し

ており、口径11.6cm、 器高3.6cm、 受部径13.8cmを測る。田辺編年 (田辺1981)の M T85型式(6世

紀後半)に比定される。54は須恵器杯Aの細片。丁寧な作 りで器壁が薄い特徴を持つ。55は 中国

産陶器の細片である。残存部分は角部分にあたるもので「 L」 字状を呈し外面は半円形の九味を

持ち、さらに内側の上下に面を持つ構造から、縦方向に組まれた陶器製の組み物部材の一部であっ

たと推定される。釉色は灰白色で釉薬は薄く施釉されている。胎土は精良で白色を呈する。時期

的にはⅦ層下都出上のものが、古墳時代後期後半から奈良時代前半、Ⅶ層上部出上のものが平安

時代前期を中心としている。

cヽ、/1ィ

巴

Ｕ
倒
腑
」
ｏ

◇
４８

‐
△（
〔
〕
〉
‐

|

56   
♀          cm

第15図  1区 Ⅶ層(43～ 55)、 2区 Ⅶ層(56)出 土遺物実測図

2区Ⅶ層出土遺物 (56)1点 (56)を 図化 した。56は Ⅶ層上部から出上 している。須恵器奏 Cの

細片である。復元口径30,8cmを 測る。

3区Ⅶ層出土遺物 (57～94)38点 を図化 した。そのうちⅦ層上部出土のものが58・ 69・ 72・

82・ 84・ 88。 91・ 93・ 94の 9点、下部出上のものが81・ 90の 2点で、それ以外のものについては、

Ⅶ層内での峻別はできていない。57～ 61は 土師器杯 Cである。57が口径10,4cm、 器高2.3cm、 58

～61は口径13.8cm、 器高3.3cmを 測る。61の底部外面のほぼ中央に「井」の字が墨書されている。

62は土師器杯 Aの細片。体部内面に放射暗文が施文されている。63は土師器杯 Bの細片。体部内

面に放射暗文が施文されている。外面体部に煤が付着している。64は椀 Cの細片。復元口径 15。 7

cmを 測る。65は椀Aの細片。66・ 67は土師器椀Bの細片である。67の底部外面に「備」と思われ

る墨書が記されている。68～ 70は墨書が記された土師器片である。68が「井」、69、 70は判読で

きない。71～73は土師器壺 Bである。そのうち71・ 72が ミニュチア品である。72は 2/3が残存 し

ており、口径7.8cm、 器高5。 7cmを 測る。74は 口縁部が垂直方向に短く伸びるもので、土師器壺A
の口縁部に似る形態を持つ。丁寧な作 りで外面体部は横位の密なヘラミガキが行われている。75

＞
的~鶯 Q5
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第16図  3区 Ⅶ層 (57～ 92)出土遺物実測図-1
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は土師器鉢Aの細片。復元口径サ

を測る。76は土師器奏Aの細片 (

口径30,8cmを 測る。器壁の厚いも

体部内面 に炭化物が付着 して

77・ 78は高杯 Aの細片。共に脚部外面  ¢%
を多面体に面取 りを行うもので、77の 第17図 3区 Ⅶ層 (93・ 94)出 土遺物実測図-2

杯部裏面には螺旋と放射状暗文が施文されている。79・ 80は ミニュチアの土師器高杯である。手

づ くね成形とナデ調整によるもので器表面に凹凸を残す。81は土師器寵の細片である。

82は須恵器杯 B蓋の細片。擬宝珠つまみで幅2.8cm、 高さ0.6cmを測る。83・ 84は須恵器杯 Bの

細片。35は須恵器壺の口縁部である。体部内面に同心円文タタキが残る。86は須恵器壺Qの体部

細片。87は須恵器壺Eの口縁部細片。88は 口縁部が内外に肥厚し「T」 の字状を呈する須恵器鉢

の口縁部の細片である。京都府亀岡市の篠窯産のもので、伊野近富氏編年 (伊野1990)の T~R鉢 Ⅱと

されるもので、10世紀前半とされる4期 (G)にあたる。89は須恵器鉢Aの口縁部細片である。復

元口径30.Ocmを 測る。90は須恵器皿Cの細片。復元口径20,Ocmを 測る。91は灰釉陶器椀の口縁部

細片。体部内面に淡灰色の釉が施釉されている。92は一枚作 りの平瓦片である。四面に摸骨痕と

やや細かい布目痕、凸面に縄ロタタキが施されている。胎土には長石を僅かに含む程度の精良な

粘土が使用されている。焼成は良好、色調は淡灰黄色である。

93は勾玉の未成品で一方の先端部分を欠 く。残存部分で長さ3.8cm、 幅1.5cm、 厚さ0,7cmを 測る。

石材は滑石である。94は鉄鎌の細片である。残存部分で最大幅3.2cm、 厚さ0。 3cmを測る。

4区Ⅶ層出土遺物 (95～ 120)26点 を図化 した。そのうちⅦ層上部出上のものが114・ 118、 Ⅷ

層下部出上のものが101・ 103・ 97・ 99・ 111～ 113・ 115～ 117で 、それ以外のものについては、Ⅶ

層内での峻別はできていない。95～ 97・ 99～ 101は 土師器杯 Cである。99の底部外面には、焼成

後に松葉状の文様を刻書により交差させた構図が施文されている。1001こ は底部外面の「井」の字、

101の底部外面には「キ」状の墨書が記されている。その他、墨書土器としては、102・ 103が判

読不明、104・ 105の 「井」があり、いずれも土器底部外面に墨書が記されている。98。 106～ 109

は土師器椀Aで98が体部外面にヘラミガキを残す奈良時代のもの、それ以外は口縁部のヨコナデ

以下に成形時の凹凸を残すもので、平安時代前期に比定される。110・ 111は土師器壷 Bの細片。

112は土師器の壷ないしは鉢の高台部の細片である。大型品で高台径19,8cm、 高台高1。 lcmを測る。

113は 須恵器杯 B蓋の細片。114・ 115は須恵器杯 Bである。116は須恵器壼Aの 口縁部から体部

の細片である。体部外面に灰かぶりが認められる。117は 須恵器壷 Lで、口縁部から体部中位が

残存 している。体部外面から口縁部内面に灰かぶりが認められる。焼成は良好堅緻で断面の色調

は赤紫色を呈する。118は灰釉陶器椀の細片である。体部内面に淡灰色の薄い釉が施釉されている。

119は緑釉陶器の小皿の細片。高台は削 り出し高台で、裏面に回転糸切 りが認められる。釉色は

くすんだ淡緑色で、内面および体部外面の下位付近まで施釉されている。形態からみて京都産で

平安時代前期のものと考えられる。120は丸瓦の細片。凹面に細かい単位の布 日、凸面に縄 ロタ

タキが施されている。

0               5cm
|
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第18図  4区

市埴輪 (第 19図、図版―八 )

117

♀LT_._¬ _¬

「―ドーーーーーーーーー」
些――_____―――――――――――-40Cm

Ⅶ層 (95～ 120)出土遺物実測図

埴輪片は、第 1面、第 2面の遺構埋土、およびⅦ層から出上 しており、出土量は3区に多い。

出土状況は細片化して遊離したものが大半であるが、42の耳環の出上を含めて、調査地周辺にお

いて古墳が存在したことが想定される。

7点 (121～ 127)を 図化 した。121～ 124は 円筒埴輪片、125～ 127は形象埴輪片である。121の 器

面調整は、内面がヨコナデおよび指ナデ、外面が 1次調整のタテハケの後、 2次調整として静止

痕が斜めに傾 くヨコハケ(Bd種)が行われている。突帝は突出が高い台形状で端面は僅かに窪ん

でいる。色調は明赤褐色で、胎土中に0,1～ 3 mm大の石英、長石を多 く含む。122の 器面調整は、

内面に斜め方向の指ナデ、外面に 1次調整のタテハケのあと2次調整としてB種 ヨコハケが行わ

れている。突帯はやや低い台形状で端面は僅かに窪んでいる。色調は淡灰褐色で外面の一部は須

恵質となっている。胎土中に0。 1～ 4 mm大 の石英、長石を多量含む。123・ 124は復元径が20cm以

下の小型品である。器面調整は2点 ともに内面にナデ、外面にタテハケが行われている。突帯は

ともに突出度が低い台形である。色調はともに淡赤褐色。胎土中にO。 1～ 2 mm大 の石英、長石を

-21-



多

蒸

‐
甘

　　［］

靴

２６

‐
＝

ｗ
‐‐

＼＼＼＼＼＼＼

 ヽド＼＼＼＼＼ ＼
＼＼＼

第19図  1・ 3・ 4区 Ⅶ層出土埴輪類(121～ 127)実測図

多量に含む。125～ 127は形象埴輪片であるが細片のため器種は限定できない。 3点 ともに表面の

みに線刻による文様が施文されている。 3点 ともに淡赤褐色系の色調で、0,1～ 3 mm大 の石英、

長石が散見される。出上位置は 1区から134、 3区から132・ 133・ 136～ 138、 4区から135が出土

してお り、出土地層はⅦ層上部である。時期的には121。 122・ 125～ 127が 5世紀後半、123・ 124

が 6世紀前半に比定される。

�製塩土器 (第20図、図版―八)

製塩土器の破片は、第 1面、第 2面の遺構埋土、およびⅦ層から出上 してお り、出土量は4区

が多 く、 1区が少ない。ほとんどが細片化 してお り、図化できるものは少ない。 5点 (128～ 132)

を図化 した。 5点 ともに製塩土器に特有の砂粒を多 く含む粗製品で熱を受けている。広瀬和雄氏

分類 (広瀬1994)の九底Ⅲ式 (8世紀中頃から9世紀前半)に包括されるが個体差が激 しく、口縁部

の形態では、内側に小さく肥厚する128、 内湾 して丸味を持つ129、 尖 り気味に終わる130。 131が

ある。内面の器面調整は、128～130がナデ、131・ 132が粗い布 目痕が残る。色調は128が暗灰色。

129～ 131は 淡灰色、132が赤褐

色である。 5点 ともに製塩土器

に特有の砂粒を多 く含む粗製品

で被熱を受けている。出上位置

は 3区から127～ 130、 4区から

131が 出土 してお り、出土地層

はⅦ層上部である。

1割

第20図  3・ 4区 Ⅶ層出土製塩上器 (128～ 132)実測図
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`鳥

・藤原官発掘調査報告Ⅱ』奈良国立文化財研究所学報第31冊

郷    一 丘瓢

‐３
(  | )291⊆ 市 融
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。古代の土器研究会編 1992「古代の土器 I 都城の土器集成」

・古代の土器研究会編 1993「古代の上器 Ⅱ 都城の土器集成」

・佐藤 隆 1992「第2節 平安時代における長原遺跡の動向 ii)長原遺跡における平安時代の土器編年」

『大阪市平野区 長原遺跡発掘調査報告V 市営長吉長原住宅建設に伴う発掘調査報告書 後編』 (財)大阪

市文化財協会

・田辺昭三 1981『須恵器大成』角川書店

・橋本久和 1986「畿内の黒色土器 (1)」 F中世土器の基礎研究Ⅱ』日本中世土器斬究

。一瀬和夫 1988「古市古墳群における大型古墳埴輪集成」『大水川改修にともなう発掘調査概要V』 大阪府

教育委員会

・伊野近富 1990「篠窯原型と陶邑窯原型の須恵器について」『京都府埋蔵文化財情報 第37号』 (財)京都府

埋蔵文化簿調査研究センター

・高橋照彦 1995「 3.緑釉陶器」『概説 中世の土器・陶磁器』中世土器研究会編

・石井清司 1995「 5,篠窯須恵器」『概説 中世の土器・陶磁器』中世土器研究会編

。広瀬和雄 1994「 6大阪府」『日本土器製塩研究』青木書店

第 3章 まとめ

調査の結果、奈良・平安時代を中心とする遺構・遺物が検出された。

第 1面で平安時代前期から中世、第 2面で平安時代前期、第 3面で奈良時代後期から平安時代

前期の遺構・遺物を検出し、平安時代前期の整地層・耕作上であるⅦ層から土器片を主体とする

遺物を採取した。出土遺物量はコンテナ15箱である。

2区～4区の第 3面では、奈良時代後期の溝状の落込み(S03301)、 奈良時代後期から平安時

代前期にかけての溝群が検出された。平安時代前期の溝は耕作溝で、水田を主体とする生産域で

あったことが確認できた。Ⅶ層から出上した遺物は奈良時代後半のものが量的に多く、奈良時代

後半には生産域以外の土地利用がなされていた可能性がある。しかし、居住域や墓域に伴う遺構

が検出されていないため、明確にすることはできない。

l区の第 1面で検出された穴は柱穴、第 2面で検出された小穴は建物に伴うものと見られる焼

土塊で充填されており、調査地の北東端は宅地であったと考えられる。 3区の第 1面で検出され

た幅の広い3条の溝は畝間溝で、畑地であったと考えられる。

平安時代前期の中で、水田を主体とする景観から、宅地・畑地・水田へと景観の変遷があった

と推測される。

ところで、第 3面の遺構埋土・Ⅶ層から墨書土器15点 ・線刻土器 5点が出土している。なかで

も底部外面 。内面に「井」あるいは井の字形の記号 (井桁文状のもの。以下「 #」 と記す)が墨

書されたものが 7点、同じく線刻されたものが3点、松葉を重ねたような形の記号が線刻された

ものが 1点、「×」状のもの 1点が出上している。奈良時代後半から平安時代前期と思われるも

のである。

「井」「 #」 の墨書・線刻については、井上などの人名、また葛井寺など地名の一部 (略表記)
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であるという解釈、あるいは井戸祭祀として

使われたものと解釈するなど、つまりは文字

(漠字)の「井」として報告される場合が多い。

しかし、一方では記号や符号として扱われる

場合もある。他の記号的表記との共伴事例や、

文字としての「井」にしては、線を井桁状に

交差させたような表記 (#)である事例も見

受けられるからである。特に近年では、平川

南氏の研究(註 1)イこより、文字でなく記号と

見られる「#」 は「九字文」(註 2)、 つまり 写真1「♯」?「×」?の線刻土器 (Ⅶ層出土)

壕積票倖晉摂争屋票祭握亀g冤ぞ債客算属簑Ⅲ愚逐Xと霙糸イほ伝  ヒαン34

魔物にさらわれない「まじない」として!

ン (九字文)」 を刻むが、中には「#」 と

く伊勢のしめ縄の蘇民将来札の「九字文_

(註 3)、 発掘事例では、特に関東の事例
▼

―

符号として知られる星形の清明紋 (セ ーマン)と 、「#」 を表記し 第21図

た土器がセットで出土する例 (註 4)、 また出上した墨書土器のう 線亥J土器

ち六割が「#」 と記された事例 (註 5)、 あるいは人物の名前の上に、別の

書体で「#」 を書き足しているかのような事例 (註 6)があり、「魔除け記号」

と理解できる可能性もあるという解釈である。

もちろん、すべての墨書・線刻土器「#」 が、魔除けの上器、魔除けの符

号 (呪符)と はならないことは言うまでもない。しかし可能性が無いわけで

もなく、少なくとも単独表記の場合、文字の「井」として報告するには慎重

を期す必要があろう。なお、当遺跡近辺では『亀井北遺跡 (その 3)』 (註 6)

で、単独表記の「井」の墨書土器5点 (自然流路より出上の墨書土器7点の

うち。8世紀初頭前後か。)の例がある。

「#」 ?「 X」 ?の

(Ⅶ層出±133～ 135)

(参考)

133の 反姑面 (煤付

着部に#状に縦横線

が抜き文字のように

みえるが、当初のも

のかは不明。

①臨

⑤闘

⑤曽

⑦裂

⑥前

【註】

註 1

註 2

註 2

註 3

平川南 1991「墨書土器とその字形―古代村落における文字の実相」 (『国立歴史民俗博物館研究報告』

第35集、平川南 2000『墨書土器の研究』再掲)

九字とは、九宇 (臨 ・兵・聞・者・皆・陣・列・在・前の9字)の呪文を唱え、縦横順

番に、格子状に手印を切ることによって、悪鬼怨霊を遠ざけ災いから身を守ると信じ

られてきた密教や修験道の魔除け術。九字文はその印文。

平川南 同上、野村史隆 1990「三重県の海村の正月行事と祭り」(『年報 海と人間』

17号、海の博物館 )

千葉県・花前遺跡群 (千葉県文化財センター

書Ⅱ』、1985『 同Ⅲ』

山形県・生石遺跡 (山形県教育委員会 1987

千葉県・作畑遺跡 (山武考古学研究所 1986

大阪府教育委員会・(財)大阪文化財センター

４

５

６

註

註

註

1984『常盤自動車道埋蔵文化財調査報告

『生石2遺跡発掘調査報告書(3)』 )

『千葉県東金市作畑遺跡発掘調査報告書』)

1986『亀井北 (その3)』

③
在

③
陣
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1.本書は、大阪府八尾市青山町四丁目3番 16号で実施した変電設備増設に伴う小阪合遺跡第32

次調査 (K S96-32)の 発掘調査報告書である。

1.本調査は、八尾市教育委員会の埋蔵文化財調査指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査

研究会が申請者から委託を受けて実施したものである。

1.調査は当調査研究会 坪田真―・古川晴久が担当した。

1,現地調査は、平成 8年 7月 1日 に着手し、同年 7月 24日 に終了した(実働15日 )。 調査面積は

約200だである。

1.現地調査には、赤澤茂美・岸田靖子・辻野優子・西田真紀・八日雅美・村井俊子・山内千恵

子の参加を得た。

1.内業整理には上記の他、以下が参加 し、現地調査終了後に着手して平成21年 2月 をもって終

了した。

遺物復元―岩本順子・田島和恵・都築聡子

遺物実測―古川・伊藤静江・飯塚直世・岩沢玲子 。加藤邦枝・北原清子・芝崎和美・竹田

貴子・田島 。田島宣子・永井律子・中野一博・中村百合・村井俊子・村田知子・

山内・吉川一栄・若林久美子 。若林節子・和田直樹。

図面整理―西出一樹。

遺物 トレースー市森千恵子。

遺構デジタルトレースー鈴木裕治 。坪田。

1,本書の作成にあたっては、遺物挿図レイアウト、及び遺物の文章執筆、遺物図版作成を主に

米井友美 (当研究会嘱託)が、遺物写真撮影を木村健明 (当研究会嘱託)。 坪田・古川が行い、

それ以外の文章執筆及び全体の編集を坪田が行った。
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Ⅱ 小阪合遺跡第32次調査 (K S96-32)

第 1章 はじめに

小阪合遺跡は八尾市のほぼ中央に位置し、現在の行政区画では小阪合町―・三丁目、南小阪合

町―・三・四丁目、青山町一～五丁目、若草町、山本町南七・八丁目がその範囲にあたる。地理

的には旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置し、同地形上で東郷遺跡・

成法寺遺跡・矢作遺跡 。中田遺跡と接 している。

当遺跡発見の契機は昭和30(1955)年 に遡り、若草町において実施された大阪府住宅供給公社建

設工事の際に、古墳時代の遺物が出土したことから認識された遺跡である。

当遺跡内では、昭和57年以降の人尾都市計画事業南小阪合土地区画整理事業を始めとし、各種

公共事業や民間開発に伴う発掘調査が、大阪府教育委員会・八尾市教育委員会 。当調査研究会に

より活発に実施されている。これらの調査成果から、当遺跡は弥生時代中期～近世に至る遺跡で

あることが確認されている。

今回の調査地である関西電力l■l東郷変電所敷地内においては、調査区南西に隣接する鉄塔基礎

部分で、昭和59年度に入尾市教育委員会によって発掘調査が行われており、古墳時代前期～中期、

奈良時代の遺構・遺物が検出されている。また付近の畑からは古墳時代後半の石製模造玉類が出

上している。

」_m
◎
とё

3-24-2

第 1図 調査地位置図

鋼
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第 2章 調査概要

第 1節 調査方法

今回の調査は変電設備増設に伴う調査で、当調査研究会における小阪合遺跡内での第32次調査

(K S96-32)に あたる。

調査区は南北に長い長方形 (約 22× 8m)を呈する建物部分 (1区 )と 、不整形なトレンチ状の管

路部分 (2・ 3区 )1こ ついてで、3区 。2区→ 1区の順に調査を実施した。

調査にあたつては、市教委による埋蔵文化財調査指示書に基づき、現地表下約1,Omま でを機

械掘削とし、以下約0。 3mを 人力

掘削により実施した。なお 2区に

ついては、東郷変電所の旧鉄塔の

基礎による攪乱が大部分を占めて

�ヽる。

地区割は 1区の平面形に合わせ

て5m方眼を任意に設定した。そ

して南】ヒラインにアルフアベット

(東からA～ D)、 東西ラインに数

字 (北から1～ 6)を冠し、5m四

方の地区名は北東交J点のポイント

に代表させた。なおV2500地図と

の合成によると、この南北ライン

は座標北から東に約7.1度振って

ヤヽる。

調査で使用した標高値は、当時

調査地の南に隣接 していた八尾市

立保健センター内に所在 した仮

B.M。 (T,P.+9。 441m)よ り運んだ。

第 2節 基本層序

第 2図 地区割図

調査地の現地表面は約T,P.+9,2mを 測る。第 0層は盛上、第 1層 は旧耕上である。第 2～ 4層

は近世の整地層と捉えられ、 2区では層厚約0.4mの均質な黄灰色粘土質シル トとなっている。

第 5層 も同様の層と思われるが、土壌化しており中世頃の包含層の可能性がある。第 6層 は古墳

時代中期～後期を主として奈良時代までの上器を多く含む包含層である。第 6層上面が第 1面で、

約T,P.+8.lmを 測る。第 7層以下は南から北に、あるいは東から西に下がる傾斜堆積と考えられ、

第10層上面を見ると4A区 と2B区で標高差約0。 3mを 測る。第 7～ 9層は弥生時代後期～古墳

時代初頭 (庄内式期)の土器を含んでいる。第 7層上面が第 2面で、To P.+7.9～ 8.Omを 測る。10

層以下はシルト～粘土を主体とする互層状の水成層である。
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Ⅱ 小阪合遺跡第32次調査 (K S96-32)

盛土

晴灰色～灰色細粒砂混シル ト～シル ト質粘土 :旧耕土
淡灰褐色細粒砂混シル ト
黄灰色シル ト質粘土
黄灰色粘土質シル ト
灰褐色細粒砂混粘土

灰黄褐色細粒砂混シル ト
淡灰褐色細粒砂混シル ト
黄灰褐色細粒砂混シル ト
黄灰色粘土質シル ト
青灰色～灰色極細粒砂混粘土

青灰色シル ト～極細粒砂互層
青灰色シル ト～粘上互層
青灰色粘土

第3図 基本層序

第 3節 検出遺構 と出土遺物

調査では第 1・ 2面の2面を確認した。

(第 1面 )

1区 。3区の第 6層上面で溝15条 (S D101～ 115)を 検出した。

溝は概ね東西方向に平行 して伸びるもので、規模は最小のS Dl15が 幅約15cm・ 深さ約 3 cm、

最大のS D101が幅1,2m以上・深さ約12cmを 測る。埋土はいずれも暗黄灰色細砂混シルト～極細

粒砂である。これらの遺構は農耕に関連するものと考えられる。 l区中央のS D106は西部で北

に直角に曲がる状況であるが、北側が島畑と捉えられよう。溝からは近世までの上器 。陶磁器が

出土しており、第 1面の時期は中世～近世頃と考えられる。

(第 2面 )

T,P,+7.9～ 8.Omを測る第 7層上面で、掘立柱建物 1棟 (S B201)、 井戸 4基 (S E201～ 204)、

土坑 5基 (S K201～ 205)、 溝 5条 (S D201～ 205)、 ピット48個 (S P 201～248)、 落ち込み2基 (S

0201・ 202)を検出した。これらの遺構の時期は古墳時代前期後半～平安時代前半に比定される。

また第 7層中では弥生時代後期末に比定される土器集積 (S W201・ 202)を検出した。

S B201

lA・ B区で建物の南辺を検出したもので、S P202～ 204で構成される。主軸は方位に沿って

いる。東西二間以上を測り、またBラ イン上の北壁内にピットが見られることから、総柱の建物

と考えられる。ピットは掘方平面形が一辺50～70cmの 方形を呈するもので、深さ約40cmを測 り、

柱間は約2.4mを 測る。S P202に は柱根が遺存しているが、S P203・ 204は柱を抜き取った後に

埋められたようで、S P204か らは土器片や災。焼上が多量に検出されている。建物が火災に遇っ

たものと推察される。遺物はS P202か らの 1～ 3、 S P204か らの4～20を 図化した。

S P202-1。 2は土師器杯 と考えられる。2は細片のため全形は不明であるが、底部と考え

られ、底面にあたる外面に3本の直線が墨書で描かれている。3は須恵器杯身で、平底で高台が

付 く。 7世紀後半～ 8世紀初頭に比定できる。
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第 5図 第2面平面図
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第7図  S B 201出土遺物

S P204-4～ 12は土師器杯である。外面調整にミガキが施される10以外は、ナデとユビオサ

エによって調整 されている。13～ 18は土師器皿で、平坦な底面を持ち、外反する口縁 を持つ。

19・ 20は 製塩土器と考えられる。外面は粗いナデで調整されてお り、内面では布 目圧痕が残る。

時期についてはいずれも7世紀末～ 8世紀と考えられる。

刊 暗灰黄色極細粒砂混シル ト
2 灰色細粒砂混粘土質シル ト
3 灰褐色細粒砂混シル ト質粘土 ブロック状
4 褐灰色極細粒砂混粘土質シル ト ブロック状
5 灰黄色細粒砂混シル ト
6 灰褐色シル ト質粘土 ブロック状

ζ:蟹侯芭鶏愚慈催違土詈シ狩十         1画 下下げ~二坪些_____壻
m

9 灰褐色シル ト質粘土 ブロック状

第6図 S B201平 断面図

錦
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Ⅱ 小阪合遺跡第32次調査(K S96-32)

S E201

2B区に位置する井戸で、井戸枠の構造はいわゆる方形縦板組横桟どめ井戸に分類される。掘

方平面形は直径約2.5mの ほぼ円形を呈 し、断面は二段掘 りで、検出面からの深さは約1.45mを

測る。井戸枠は一辺約0。 85mを測り、最下段全周と、一部二段 目が遺存 している。各辺は2～ 4

枚の縦板で構成され、補強のためか部分的に2枚重ねとなっている。板は転用材も使用されてお

り、端部を加工したものや柄穴を有するものが認められる。横桟は二段が遺存 し、角部は目違い

組である。

枠内埋土は、上部は灰褐色～責灰色系の砂混シル トが皿状に堆積 し、下部は灰色～淡灰色系の

粘土質シルトである。また最下部には湧水の濾過施設である層厚約10cmを 測る中礫層がみられる。

掘方埋土は上部が黄灰褐色系粘土質シル ト、下部が暗青灰色系粘土質シル トで、いずれもブロッ

ク状を呈する。なお底部は基本層序第13層 の青灰色粘土に至っており、調査中の湧水は少量であっ

た。

出土遺物には土器 (土師器・須恵器)、 瓦、木製品 (曲物・蓋板・他)があり、21～ 28を 図化した。

21は土師器皿で、内面に筋状の煤が付着していることから、灯明皿と思われる。22。 23は土師器

椀で、2点 とも調整に内面ナデ、外面はヨコナデと外部中位以下でユビオサエが施され、外面の

▼

り 4

0            10cm

「

~~~ ―
っ   |

27    F'T~~~~~~~~三
デ
~~EΞ

三二ΞΞΞ三二王三二IFEΞ
「

~~~]

式 ″
′

分

！

ｌ

第8図  S E201出 土遺物①
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井戸枠模式図

1 淡黄灰色細粒砂混シル ト
2 淡灰褐色細粒砂混シル ト
3 淡灰褐色細粒砂混シル ト質粘土
4 褐灰色細粒砂混シル ト質粘土
5 灰褐色礫混粘土
6 淡黄灰色極細粒砂混シル ト質粘土
7 黄灰色シル ト質粘土
8 淡青灰色粘土
9 灰色粘土質シル ト
10 淡灰青色粘土質シル ト
11 淡灰色粘土質シル ト
12 淡灰色細粒砂混粘土質シル ト
13 灰色中礫
14 灰黄褐色細粒砂混粘土
15 黄褐灰色細粒砂混粘土
16 黄灰色細粒砂混シル ト質粘土
17 灰褐色極細粒砂混粘土貿シル ト
18 黄褐灰色粘土質シル ト
19 褐灰色粘土質シル ト
20 暗黄褐色極細粒砂混粘土質シル ト
21 青灰色シル ト混粘土質シル ト
22 暗灰青色シル ト混粘土質シル ト

A′

T,P,+8 0m
A

70m

第 9図  S E201平断面図

枠内断面図
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第12図  S E201出 土遺物①

底部中央に墨書で文字が描かれている。22は 「π」字に似た形状、23は 欠損のため全形は不明で

あるが「九」に似た文字が描かれている。21～23は 8世紀末に比定できる。24は土師器のミニチュ

ア壺で、 8世紀後半に比定できる。25は丸瓦で、凹面に布 目が確認できるが、凸面の一部は剥離

し、両端を欠く。詳細な時期は不明であるが、8世紀末ごろに比定できよう。木製品は26～28の

3点が出土している。26は釘結合曲物である。曲物内面では縦方向の切り込みが施され、一部で

は綴合わせの樹皮が残る。27は棒状の細長い板で、片方の端がやや窄まって節をもち、断面が三

角形に近い形状である。経巻具や布巻具などの機織の一部と考えられるが、詳細は不明である。

28は中央付近で割れており、一部が木目の垂直方向に切り込まれて直線側が「L」字状を呈する円

板である。中央に大きめの方形の孔をもつ円形の蓋板と考えられる。板中央よりやや外側にツマ

ミを縛 りつけたと思われる径0,6cmの 円形の穴が 2か所穿たれている。表面には細かい傷が多 く

みられ、側面の数か所に釘痕と思われる孔が穿たれていることから、曲物底板の転用品と思われ

る。これらの内24・ 25が掘方出土、他は枠内底部の出上である。底部出土遺物の時期から、当井

戸は8世紀末頃まで機能していたと考えられる。

S E202

3B区に位置し、素掘 り井戸と考えられる。掘方平面形は約2.5× 2.Omの隅丸長方形に近いも

ので、断面は逆台形を呈し、検出面からの深さは約1.05mを測る。埋土は上部が褐灰色系細粒砂

混シルト、下部は灰色系極細粒砂混粘質シルトで、最下部が極細粒砂層である。遺物は古墳時代

中期末頃までの土器の他、石製品が出土しており、29～ 37を 図化 した。

ａ

Ｏ

Ｍ‐８
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29～33は土師器甕で、29～32は口縁部～体部、33

は口縁部～底部が残存する。29・ 30は布留式甕で、

口縁部は肥厚 し、顎部の屈曲はやや鋭い。 3世紀末

～4世紀初 (布留式古相)に比定される。31は磨耗の

ため調整が不明瞭であるが、胎土は粗 く角閃石を多

く含み、弥生時代後期の様式を残すもので、 3世紀

末～ 4世紀初に比定される。32・ 33は内・タト面にハ

ケが施されており、29～ 31に比べやや新 しい様相を

もつ。5世紀後半に比定される。34は土師器高杯で、

柱状部～裾部まで残存する。裾部は柱状部から屈曲

して広がっており、調整はナデと柱状部内面はケズ

リが用いられる。時期は3世紀末～ 4世紀初 (布留

式古相)と 考えられる。35は土師器把手付鉢である。

5世紀後半に比定される。36は須恵器杯蓋で、ほぼ

完形で出土した。 5世紀後半に比定できる。37は砂

岩製の叩き石で、両端・側面に敲打痕が認められる。

S E203

4B区に位置し、素掘り井戸と考えられる。掘方

平面形は約1.9× 1.5mの楕円形を呈する。断面は逆

台形を呈 し、検出面からの深さは約0,7mを 測る。

m

刊 黄褐灰色細粒砂混シル ト
2 褐灰色細粒砂混粘土質シル ト
3 黄褐色シル ト質粘土
4 灰色極細粒砂混粘土質シル ト
5 淡灰色極細粒砂混シル ト
6 灰色極細粒砂混粘土質シル ト
7 明灰色極細粒砂

第 13図  S E202平断面図

T P +8 0rn

o           10om

0

第14図  S E 202出 土遺物
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Ⅱ 小阪合遺跡第32次調査 (K S96-32)

T P +8 0m

1 暗灰黄色極細粒砂混シル ト質粘土
2 暗黄褐色極細粒砂混粘土質シル ト
3 黄褐色シル ト質粘土 (焼土)

4 褐灰色シル ト質粘土
5 褐灰色細粒砂混シル ト質粘土
6 灰褐色粘土質シル ト 炭
7 晴灰黄色シル ト混粘土質シル ト
8 黄褐灰色粘土質シル ト
9 黄褐色粘土質シル ト
10 灰色粘土質シル ト
11 暗灰色粘土質シル ト 炭
12 灰色粘土質シル ト

m

70m

第15図  S E203平 断面図

埋土は上部が責褐灰色系細粒砂混シル ト～粘土、下部は灰

色～暗灰色粘土質シル トである。部分的に炭や焼土塊を含

む層がみられる。遺物は少量であるが、古墳時代後期まで

の上器が出土 してお り、38・ 39を 図化 した。

38は 長胴甕形の製塩土器と考えられる。器壁が薄 く、調

整は外面にタタキ、内面はケズリの後、板状工具によるナ

デが施されている。時期は 3世紀末～ 4世紀初 (布留式古

本目)に比定で きる。39は土師器甕で、調整が外面はナデ、

内面はケズリが用いられている。内面調整のケズリから、

布留式甕の様相を残すものと考えられるが、外面の顎部～

体部に薄い粘土塊が付着 し、内面顎部付近で調整がほとん

ど行われていないことから、粗雑化が進んだものと思われ

る。 5世紀後半～ 6世紀に比定できる。

S E204

5B区に位置 し、素掘 り井戸 と考えられ、西は調査区外に続いている。規模は南北約2.9m・

東西1.8m以上、検出面からの深さは約0.8mを 測る。断面は逆台形を呈 し、北部は段がついてい

る。井戸の掘 り直 しが行われたか、あるいは別の遺構を切 り込んでいるのかは明確ではない。埋

土はおおまかにみて褐灰色系細砂混 じり粘質シル ト～粘上で、下層部に炭・焼土を多 く含んでお

り、最下層は灰黒色の炭層である。遺物は布留式期新相の上器が多量に出上 しており、40～56を

図化 した。

。            10cm  39

第16図  S E203出 土遺物
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褐灰色極細粒砂混粘土質シル ト

褐灰色粘土混粘土質シル ト
褐灰色細粒砂混粘土

暗褐色粘土質シル ト 炭 焼土

暗灰黄色粘土質シル ト

褐灰色極細粒砂混粘土質シル ト

暗褐灰色細粒砂混粘土 炭 焼土

黄褐色シル ト質粘土

灰黒色粘土質シル ト 炭多
褐灰色粘土質シル ト
暗褐灰色極細粒砂混粘土質シル ト 炭
明褐灰色粘土質シル ト
褐灰色粘土質シル ト
灰黄褐色細粒砂混シル ト質粘土 炭多

T P +8 0m

m

第17図  S E204平断面図

40は土師器ィIヽ型壷の口縁で、 4世紀中頃～後半 (布留式新相)に比定できる。41・ 42は土師器広

口壷の口縁で、41は口縁端部が僅かに外反し、端部が内面に肥厚する。42は 口縁中位でナデが内

面はハケで調整されている。43～48は布留式甕で、口縁部から体部まで残存する。口縁部が内湾

して立ち上がるもの(44～ 46・ 48)と 、直口のもの (43・ 47)があり、45。 46。 48では口縁端部の内

面肥厚が認められる。調整は外面にハケ、内面にケズリが施されるが、47は外面に板ナデが施さ

れる。48は口縁外面にやや不明瞭であるが、米粒大の楕円形の線状圧痕が 7個並ぶ。 8点 とも4

世紀中頃～後半 (布留式新相)に比定できる。49は台付甕の底部で、丸底状の甕の底部に、端面が

内面に肥厚する台が付 く。東海系の搬入品と思われる。口縁部～体部を欠くため詳細な時期は不

明であるが、4世紀に比定できる。50～52は土師器鉢で、50は底部・口縁端部など未調整部分が

多い。51はやや外反する口縁部をもち、底部は平底で、弥生土器V様式の様相を残している。 4

世紀前半に比定できる。52は体部が大きく開き、顕部でやや屈曲して外反する口縁がつく。 5世

紀後半に比定できる。53～56は土師器高杯である。いずれも布留式の高杯で、口縁は外反し、杯

部の稜はほとんどが九みを持つ。 4点 とも4世紀中頃～後半 (布留式新相)に比定できる。

S K201

3・ 4B区に位置する平面不定形な土坑である。規模は南北約1.4m。 東西約1.3m・ 深さ約14

cmを 測る。断面浅い逆台形を呈し、埋土は明灰色砂礫 (～ 3 cm)である。埋土の状況から窪みに残

存 した洪水砂と考えられるが、調査区内では他にそのような状況は認められず詳細は不明である。

遺物は出上していない。

S K202

4A区に位置する平面不定形な土坑である。規模は南北0。 9m。 東西約2.lm・ 深さ約16cmを 測

る。断面逆台形を呈し、埋土は暗黄灰色粘土質シルトである。弥生土器、時期不明の上師器が出

上しているが、図化しえるものは無い。
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Ⅱ 小阪合遺跡第32次調査 (K S96-32)

o           10cm

第18図  S E204出 土遺物

S K203

4。 5A区に位置する土坑で、東 。南は調査区外に至るため詳細は不明である。検出部分の規

模は南北2.8m。 東西0。 7m。 深 さ約25cmを 測る。埋土は上層が暗灰色極細粒砂混粘土質シル ト、

下層が暗黄灰色極細粒砂混シル トである。弥生土器、古墳時代後期頃までの土師器・須恵器が出

土 しているが、図化 しえるものは無い。
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S K204

5A区に位置する土坑で、東部はS K2031こ削平され、また南は調査区外に至るため詳細は不

明である。検出部分の規模は南北20cm・ 東西1,7m・ 深さ約20cmを測 り、埋土は黄灰色細粒砂混

シルトである。遺物は出上していない。

S K205

5B区に位置する土坑で、南は調査区外に至るため詳細は不明であ

る。検出部分の規模は南北55cm。 東西80cm・ 深さ約15cmを 測る。断面

椀形を呈 し、埋土は上層が暗灰褐色細粒砂混シル ト質粘上、下層が灰

褐色細粒砂混シル トである。弥生土器が少量出上 してお り57を 図化 し

た。57は小型の弥生土器甕である。弥生時代後期後半に比定できる。

S D201

o           10cm

第19図  S K205出 土遺物

1区北部を東西方向に横断する溝である。規模は幅約3.Om・ 深さ約0.5mを測 り、断面皿状を

呈する。埋土は13層 から成り、おおまかには暗灰黄色～褐灰色系の極細粒砂～細粒砂混粘土～シ

ル トで、流水堆積は認められない。遺物は5世紀末～ 7世紀前半の須恵器・土師器を多 く含み、

東部の上層では6世紀末頃の上器の集積が見られた。58～ 101を 図化 した。

58～60は土師器杯で、58は 口縁が屈曲し、59は口縁がやや外反、60は椀形を呈する。 3点 とも

6世紀後半に比定される。61～63は 土師器高杯で、61は 口縁部～脚部、62・ 63は脚部のみ残存す

る。61は杯下部に粘上を突帯状に残 して段が設けられている。3点 とも7世紀前半に比定される。

64・ 65は土師器壺である。64は細頸壺、65は長顕壷で、7世紀前半に比定される。66は土師器鉢

の口縁と考えられる。大型品で、甑の口縁の可能性もある。67は土師器製塩土器の口縁部である。

68～ 75は土師器甕で、68～ 70・ 72～ 74は口径が14cm前後、71・ 75は 口径が17～ 19cm前後のもので

ある。68～70は 口縁部～底部まで残存するもので、3点 とも口縁部は肥厚して外反し、外面はタ

テハケで調整されている。71～ 75は口縁部～体部まで残存する。いずれも外面調整にタテハケが

用いられるが、内面は71,72がナデ、73はハケとケズリ、74は板ナデとハケ、75はハケが用いら

れる。時期はいずれも5世紀後半～ 6世紀に比定できるが、71。 73・ 75に ついては口縁端部の肥

T P,+8 0m

1 黄灰色シル ト質粘土
2.暗灰黄色シル ト質粘土
3 暗黄灰色極細粒砂混シル ト質粘土
4 暗黄灰色粘土質シル ト
5 褐灰黄色シル ト質粘土
6 褐灰色極細粒砂混粘土
7 褐色極細粒砂混シル ト質粘土

8 褐灰色粘土質シル ト
9 淡灰黄色シル ト質粘土
10 黄褐色粘土質シル ト
11 灰黄色極細粒砂混粘土
12 黄灰色シル ト混極細粒砂
13 褐灰色シル ト質粘土

第20図  S D201西 壁断面図
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Ⅱ 小阪合遺跡第32次調査 (K S96-32)
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第21図  S D201出 土遺物①

__二】
~く

なつ

／

／

／

　

　

／

′

／

／

１
‐

―

―

―

―

サ

イ

　

　

　

／

１

イ

耳
〃

／

／
‐

-41-



77 78

Ы  貶
―

Ч

丞   96

0               10cm

第22図  S D201出 土遺物②

厚、頸部の屈曲、内面調整のケズリが見られることから、布留式甕の様相を残していると思われ

る。76は土師器甑で、口縁部～体部が残存する。体部には把手がついており、先端は久損 してい

るが、断面が楕円形を呈し、上方へ屈曲している。 6世紀後半～ 7世紀前半に比定できる。77～

83は須恵器杯蓋、84～91は須恵器杯身で、77～ 82、 84～86が 5世紀後半 (T K47型式)、 87～89は

6世紀後半～末 (T K10型式後半)、 90が 7世紀後半 (T K46型式)、 91が 7世紀末～8世紀前半 (T

K46～ T K48型式)、 83が 8世紀後半(TK7型式)に比定できる。86に ついては底部にカキメが

施されていることから、有蓋高杯の可能性がある。92～ 96は須恵器有蓋高杯で、92～94は 口縁部

～脚裾部まで、95。 96は脚部が残存する。92～95は台形のスカシが 3方向に配されている。93で

は脚部に縦方向の沈線が一本描かれており、ヘラ記号の可能性もあるが、スカシを作る際の目印

に線刻されたと考えられる。96は脚部の2か所に切 り込のような穴が設けられており、楕円形も

しくは線状のスカシの可能性がある。 5点 とも5世紀後半 (T K47型式)イこ比定できる。97は須恵
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H 小阪合遺跡第32次調査(K S96-32)

器直口壺で、内面・外面は回転ナデで調整されているが、内面底部付近では接合痕が残 り、その

周辺にハケ状工具による圧痕が残る。98～ 100は須恵器甕で、 3点 とも口縁部～体部が残存 し、

口縁部が外反 し、端部は丸みをもつ。99は 口縁部に逆V字型のヘラ記号をもつ。 3点 とも6世紀

後半に比定できる。101は 須恵器横瓶で、口縁部～体部が残存する。 6世紀後半 (T K217～ TK
46型式)に比定できる。ナデで調整されているが、内面底部付近では接合痕が残 り、その周辺に

ハケ状工具による圧痕が残る。

S D202

2B～ 4A区のS D201・ S0201間 で検出した南北方向の溝で、南部で途切れる部分がある。

規模は検出長約10.5m。 幅約35cm・ 深さ約10cmを測る。断面逆台形を呈 し、埋土は褐灰色細粒砂

混シル トである。遺物は出土 していない。

S D203

5ラ イン上を横断する東西方向の溝で、規模は検出長約5,9m、 幅は約0.6～ 1.lmで、東に行

くほど細 くなっている。断面逆台形を呈 し、深さ20～30cmを測 り、埋土は上から暗灰黄色粘土質

シル ト・灰色極細粒砂混シル ト・暗灰黄色シル トである。遺物は古墳時代初頭の上師器、時期不

明の須恵器が出土 している。

S D204

6B区で検出した東西方向の溝で、規模は検出長約1,4m・ 幅約1.5m・ 深さ約25cmを 測る。断

面皿状を呈 し、埋土は上層が灰褐色極細粒砂混シル ト質粘上、下層が黄灰色シル ト質粘土である。

遺物は弥生土器、布留式土器、須恵器、瓦器片が出土 しているが、図化 しえたものは無い。

S D205

6B区で検出した S D204の南に平行する溝で、規模は検出長約1.5m・ 幅約1,2m・ 深 さ約15

cmを 測る。断面皿状を呈 し、埋土は上層が淡灰掲色細粒砂混粘土、下層が灰褐色細粒砂混シル ト

である。遺物は弥生土器片、時期不明の須恵器片が出上 している。

ピッ ト

S B201を構成するピットを除けば、主に 1区中央の 3・ 4A・ B区 に集中している。建物を

構成する柱穴 と思われ、S P210・ 211・ 213。 231・ 233で は柱痕が確認できたが、規格性は認め

られなかった。法量・埋土 。出土遺物は表 1に まとめた。またS P206。 209・ 216・ 246か らの遺

物を図化 した。

S P206-102は土師器高杯で、杯部は丸みを持ち、口縁部付近はやや内湾する。 5世紀中頃～

後半に比定される。

S P209-103は弥生土器把手付鉢である。口縁は屈曲して外反する。屈曲部の下方には∩字形

の把手がつ く。生駒西麓産で、弥生時代後期後半に比定できる。

S P216-104～ 106は須恵器杯蓋、107は 須恵器有蓋高杯蓋、108。 109は須恵器杯身で、いずれ

も5世紀後半に比定される。110・ 1111ま 製塩土器 と考えられるが、細片のため詳細は不明である。

S P246-112は須恵器杯身で、 6世紀後半に比定される。
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表 1 第 2面 ビットー覧表

SP 地 区 民辺 短 辺 深 さ 埋 土 出上遺物

明灰色砂礫 土師器

第 6図参照 弥生、古墳～古代―土師器・須恵器

古墳―土師器・須恵器・製塩土器

41 弥生、古墳～古代―土師器・須恵器・製塩土器

灰黄色細粒砂混シル ト

3B 褐灰色極細粒砂混ンルト 土師器

3A・ B 暗灰褐色細粒砂混シルト質粘土

古墳―土師器・須恵器・製塩土器

47 弥生、古墳～古代―土師器

凱 黄褐灰色シルト質粘土

古代―土師器

3B
"

解 9 暗灰褐色細粒砂混シルト質粘土

暗褐灰色細粒砂混粘土質シルト 炭

責褐灰色シルト質粘土 古墳―土師器

8 土師器・須恵器

古墳―土師器・須恵器

220 3A 弥生、土師器

褐灰色粘土 暗黄褐色粘土

灰褐色細粒砂混粘土質シルト

40 責褐灰色シルト質粘土

嗜灰褐色細粒砂混シル ト質粘土 ホ生、古墳―土師器・製塩土器

225

占墳―土師器・製塩土器

228 黄褐灰色シルト質粘土 土師器・製塩土器

229 5

32 暗灰褐色細粒砂混シルト質粘土 土師器

4B 20

4A・ B

4A 黄褐灰色シルト質粘土

暗灰褐色細粒砂混シルト質粘土 古墳一土師器・製塩土器

暗灰褐色極細粒砂混粘土質シル ト

泌 暗灰褐色細粒砂混シルト質粘土 土師器

4B 土師器

4A ホ生、土師器

褐灰色極細粒砂混粘土質シルト

灰責褐色極細粒砂混粘土質シルト

泳生土器

陽灰色シル ト混粘土

陽色細粒砂混粘土

陽色細粒砂混粘土質シルト
古墳―土師器・須恵器

24 掲灰責色粘土混シルト

灰色粘土質シルト
占墳―土師器・須恵器・製塩土器、瓦器

6B 陽灰色極細粒砂混粘土 土師器

土師器
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Ⅱ 小阪合遺跡第32次調査 (K S96-32)

S P206 :  102
S P209 :  103
S P216 :104～ 111

S P246 :  112

酬 悧

/年＼
111

0              1 0cm

|

第23図  S P206・ 209・ 216・ 246出土遺物

S0201

4A区で検出した北から南への落ち込

みである。検出部分の規模は東西幅約2.5

m・ 深さ約15cmを 測 り、埋土は暗灰色極

細粒砂混粘上である。底部では S K202

が検出され、これを削平 している。遺物

は奈良時代頃までの上師器・須恵器の

他、下位の S W202に 帰属する弥生土器

が出上 してお り、113～ 116を 図化 した。

113は 土師器皿、1141よ 土師器甕、115

。116は 土師器羽釜である。115。 1161ま

生駒西麓産である。いずれも7世紀末～

8世紀に比定される。

S0202

3,4B区 で検出した東から西への落

ち込みである。検出部分の規模は南北幅

約5,3m。 東西幅約3.2m・ 深さ約15cmを

測 り、埋土は暗黄褐色細粒砂混シルト質

粘土である。底部ではS E203が検出さ

れ、これを削平している。遺物は弥生土

器・土師器が出上 しており117を 図化 し

た。

117は 土師器奏で、 5世紀後半に比定

される。

0            10cm

第24図  S0201出土遺物
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S W201

3A区において第 7層中で検出した弥生時代後期

後半の上器集積である。出土状況は南北約 2m・ 東

西約 lmの範囲に破片が集積するもので、周辺に炭

の拡がりもみられた。第 7層上面では掘方は検出で

きなかった。遺物は33点 (118～ 150)を 図化した。

118～ 1221よ 弥生土器壼で、118。 122は 広 口壺、

119。 120は 広口直口壺、121・ 1231よ 短顎直口壺であ

る。122は 顎部下で、ヘラ記号と思われる2本の縦

方向に並行する沈線と、そのうち左側の一本の上端

から左下方向に伸びる沈線が描かれている。 6点 と

も弥生時代後期後半に比定できる。124～ 129は 弥生

土器高杯で、124・ 125は 口縁部～底部、126は杯部、

o           10cm

第25図  S0202出土遺物

1郷

o            10cm

127・ 128は脚部が残存する。124～ 126は有稜高杯で、124で は稜部分にキザミロが施される。129

は杯の可能性もあるが、杯底部付近で、脚部との接合痕と思われる弧状のユビナデと凹凸が認め

られることから、椀形の高杯と考えられる。4点 とも弥生時代後期後半に比定できる。130～ 148

は弥生土器菱で、130～136が口縁部～底部、137～ 142が口縁部～体部、144～ 147が体部～底部ま

第26図  S W201出 土遺物①
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で残存する。146～ 147に ついては、鉢底部の可能性もある。1441よ 器壁が薄 く、調整も外面にハ

ケが施されており、混入した遺物の可能性があるが、この他については、概ね最大径が上位にあつ

て外面調整にタタキが用いられるもので、弥生時代後期後半に比定できる。149～ 151は 弥生土器

鉢で、3点 とも小型であるが、149。 1511こ は底部に円形のTLが穿たれている。 3点とも弥生時代

後期後半に比定できる。

S W202

4A区において第 7層 中で検出した弥生時代後期後半の上器集積である。出土状況をみると、

完形に近い土器が散発的にみられるというものである。第 7層上面では掘方は検出できなかった。

遺物は9点 (151～ 159)を 図化 した。

152～ 154は 弥生土器壺である。152は 直口壺、153・ 154は 広口壷で、 3点 とも口縁を一部欠 く

がほぼ完形で出土した。153の 口縁内面には2本の並行する直線のヘラ記号が描かれる。155は 弥

生土器の二重口縁壺もしくは装飾器台の口縁と思われるが、屈曲部より下部分が欠損しているた

め、詳細は不明である。口縁部端面は下方に肥厚し、波状文と円形浮文が描かれる。156。 1591ま

弥生土器甕である。156は 口縁～底部まで残存し、口縁は直口し、平底の底部を持つ。1591よ 口縁

～体部まで残存するもので、口縁部は肥厚してやや外反する。157・ 158は底部のみ残存するもの

で、弥生土器の甕もしくは鉢と考えられる。157では底部中央に焼成前に円形の孔が穿たれており、

o           10cm
|

第28図  S W202出 土遺物
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有孔鉢と考えられる。158は底面が ドーナツ状の底で、甕底部の可能性が高い。1601よ 弥生土器大

型鉢で、口縁部～体部が残存する。

包含層出土遺物

1・ 2B区第 6層

161は把手付鉢で、体部下位に上方へ屈曲する把手が付 く。 6世紀後半に比定される。162は土

師器甕で、口縁部は肥厚して外反する。 6世紀後半～7世紀前半に比定できる。163・ 164は須恵

器杯蓋で、163は 6世紀後半～ 7世紀初、1641よ 6世紀中頃～後半に比定できる。

側溝

165は 弥生土器二重口縁壺もしくは装飾器台の口縁部と考えられるが、顎部付近から下方が欠

損しているため詳細は不明である。口縁端上部と屈曲部にキザミロ、口縁内面 。端面・屈曲部上

に波状文、口縁端部に円形浮文が施される。弥生時代後期後半に比定できる。 3B区出土。166

は土師器鉢で、口縁端部に段がつく。 8世紀代のものと考えられる。4A区出土。167は 須恵器

杯蓋で、天丼部に円形のツマミを持ち、有蓋高杯蓋と考えられる。 5世紀後半に比定できる。 5

B区出土。

0           10cm

第29図 包含層出土遺物

161～ 164:第 6層
165～ 167:側 溝
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第 3章 まとめ

今回の調査では弥生時代後期から近世の遺構・遺物が検出され、当地が各時代にわたって連綿

と集落域 として繁栄していたことが確認された。傾向としては、北へ行 くほど遺構の時期が下る

ことがいえる。出土遺物の量はコンテナ20箱 を数える。

弥生時代後期後半では、 3A区 。4A区で第 7層中において弥生時代後期後半の上器集積が検

出されたが、遺構である可能性があるものの明確にはできなかった。 3 A ttS W201では土器の

周辺に炭の拡が りが、また4A区でも東側溝断面で、第 9層 。第10層上面から切 り込まれる炭を

含む遺構状の落ち込みが認められ、これらが当該期の遺構 となる可能性がある。同様の上器集積

は東部の第29次調査においても検出されている。

第 7層上面の第 2面では古墳時代前期～後期の井戸・溝・ピット、奈良～平安時代では掘立柱

建物・井戸からなる居住域が検出された。古墳時代前期布留式期では井戸 S E204が検出された

が、周辺で当該期の遺構 としては、南西約100m地点の第 4次調査第 1調査区で溝が確認されて

いる。当調査地南西に隣接する鉄塔部分調査地では、細砂～粗砂層をベースとして古墳時代前期

～奈良時代の遺構が検出されている。この砂層は古墳時代前期以前に埋没する河川で、南北方向

に流路をもつと考えられ、この河川域の東 。西では弥生～古墳時代前期初頭の遺構が遺存 してい

るようである。既往の調査では、古墳時代中期～後期では南北600m以上にわたって集落域が確

認されており、位置的に見て当地はその中央部にあたる。また奈良～平安時代では南東約100m

地点で奈良時代の河川が検出されてお り、その西側に沿って南北に拡がる居住域の北部にあたる

と考えられる。
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1.本書は、大阪府八尾市南本町二丁目で実施した共同住宅・事務所付倉庫建設に伴う成法寺遺

跡第20次調査(S H2007-20)の 発掘調査報告書である。

1。 調査は、八尾市教育委員会の指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が申請者か

ら委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は平成19年 11月 27日 から12月 4日 (実働 5日 )にかけて河村恵理が担当した。調査面

積は約22∬である。現地調査においては、飯塚直世・市森千恵子・川崎純弘・芝崎和美・竹

田貴子・中野一博が参加した。

1.整理業務は、平成20年 4月 ～12月 にかけて随時実施した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―市森・村井俊子・村田知子 。永井律子、遺物 トレース

ー徳谷尚子、デジタルトレースー河村、遺物写真撮影―北原清子、遺物写真図版―北原、遺

構写真図版―河村が行った。

1.本書の執筆・編集は河村が担当した。

1.本書で参考とした文献については、 P66に提示した。土器形式・編年で基準とした文献は、

尾上 実・森島康雄 。近江俊秀1995「 Ⅲ土器・陶磁器 6 瓦器椀」『概説 中世の土器・陶磁器』中世

土器研究会
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寺 (財)大阪市文化財協会1982『長原遺跡発掘調査報告Ⅱ』
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設立15周年記念論集―』 (財)大阪文化財センター
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第 1章 はじめに

成法寺遺跡は、大阪府八尾市のほぼ中央部に位置し、現在の行政区画の、光南町― 。二丁目、

清水町―・三丁目、南本町一～四丁目、高美町―・三丁目、松山町一丁目、明美町一丁目、陽光

園一丁目一帯をその範囲とし、東西約1.2km、 南北約0,7kmに拡がる。

地理的に見ると、当遺跡は東を生駒山地、西を上町台地、南を河内台地、北を淀川に囲まれた

河内平野の南東部に位置し、旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上の長瀬川

の氾濫原に立地する。さらに長瀬川から派生した自然堤防 (註 1)が、遺跡内中央部を南北方向に

伸びるように形成されている。この自然堤防 (T,P。 +10.3m)を 基点として東西に広 く盛上が堆積

する(国土地理院1983)。

当遺跡周辺は、弥生時代以降比較的安定した土地であった為、遺跡が特に密集する地域の一つ

である。当遺跡の南側には矢作遺跡、北東から東側には小阪合遺跡、北側には東郷遺跡が存在す

る。また、当遺跡内を東―北方向に信貴越道が横断する。この信貴越道は中河内から大和へ抜け

る道として古代から広 く利用されていた (棚橋利光・石部正志他1989)。

当遺跡は、昭和56年 に入尾市教育委員会 (以下「市教委」)に よって実施された光南町一丁目の

ビル建築に伴う遺構確認調査によって弥生時代～古墳時代の上器が多量に出土し、その存在が明

らかになった遺跡である。本格的な調査では古墳時代後期の掘立柱建物、古墳時代前期の方形周

溝墓、弥生時代後期の上器溜めなどが検出された(高萩千秋・米田敏幸1983)。 以降、大阪府教育

委員会 (以下「府教委」)・ 市教委 。当調査研究会によって数次の発掘調査が行われ、弥生時代中

期～近世に至る複合遺跡であることが確認されている。

今回の調査地周辺の調査成果を見ると、調査地に近接する⑦・⑨ (以下、囲み数字は第 1図 と

第 1表に対応する)で は遺構は確認されなかったが、北側に位置する⑩～⑫では鎌倉時代～室町

時代の井戸・土坑・溝など、⑬では中世の堀が確認されており、集落の存在が示唆できる遺構が

多数検出されている。これらの調査成果から、調査地周辺では、中世期において広 く集落が存在

していたことは明らかである。

第 2章 調査概要

第 1節 調査の方法と経過

今回の調査は、共同住宅・事務所付倉庫建設に伴って行われたもので、建物基礎部分にあたる

5箇所に調査区を設定し、調査を行った。調査地総面積は約22だである。

調査区は北西方向から順に「 1～ 5区」と呼称した。各調査区の平面形状と規模は、 1区は東

西1.3～ 1.5m× 南北11.Om前後の長方形を呈する調査区で、中央部は調査前に行われた確認調査

地点と重複する。 2区は東西2.Om前後×南北2.6m、 3区は東西2.1～2.2m X南北2.4～ 2.6m、

4区は東西1.8m× 南北2.2～ 2.4m、 5区は東西1.8m× 南北2.1～2.2mの方形を呈する。
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第 1表 周辺の発掘調査一覧表

番号 調査名略号
所在地

(丁 目)

回標

(耐 )

主な調査成果 文献

① SH83-2 言水町 2 360
吉墳時代後期の掘立柱建物、古墳時代初頭の溝 ■ 高萩千秋19911第 3章第2次調査(SH83-2)発掘調査報告」「成法寺還跡』財団法人八尾市演

② SH82-1 青水町 2 207 奈良時代の掘立柱建物
原日昌則1∞ 1「第 2章第 1次調査 (SH82-1)発掘調査報告」「成法寺遺跡』財団法人八尾市攻
陀財調査研究会報告33 財団法人八尾市文化財調査研究会

③ SH91-7 清水町 2 約69(
中世の耕作溝、奈良時代の掘立柱建物 井戸、古墳
時代前期の溝 土坑

坪日真-1996「 I成法寺遺跡第 7次調査 (947)」 「財団法人八尾市文化財調査研究会報告
51J財団法人人尾市文化財調査研究会

④ S■91-8 南本町 2 約35( 奈良時代の溝 落ち込み
坪田真-1996「 I成法寺遺跡第 8次調査 (9卜 8)」 r財 団法人八尾市文化財調査研究会報を
51』 財団法人八尾市文化財調査研究会

⑤ 2007-268 南本町 1 6 25
通口 薫200812-10 成法寺遺跡 (211117268)の 調査」∫八尾市時文化財平成19年 度発掘訂
奇報告書 1八厚市文化財調杏報告57 平成19年 度国産補助事業 人尾市教育奉 員会

⑥ 2002-266 南本町 1 9
西村公助2C l13「 18成法寺遺跡(2002266)の 調査」「八尾市内文化財平成14年度発掘調査報告
書J八尾市文化財調査報告48 平成14年度国庫補助事業 人尾市教育委員会

⑦ 20114 119 南本町 2 8
西村公助2∞5「31成法寺遺跡 (2004119)の 調査」「人尾市内文化財平成16年度発掘調査報告

書J八尾市文化財調査報告50 平成16年度国庫補助事業 八尾市教育委員会

③ S賜訊9720 南本町 2 約22 中世の井戸 溝 今回の調査地

③ 2002092 南本町 2 8
通口 蒸200引 3成 法寺遺跡 (2111122)の 調査」「人尾市内文化財平成15年 度発掘調査報告書 J

入厚市支イ監財調春報告49 平成15年 彦国庫補助事業 人P_市教育奉 員会

⑩ 2007-137 南本町 3 8 鎌倉時代の溝 土坑
ゴ村公助2008「 2-8 成法寺遺跡 (20M137)の 調査」「八尾市内文化財平成19年度発掘辞
査報告書j八尾市文化財調査報告57 平成19年度国庫補助事業 八尾市教育委員会

① SH95-15 南本町 3 中世の井戸 土坑 溝
西村公助2006「 工成法寺遺跡第15次調査 (SH95 15)」 「財団法人人尾市文化財調査研究会報告
90』 財団法人八尾市文化財調査研究会

⑫ SH94-13 南本町 3 約210 中世の井戸 土坑 溝
西村公助1996「 I成法寺遺跡第13次調査 (SH94 13)」 「財団法人人尾市文化財調査研究会報を
9倒 財団法人八尾市文化財調査研究会

⑬ SH90-6 南本町 4 中世の堀
只田昌則 19911第 6草第 6次調査報告 (SH9併 6)発棚調査報告」 I成法寺選跡』財団法人八尾
市支化財調杏研奈会報告33 財団法人人尾市文化財調査研究会

⑭ SH88-4 南本町 1 540 古墳時代初頭の方形周溝墓
高萩千秋1991「 第 5章第 4次調査 (SH88 4)発掘調査報告」「成法寺遺跡』財回法人八尾市文
化財調査研究会報告33 財団法人八尾市文化財調査研究会

○ 94-31Xl 南本町 1
漕 斎 19%「 9成 法寺遺跡 (94300)の 調査」「八尾市内文化財平成 6年度発掘調査報告書 I』

八尾市文化財調査報告31 平成 6年度国庫補助事業 八尾市教育委員会

④ SH2001-18 高見町 1 約875 古墳時代前期の竪穴住居 濤
森本めぐみ2002「 17成法寺遺跡第18次調査 (SH2001 18)」 「平成13年度 (財 )八尾市文化財評
査研究会事業報告』財団法人八尾市文化財調査研究会

⑦ 94-189 高見町 1 古墳時代前期の落ち込み (多量の古式土師器出土 )
官 斎199518成 法寺遺跡 (94189)の 調査」|八尾市内文化財半威 6年度発槻調査報告書 I

入尾市支化財調答報告31 平成 6年度国産補助事業 人尾市荻育季貫会

⑬ SH95-16 高見町 1
西村公助1996「 Ⅸ成法寺遺跡第16次調査 (S19516)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告
53J財団法人八尾市文化財調査研究会

⑩ 98-502 高見町 1 12
中世の土坑 落ち込み状遺構、古墳時代初頭の小穴
溝

吉日野乃 201111「 3成 法寺遺跡 (98502)の 調査」卜人尾市内文化財平成11年度発掘調査報告書
I』 八尾市文化財調査報告42 平成11年 度日庫補助事業 八尾市教育委員会

⑩ 2005-86 高見町 1 9
西村公助2006114成 法寺遺跡(2004448)の 調査」「人尾市内文化財平成17年度発掘調査報全
書」八尾市文化財調査報告53 平成17年度国庫補助事業 八尾市教育委員会

⑪ SH93-11 高見町 1 約30 古墳時代前期の上坑
罰萩千秋19銘 IⅧ成法寺遺跡第11次調査 (S19311)」 I財 団法人八尾市文化財調査研究会報

=

② SH93-12 高見町 1
中世の耕作溝、奈良時代の井戸 溝  自然河川より
墨書人面上器出上、古墳時代中期～後期の周溝墓

呼日真-1994「 Ⅸ成法寺遺跡第12次調査 (SH93 12)」 F財 団法人八尾市文化財調査研究会報告
12訃 財団法人八尾市文化財調査研究会

◎ SH94-14 高見町 2
奈良時代後期～平安時代前期の自然河川、古墳時代
中期の周溝墓、円筒埴輪 朝顔形埴輪片出土、弥生

原田昌則1996「 Ⅲ成法寺遺跡第14次 調査(9牛 14)」 「財団法人八尾市文化財調査研究会報告
51』 財団法人人尾市文化財調査研究会

② SH93-10 高見町 1 約50 鎌倉以降の耕作溝、古墳時代初頭の小穴 土坑
罰萩十秋l"41Ⅶ成法寺還跡第12人 調査 (S門310,」 I財 団法人人尾TF文 化財調査研究会報そ
12J財団法人八尾市文化財調査研究会

⑮ SH2003-19 高見町 2 西村公助2004「Ⅷ成法寺遺跡第19次 調査 (SH200チ 19)」 「財団法人八尾市文化財調査研究会章
告7制 財団法人八尾市文化財調査研究会

SH:成法寺遺跡
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Ⅲ 成法寺遺跡第20次調査 (S H2007-20)

五場

隣地

D                          20rn

醸

Eコ  今回の調査区

霞
縣 蹄 )

第2図 調査区配置図(S=1/500)

地区割については、調査地に接する道路の角 (◎)か ら、道路側溝に沿って10m南下した地点(X

20。 YO)を基点に、 1～ 5区を囲むように、東西40m(YO～ 40)、 南北30m(XO～30)の 区画を設

定し、 1区画を10m四方に分害Jし た。なお方位については、土地利用計画図を基準とした。地区

名は、東西方向をアルファベット(西からA～ D)、 南北方向を算用数字 (北から1～ 3)で示し、

地区の表示はlA～ 3D地区とした。調査で使用 した標高については、八尾市作成1/2500地 図記

載の標高値 (調査地より南西100m地点のT,P.+9,3m)を 使用した。

掘削は、重機による機械掘削と、人力掘削によって行った。現地表 (T.P,+9,00～ 9,35m)下 0.6

～1.Om前後を機械掘削、以下0.1～0.2m前後を人力掘削により調査を行い、遺構・遺物の検出

に努めた。

遺構名は、「遺構略号」 +「三桁の通し番号」で表示し、三桁の通し番号は、前一桁で調査区名、

後二桁で遺構の検出番号を示す。なお検出番号については、調査区の区切 りに関係なく1～ 5区

の順に付けた(例 えば、 1区の溝 5は「 S D105」 )。

遺構検出面については、 1・ 2・ 4区については自然堆積層 (第 6層 )上面を第 1面 とし、上部

から切 り込む遺構についても同一面で調査を行った。 3・ 5区については第 1層上面を第 1面 と

し、調査を行った。

第 2節 基本層序 (第 3図 )

今回の調査では、近世以降の土地利用による削平が広範囲に見られた。このうち 1区について

は比較的遺存状態がよく、安定した地層の堆積が確認できた。以下、 1区の地層の堆積を基本層

序とし、各層の特徴を記したい。

第 0層 :近現代の整地上層。 l～ 3区で0.2m前後、4・ 5区で0.8m前後の堆積が確認できた。

第 1層 :近世以降の整地土層。土質は締まりが良く、灰黄色中砂混細砂に、にぶい黄掲色粗砂

～中砂がブロック状に多量に混じる。当該層の堆積は 1区で確認できた。
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第 2層 :中世以降の整地上層。土質はにぶい黄褐色礫混中～細砂を呈する。当該層の堆積は 1・

2区で確認できた。

第 3層 :中世以降の島畠造成上層。土質は灰黄色細礫混中～細砂を呈する。当該層の堆積は 1・

4・ 5区で確認できた。

第4層 :中世耕作土層。土質は暗褐色粗砂混細砂に、にぶい責橙色中～細砂がブロック状に混

じる。当該層の堆積は 1～ 3区で確認できた。

第 5層 :流水堆積層 (S0112埋土)。 土質はさらに7層 (191～ 7層 )に分層でき、最下層部の

1併 7層ではラミナが顕著に見られる。19-1～ 6層では第 6層 をブロック状に巻き上

げ、比較的水流の強い状態で埋没したことが推測できる。

第 6層 :自 然堆積層。土質は責褐色細砂～シル トで炭化物が少量みられる。西から東へ下るな

だらかな傾斜をもつ。第 1図 自然堤防に対応する堆積層であると考えられる。

第 3節 検出遺構 と出土遺物

1区 (第 3図 )

2～ 3A地区に設定した調査区である。調査は、現地表面 (T.P.+9。 35～9.45m)か ら約0.5～0.6

mま で機械掘削し、人力掘削を約0。 1～ 0,2m地点まで行った。

近現代の整地上層 (第 0層 )と 近世以降の整地土層 (第 1層 )を 除去すると、厚さ0.4m前後に及

ぶ中世以降の堆積土層 (第 2～ 4層)を確認した。なお、第 2～ 4層が包含する遺物を観察したが、

時期差はほとんど確認できなかった。調査は、これらの層を全て除去した面 (第 6層上面)で遺構

検出を行った。当該面で検出した遺構は、遺構埋土や包含する遺物より、少なくとも3時期に細

分することができた。以下、新しい時期の遺構から順に概要を述べたい。

・第 3層上面 〔17世紀以降〕

当該面を構築面とする溝 1条 (S D101)、 島畠 1つ (島畠102)を それぞれ3A地区と、 2～ 3

A地区で確認 した。平面掘削時には確認できなかった。当該面は、現地表面下約0.3～0.6m

(To P,+9,05～ 8,75m)地点に広がるものと推定できる。

S D101(第 3図 )

当該溝は、阿 .4～ 1.25m前後、検出深度0.5m前後で、単一層の埋土をもつ。東西方向より南

に25° 傾きをもつ。遺物は国産陶磁器・瓦器・土師器 1/1ヽ皿など)の砕片が出土した。廃絶時期は

17世紀以降に比定できる。

島畠102(第 3図 )

当該島畠は、平面掘削時には確認できず、東壁断面及び調査区中央部の確認調査 (成海佳子

2008)時 に記録した西壁断面から、東西方向にのびる島畠の存在を確認した。

。第 3層下面 〔13～ 14世紀〕

当該層を除去 した面で土坑 7基 (S K103。 104・ 106。 107・ 109～ 111)・ 溝 1条 (S D105)を 2

A地区、落ち込み状遺構 1つ (S0112)を 3A地区で確認した。これらの遺構は、後世の土地利

用によって攪拌及び削平を受けており、構築時の規模は不明である。当該面は、現地表面下約0,3

～0.4m(T,P.+8,95m前 後)地点に広がるものと推定できる。
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S K103(第 4・ 5図 )

当該土坑の平面形態は、西部は調査区外にのびるが、残存状況より、長径0.34m以上、短径0.27

mの楕円形を呈す ものと推測できる。検出深度0,34mで、単一層の埋土をもつ。遺物は瓦器 (皿

など)。 土師器 1/Jヽ 皿など)・ 須恵器などの砕片が出土 した。このうち 1を 図化 した。 1は東播系

須恵器の片口鉢で、復元口径35,5cm、 残存器高4.Ocmを 測る。時期は13世紀前半に比定できる。

S K104(第 4・ 5図 )

当該土坑の西側は調査区外にのびる為、平面形態は不明である。検出深度0.28mで、 SK
103・ 104の埋土と類似する単一層の埋土をもつ。遺物は瓦器 (椀 ・皿など)。 土師器などの砕片が

出土 した。このうち2を 図化 した。 2は瓦器皿で、口径10。 7cm、 器高3.Ocmを 測るほぼ完形品で

ある。時期は13～ 14世紀に比定できる。

S K106(第 3図 )

当該土坑の平面形態は、径0.16m前後の円形を呈す。検出深度0。 75mで、単一層の埋上をもつ。

遺物は出土しなかった。

S K107(第 3・ 5図 )

当該土坑の東側は調査区外にのびる為、平面形態は不明である。検出深度0。 2mで、単一層の

埋土をもつ。遺物は瓦器 (椀など)・ 土師器などの砕片が出土した。このうち3を 図イとした。3は

瓦器椀で、復元底径3.2cm、 残存器高1.lcmを測る底部片である。高台が形骸化することから、時

S K103
加‐‐
醒

Y7

＼

S K104

C

1 25Y4/2暗灰責色細礫混細砂に、ベース層がブロック状に混じる
2 25Y4/2暗灰黄色シルトに、ベース層がブロック状に混じる
3 25Y6/1責 灰色細砂～シルトと、25Y5/3黄褐色シルトが混じる

1区 S K103。 104・ 111平面図・断面図(S=1/20)

TP
+8 50rn

□ 石

□ 土器

o            50cm

↓

瑯

TP
+8 50rn

Y75-―

第 4図
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Ⅲ 成法寺遺跡第20次調査 (S H2007-20)

V

第5図  1区出土遺物実測図(S=1/4)

期は13世紀中頃 (和泉型Ⅳ 2)に 比定できる。

S K109(第 3図 )

当該土坑の平面形態は、長辺1.22m以上、短辺0.38m前後の楕円形を呈す。検出深度0。 13m前

後で、単一層の埋土をもつ。遺物は瓦器・土師器などの砕片が出上した。

S Kl10(第 3図 )

当該土坑の西側は調査区外にのびる為、平面形態は不明である。検出深度0.21m前後で、単一

層の埋土をもつ。遺物は瓦器・土師器の砕片が出上した。

S Klll(第 4・ 5図 )

当該土坑の西側は調査区外にのびる為、平面形態は不明である。検出当初、染込み程度の遺構

と思われたが、調査の結果、検出深度0.2mに 及ぶ悟鉢状の遺構であることが判明した。遺構底

部より、径0.2mと 0.3m前後の石材が並んで出土した。この石材は目立った加工痕は見られず、

用途は不明である。材質は石墨片岩または千枚岩。遺物は瓦器 (椀など)・ 土師器 1/Jヽ 皿など)。 須

恵器の砕片が出上した。このうち7を 図化した。 7は瓦器椀で、復元口径11.5cm、 器高3.2cmを

測る。調整は内面に粗い暗文が見られ、外面はナデ調整で終わる。また、高台が形骸化すること

から、時期は13世紀後半～14世紀前半餅日泉型Ⅳ-3)イこ比定できる。当該土坑は、S K103に 切 ら

れて検出したが、遺構埋土から出上した遺物について観察 した結果、双方に時期差は見られなかっ

た。おそらく同一時期に帰属する遺構であった可能性が高い。

S D105(第 3・ 5図 )

当該溝は、幅0,95m前後、検出深度0.5m前後で、埋土は2層に細分できる。東西方向より南

に25° 傾きをもつ。遺物は瓦器 (椀 など)・ 土師器 1/Jヽ 皿・羽釜など)。 瓦 (軒平・平瓦など)の砕片

が出土した。このうち 4・ 5を 図化した。4は土師器の小皿で、復元口径10.8cm、 残存器高1.70cm

を測る。口縁部に強いヨコナデが見られる。時期は14世紀中頃に比定できる。 5は土師器の壷の

口縁部で、復元口径14.8cm、 残存器高2.5cmを測る。

S0112(第 3・ 5図 )

当該落ち込み状遺構は、幅3.Om以上、深さ1.lm以上を測る。埋上の上層部は第 6層がブロッ

ク状に混ざり、攪拌が目立つ。下層部はラミナが顕著に確認できた。遺物は土師器 1/Jヽ皿など)の

砕片・片岩が下層部より出土した。このうち6を 図化した。6は土師器の小皿で、復元口径8.7cm、

器高1.5cmを測る。口縁部に強いヨコナデが見られる。時期は14世紀中頃に比定できる。

・第 6層上面 〔11世紀後半以降〕

当該面を構築面とする溝 1条 (S D108)を 2A地区で検出した。この遺構は、後世の土地利用

＼
半 ノ

産 爾 百 ω郎 頂 1家 ω電 ヲ 刃 蒙

3

S K103(1)、 s K104(2)、 S D105(4・ 5)、
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によって攪拌及び削平を受けており、構築時の規模は不明である。当該面は、現地表面下約0。 6

m(T.P.+8,76m前 後)地点に広がるものと推定できる。

S D108(第 3図 )

当該溝は、幅0,43m以上、検出深度0,7m前後で、埋土は少なくとも2層 に細分できる。東西

方向にのび、後世に構築された遺構 (S D105)に切られる。遺物は瓦器と土師器の砕片が出上した。

2区 (第 6図 )

2B～ C地区に設定した調査区である。調査は、現地表面 (T,P.+9,0～ 9.05m)か ら約0,4mま

で機械掘削し、人力掘削を約0。 2m地点まで行った。

近現代の整地土層 (第 0層 )を 除去すると、中世以降の堆積土層 (第 2・ 3層 )を確認した。調

査区の東壁を観察したところ、第 3層が第 2層 に削平されていることが確認できた。調査は、こ

れらの層を全て除去した面 (第 6層上面)で遺構検出を行った。当該面で検出した遺構は、切 り合

2区

TP
+9 00m

|

3区 X22

|

Y20

1 近・現代の盛土

2 中世以降整地上 :10YR4/3にぶい黄褐色細礫混中～細砂

(径 ～ l Cm大 の礫が多量に混 じる)

(炭 化物を少量含む)(土 師器片・瓦器片

を少量含む)

3-l S0215埋 土 :10YR4/3にぶい責褐色中砂混細砂～シル トと、

6Y5/2灰 オ リーブ色中～細砂が混 じる

32  ″  125Y5/2暗 灰黄色シル トに、25Y6/3にぶい黄色

細砂が帯状に混 じる

4 中世以降島畠造成上 :25Y6/2灰 黄色粗砂混細砂

5 SD21 6埋 土 :25Y6/1黄 灰色細砂～シル トと、25Y5/3黄褐色

シ,レ トぬく混 じり合 う

6 中世以降耕作土 :10YR3/3暗褐色粗砂混細砂に、25Y7/2にぶい

黄橙色中～細砂がブロック状に混 じる

7 地山 :10YR6/6明 黄褐色細砂～シル ト(炭 化物を少量含む)

8 ″ :10YR6/6明 黄褐色中砂

Y22

第6図  2・ 3区断面図・平面図(S=1/40)

近・現代の盛主

中世以降耕作土 :10YR4/3に ぶい責褐色粗砂混細砂

SK319埋 土 :10YR4/1褐 灰色中砂混細砂～シル ト(土 師器片を少量含む)

SK320埋 土 :11と 同 じ

地山 :25Y7/4浅 責色粘土

９

Ю

Ｈ

ｌ２

‐３

E第 1層
錘

第 3層
□

第5層

□
第 2層

□
第4層

□
第 6層

0          1m

X22

|

|
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Ⅲ 成法寺遺跡第20次調査(S H2007-20)

い関係や包含する遺物より、少なくとも2時期に細分することができた。以下、新 しい時期の遺

構から順に概要を述べたい。

。第 2層下面 〔15世紀後半以降〕

当該層を除去 した面で、土坑 1基 (S K214)、 落ち込み状遺構 1つ (S0215)を 2C地区、井戸

1基 (S E213)を 2B～ C地区で確認した。これらの遺構は、後世の土地利用によって攪拌及び

削平を受けており、構築時の規模は不明である。現地表面下約0.3～0.45m(T,P,+8,8m前 後)地

点に広がるものと推定できる。

S E213(第 7・ 8図 )

当該井戸は調査区外にのびることから、平面形態は不明である。また当該井戸の掘 り方は確認
S E213 S E217 X12

,

C'

TP
+8 00rn

T,P
+7 50rn TP

+8 00m !

１

２

３

４

５

６

B          B'

TP
+7 50rn

5Y4/1灰 色粗砂混中～細砂に、10YR6/6明 黄褐色細礫混中～細砂がブロック状に混じる
10YR4/2灰 黄褐色粗砂混細砂に、ベース層がブロック状に混じる
5Y6/1灰 色粗砂混中砂と、5Y4/1灰色細礫混細砂が混じる
5Y4/1灰 色細礫混細砂～シルトに、5Y6/2灰 オリーブ色中～細砂が混じる
5Y4/1灰 色粗砂混中～細砂に、ベース層がブロック状に混じる
25Y5/1黄 灰色粗砂混中～細砂に、ベース層がブロック状に微量に混じる
(少量の炭片・土師器片を含む)

第7図  2区 S E213・ 217、 S K214平 面図。断面図(S=1/20)

器

石

土
□
□

o            50cm

Y20
X河♯
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することができなかった。検出した井戸側内に一部曲げ物の痕跡が確認できた。また井戸側埋土

内より長辺0。 25m、 短辺0.2mを測る方形の石材と径0。 lmを測る球形の石材が出上した。ともに

加工痕などは見られず、廃絶期に廃棄されたものと推測できる。遺物は瓦質土器羽釜 (16)が 出土

した。復元口径25,Ocm、 残存器高7.7cmを 測る。やや内湾ぎみに立ち上がる口縁部をもち、口縁

部に3段の括れをもつ。時期は15世紀後半 (C―Ⅳ類)に比定できる。

S K214(第 7図 )

当該土坑の平面形態は、一辺0.25mの楕円形を呈す。検出深度0,15mで、単一層の埋上をもつ。

遺物は瓦器 (椀 など)・ 土師器 (皿など)の砕片が出土した。

。第 3層下面 〔13世紀後半～15世紀前半〕

S0215(第 6・ 8図 )

当該落ち込み状遺構は、北 。東・西部が調査区外にのびる為、平面形態は不明である。検出深

度0,75mで 、埋土は2層に細分できる。埋上の上部は人為的な攪拌が顕者に見られ、下部は水平

堆積であり自然な堆積と推察できる。遺物は瓦 (軒丸など)。 瓦質土器 (羽釜など)。 瓦器 (椀 など)。

上師器 (皿など)の砕片が出土した。このうち8～ 15を 図化 した。 8～ 10は土師器の皿で、法量は

それぞれ復元口径9,4cm。 9.Ocm・ 8.3cm、 器高1.5cm・ 1.8cm。 1,9cmを測る。これらの時期は13世

紀前半に比定できる。11は瓦器椀で、復元口径14。 3cm、 器高4。 3cmを測る。高台がやや円形化し、

調整についても外面のヘラミガキが部分的に施され、内面は見込み部に平行線状の暗文が見られ

る。これらの特徴から時期は13世紀前半舒日泉型Ⅲ-2)に比定できる。12は軒丸瓦で、残存状況よ

り左巻三巴文と推測できる。外圏線が消失しており、時期は14世紀中ごろ(室町時代前期)に比定

できる。13～ 15は瓦質土器の羽釜で、法量はそれぞれ復元口径22.Ocm。 25,Ocm。 26.2cm、 残存器

高4.7cm・ 6.2cm・ 8.6cmを 測る。内湾する口縁部をもち、口縁部に3段の括れをもつ。13は 13世

紀後半～14世紀前半 (C―Ⅲ類)、 14・ 15は 14世紀後半～15世紀前半 (B一 Ⅲ類)、 これらの遺物より

o           10cm

第8図 2区出土遺物実測図-1(S=1/4)

S0215(8～ 15)、 S E213(16)
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当該遺構は、15世紀前半には廃絶 していたもの

と推測できる。

・第 6層上面 〔13世紀中頃〕

当該面を構築面とする溝 1条 (S D216)を 2

B～ C地区、井戸 1基 (S E217)を 2C地区で

確認した。これらの遺構は、後世の土地利用に

よって攪拌及び削平を受けており、構築時の規

模は不明である。当該面は、現地表面下約0.45

m(T,P,+8.55m)地 点に広がるものと推定でき

る。

S D216(第 6・ 9図 )

当該溝は、幅0,73m前後、深さ0.4m前後を

測る。東西方向より南に25° 傾きをもつ。埋土

の特徴や方向・位置関係から、 1区で検出した

S D108と 同一遺構の可能性も考えられる。

遺物は瓦器 (椀など)。 上師器 (皿 など)。 須恵

器の砕片が出土した。このうち17～ 20。 22・ 23

を図化した。17～ 20は土師器の皿で、復元口径

Ⅲ 成法寺遺跡第20次調査 (S H2007-20)

8

20

0           20cm

S D216(17～ 20・ 22・ 23)、 S E217(21・ 24)

第9図  2区出土遺物実測図-2(S=17～ 23:1/4、 24:1/8)

W7

7.4cm・ 9.6cm・ 8.9cm・ 13.9cm、 器高1.4cm・ 1.7cm・ 1.3cm・ 1.7cmを 測る。時期は12世紀中ごろ

に比定できる。22は 瓦器椀で、復元口径12.lcm、 器高3.3cmを 測る。口縁端部に段をもち、高台

はその痕跡をわずかに残すのみである。時期は13世紀中頃(大和型Ⅲ一C)に比定できる。23も 瓦

器椀で、復元口径15,lcm、 器高3.4cmを 測る。高台はかろうじて残るのみである。内面調整は見

込み部にわずかに平行線状の暗文が見られる。時期は、13世紀中頃餅日泉型Ⅳ-1)に比定できる。

S E217(第 7・ 9図 )

当該井戸は、S0215埋土を全て除去 したところ検出できた遺構であり、井戸の底部がわずか

に残る状況であつた。井戸側の状況を見ると、井戸側の一部に使用されていた土師質羽釜があり、

周囲に曲げ物の痕跡が確認できた。遺物は瓦器・土師器 (皿など)。 須恵器の砕片が出上した。こ

のうち21・ 24を 図化した。21は土師器の小皿で、復元口径8,9cm、 器高1.Ocmを測る。時期は12世

紀後半 (Ⅲ -2期 )に比定できる。24は井戸側に使用されていた土師質羽釜で、口径29,Ocm、 残存

器高20.4cmを 測る。土師質羽釜は底部を意図的に欠いており、体部にも一箇所穿孔が見られる。

時期は13世紀前半～中頃 (Ⅲ -1。 2)に比定できる。

3区 (第 6図 )

3C地区に設定した調査区である。現地表面 (T,P.+9.lm前後)か ら約0。 4～0,8mま で機械掘削

し、人力掘削を約0.2m地点まで行った。

近現代の整地上層 (第 0層 )を 除去すると、中世以降の堆積土層 (第 3層 )を確認した。調査は、

これらの層を全て除去 した面 (第 6層上面)で遺構検出を行った。当該面で検出した遺構は、切 り

合い関係や包含する遺物より、少なくとも2時期に細分することができた。以下、新しい時期の

遺構から順に概要を述べたい。
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・第 0層下面 〔15世紀以降〕

当該層を除去 した面で上坑 1基 (S K318)を

3C地区で確認した。この遺構は、後世の土地

利用によって攪拌及び肖U平 を受けており、構築

時の規模及び機能時の使用方法は不明である。

当該面は、現地表下O.lm(T,P,+8.93m前 後)地

点に広がるものと推定できる。

S K318(第 10。 11図 )

当該土坑の東 。南部は調査区外にのびる為、

平面形態は不明である。検出深度0,59mで、単

一層の埋土をもつ。なお、埋土中のT.P,+8.45

～8.77m地点から丼戸側に使用したと推察でき

る瓦質の破片が多量に出土した。これらの砕片

を精査 したところ、筒型を呈する瓦質井戸側の

底部片が 2種類確認できた。このことから、少

なくとも2個合の井戸側 (37・ 38)が存在 したと

推測で きる。37・ 38は それぞれ底径68.8cm、

70,Ocmを 測 り、調整が内面にハケ、外面に板ナ

デを施す。他に遺物は、瓦質土器 qB釜 。指鉢

など)。 瓦器 (椀など)・ 土師器 9可釜など)。 瓦 TP
(平瓦)の 砕片が出土 した。このうち25～ 33・ ・850m

35・ 36を 図化した。25～ 32は瓦質土器の羽釜で、

法量はそれぞれ復元口径30.3cm・ 25.2cm・ 21.0

cm。 31,7cm・ 35.2cm・ 27.Ocm。 21.2cm・ 25.5cm、

残存器高6.5cm・ 5.Ocm。 5,7cm。 5,3cm。 4.5cm・   第10図

10。 7cm。 3.7cm・ 6.5cmを測る。内湾する口縁部

をもち、口縁部に3段の括れをもつ。25は 15世紀後半 (B― V類 )、 26。 27は 15世紀中頃(B―Ⅳ類)、

28は14世紀後半～15世紀前半 (B―Ⅲ類)、 29～32は15世紀後半 (C―Ⅳ類)に比定できる。33は瓦質

土器の情鉢で、復元口径33.6cm、 残存器高6.5cmを 測る。調整は内面口縁端部より悟目が見られ、

外面体部にはヘラケズリが丁寧に施される。時期は14世紀後半～15世紀前半に比定できる。34は

瓦器皿で、復元口径9,2cm、 残存器高1.8cmを測る。調整は内面口縁部から底部まで密にヘラミガ

キが見られ、外面口縁部はヨコナデ、体部はナデが施される。35は土師器の羽釜で、復元口径

25.Ocm、 残存器高4.2cmを 測る。時期は13世紀後半～14世紀初頭 (大和 C型Ⅵ期)イこ比定できる。

36は平瓦で、摩滅が著しい為、調整不明瞭である。以上、出土遺物及び井戸の形態 (註 2)よ り、

15世紀後半以降に廃棄された井戸である可能性が高い。

・第 3層下面 〔13世紀後半〕

当該層を除去した面で、土坑 2基 (S K319。 320)を 3C地区で確認した。これらの遺構は、後

世の土地利用によつて攪拌及び削平を受けている可能性が高く、構築時の規模は不明である。当

／

１

２３Ｙ

←東壁

1 10YR3/1黒 褐色細礫～粗砂混中～細砂
(瓦器片・土師器片微量に含む)(下部に鉄分沈着)

「
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Ｏ
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０

／
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L
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該面は、現地表面下約0,47m(T,P.+8.58m前 後)地点に広がるものと推定できる。

S K319(第 6図 )

当該土坑の北・西部は調査区外にのびる為、平面形態は不明である。検出深度0,2mで、単一

層の埋土をもつ。遺物は瓦器・土師器の砕片が出土した。

S K320(第 6図 )

当該土坑の南・西部は調査区外にのび、東側はS K318に切られることから平面形態は不明で

ある。検出深度0.3mで、単一層のS K319と 同一の埋土をもつ。遺物は土師器の砕片が出上した。

当該土坑及びS K319の廃絶期は13世紀後半以降と推測できる。

4区 (第 12図 )

4区

TP
+9 00m

5区

X10_

Y20

|

Y35

‐
第 1層

題
第 3層

□
第 5層

甥
第 2層

圃
第4層

□
第 6層

0          1m

1 近世以降の整地土 1 10YR4/3に ぷい黄褐色細礫混中砂 (径 ～0 8cm大 の礫が多量に
混じる)(植物根が多量に見られる)

2    〃    :25Y6/3黄 褐色細礫混細砂 (径 ～0 5cm大 の礫が多量に混じる)

(炭 化物を微量に含む)

3    ″    :25Y5/2暗 灰黄色細砂～シルドに、25Y6/1黄灰色中～細砂と、
10YR4/4褐 色細砂混じる(上 師器片を少量含む)

4 S0522埋上 :7を ベースに、2と 攪拌する
5 SK421埋 土 125Y4/1黄灰色細砂混シルトに、10YR4/3に ぶい黄褐色細砂

(径 ～l Cm大 の礫が多量に混じる)7層がブロック状に混ざる
6   ″  125Y5/1灰色細砂混シルト
7 島畠造成上:25Y6/2灰黄色中砂混細砂に、10YR4/3に ぶい黄褐色粗砂～中砂が

ブロック状に多量に混じる (土師器片を少量含む)

8 自然堆積上 :25Y6/2灰黄色細砂に、9がプロック状に混じる
9   ″  :10YR6/3黄 褐色細礫～粗砂と、7 5YR4/3褐 色中礫～細礫の互層に、

25Y5/2晴灰責色中砂混細砂がプロック状に入る
10 地山

`10YR7/3に
ぶい黄橙色細礫～中砂 (ラ ミナが見られる)

第12図  4・ 5区断面図・平面図(S=1/40)
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ほ慈章ぞ亭↓:iF慧子ど辱専尋阜専ぞ:と岳:   監割
た。

近現代の整地上層 (第 0層 )を 除去すると、中

世以降の堆積土層 (第 3層 )を確認 した。以下、 第13図  4区 S K421出土遺物実測図(S=1/4)

当該層上面で確認した遺構について概要を述べたい。

・第 3層上面 〔15世紀前半〕

当該面を構築面として、土坑 1基 (S K421)を 1～ 2D地区で確認した。当該面は、現地表面

下約0.8m(T.P.+8.37m前 後)地点に広がる。なお、他の調査区で堆積が確認できた中世耕作土は

確認できず、第 3層直下に第 6層 に対応すると推察できる堆積層を確認した。おそらく、中世以

降の土地改変によって、大規模な削平を受けたものと推察できる。

S K421(第 12・ 13図 )

当該土坑の北・西部は調査区外にのびる為、平面形態は不明である。検出深度0.45mで 、単一

層の埋上をもつ。遺物は陶器・瓦質土器・土師器 1/Jヽ皿など)・ 須恵器 (甕など)の砕片が出上した。

このうち39～41を 図化 した。39は須恵器の甕で、復元口径19.8cm、 残存器高4.2cmを 測る。外面

に自然釉が見られる。40は 東播系須恵器の底部片で、復元底径10.Ocm、 残存器高3,3cmを 測る。

調整は内面に板ナデ、外面にタタキの痕跡が見られる。41は土師器の小皿で、復元口径13,4cm、

残存器高1.6cmを測る。口縁部に強いヨコナデが見られる。時期は15世紀前半(V-3期 )に比定で

きる。

5区 (第 12図 )

2～ 3D地区に設定した調査区である。調査は、現地表面 (T.P,+9,00m)か ら約0.6mま で機械

掘削し、人力掘削を約0。 lm地点まで行った。

近現代の整地土層 (第 0層 )を 除去すると、中世以降の堆積土層 (第 3層 )を確認した。以下、当

該層上面で確認した遺構について概要を述べたい。

・第 3層上面 〔15世紀前半〕

当該面を構築面として、南方向に若干下る落ち込み状遺構 (S0522)を 2～ 3D地区で確認し

た。さらに西壁断面を観察したところ、調査区のほぼ全体に島畠(島畠522)が広がることが推測

できた。なお、 4区 と同じく他の調査区で堆積が確認できた中世以降の盛土は確認できず、第 3

層直下に第 6層 に対応すると推察できる堆積層を確認した。おそらく、中世以降の土地改変によっ

て、大規模な削平を受けたものと推察できる。

522島畠(第 12図 )

当該島畠は、東西方向にのびる。残存する島畠造成上第12図-7～ 9を観察した結果、人為的

な攪拌の痕跡が顕者に見られる層 (7)と 、氾濫堆積物層 (8。 9)から構成されており、幅1.7

m以上、厚さ0.5m以上を測る。遺物は土師器の砕片が出土した。
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第 3章 まとめ

今回の調査では、中世～近世に帰属する井戸・土坑・溝・島畠・落ち込み状遺構などが多数検

出された。調査地の東半部 (4・ 5区)は近世以降に広 く土地利用による削平を受けており、検出

遺構は、調査地の西半部 (1～ 3区)に集中して検出された。以下、特筆すべき遺構について概要

を述べたい。

1区北端部で検出した溝 (S D108)は、埋上の特徴や包含する遺物の帰属時期から、 2区南部

で検出した溝(S D216)と 同一遺構と推察できる。推定規模は、長さ17m以上を測 り、当該溝が

集落に関連する区画溝であったと考えられる。

1区南半部で検出した落ち込み状遺構 (S0112)は 、平面的に捉えた場合、 3区でも当該落ち

込み状遺構が確認できるものと思われたが、調査時には確認できなかった。事前に行われた確認

調査 (成海佳子2008)で検出された東側に落ち込む遺構埋土と類似することから、同一の遺構であ

る可能性が高い。調査区を囲むようにカーブする堀の機能をもつ溝状遺構であった可能性も示唆

できる。

これらの調査成果より、当該調査地一帯は、中世期は居住域として、近世期になると広 く生産

域として土地利用されていたことが明らかとなった。当調査地の南部で行われた既往の調査 (⑩

～②)で も、中世の井戸・土坑・溝などが多数検出されており、これらの調査地が位置する長瀬

川から派生した自然堤防上は集落として広 く繁栄していたことが再確認できた。

(坂田育功2008)イ こよると、この長瀬川から派生した自然堤防を、 1時期に旧大和川の本流の 1つ と考え

る「矢作ルー ト」の存在を示している。

瓦質井戸側を使用 した井戸の初現は15世紀以降 (鐘方正樹2003)であり、S K319も この時期に相当する

と推察できる。

〔参考文献】

国土地理院 1983「大阪東南部」『1125,000土 地条件図』

鐘方正樹 2003『井戸の考古学 ものが語る歴史 8』 同成社

高萩千秋・米田敏幸 1983『成法寺遺跡―八尾市光南町 1丁 目29番地の調査』八尾市教育委員会

棚橋利光・石部正志他 1989『奈良街道』歴史の道調査報告書第4集 大阪府教育委員会

成海佳子 2008「29 成法寺遺跡(2007202)の調査」『入尾市内遺跡平成19年度発掘調査報告書』入尾市文化

財調査報告57 平成19年度国庫補助事業 入尾市教育委員会
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1.本書は、大阪府八尾市桜ヶ丘二丁目で実施した事務所建設に伴う東郷遺跡第68次調査(TG
200768)の発掘調査報告書である。

1.調査は、八尾市教育委員会の指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が申請者か

ら委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は平成19年 5月 4日 から6月 21日 (実働 5日 )にかけて成海佳子が担当者した。調査

面積は約84∬である。現地調査においては、市森千恵子・鷹羽侑太・岩沢玲子 。中浜輝志・

中村百合が参加した。

l.整理業務は、平成21年 2月 をもって完了した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―中村。村井俊子。永井律子、遺物 トレースー徳谷尚子、

デジタル トレースー成海、遺物写真撮影―北原清子、遺物写真図版―北原、遺構写真図版―

成海が行った。

1.本書の執筆は、 3(2)は河村恵理、その他は成海、編集は河村が担当した。

1.土器形式・編年で基準とした文献については、P75・ 76に提示した。
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Ⅳ 東郷遺跡第68次調査 (T G 2007-68)

第 1章 はじめに

東郷遺跡は、人尾市中央部北寄 りの北本町二丁目、光町―・二丁目、桜ヶ丘一～四丁 目、本町

―・七丁目、東本町一～五丁 目、荘内町―・三丁目一帯の東西・南北およそ l kmの範囲に展開す

る弥生時代中期～近世にかけての複合遺跡である。地理的には旧大和川水系の玉串川と平野川に

挟まれた沖積地上に位置 し、遺跡東端には、楠根川の旧河道がある。当遺跡周辺には、北に萱振

遺跡、南東に小阪合遺跡、南に成法寺遺跡、西に宮町遺跡などが同様の立地条件で位置している。

また、当遺跡範囲内東端には、東郷廃寺がある。当遺跡発見の契機は、1971(昭和46)年 に東本町

二丁目の光明寺裏で水道工事中に墨書人面上器が出上 したことによる。それ以後、近鉄大阪線高

架化・八尾駅の移転・区画整理などに伴う開発も増加し、1981(昭和54)年以降、大阪府教育委員

会・八尾市教育委員会 。当調査研究会により多くの発掘調査が実施されている。これらの調査に

よって、弥生時代中期末～古墳時代中期、平安時代後期～鎌倉時代の遺構・遺物が検出されてお

り、とくに古墳時代前期については、居住域・墓域、他地域の上器などの出土もあり、この時期

を代表する遺跡といえる。

一方、調査地が位置する遺跡東部には平安時代から鎌倉時代にかけての「整地層」が認められて

おり、層中には古墳時代～平安時代の遺物が多量に含まれている。遺跡東部に位置する東郷廃寺

ミ諄ど(ヽご

ro
prV堀

螺 冑

百
~~引

】ヽ  守 ォ__ギ r f_― ｀ど~… …

蔚ド名 1塵台乃亮性____鞘
第1図 調査地周辺図(S=1/2500)

■ T―ヂ

E 当研究会調査地

||1市教委調査地  ニ
府教委調査地

府センター調査地
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第 1表 周辺の調査地一覧

は、出土遺物から、 7

と整地に何 らかの関わ

～ 8世紀に創建され、

りがあるものと考えら

10世紀以降に廃絶 したと考えられてお り、その廃絶

れている。

第 2章 調査概要

第 1節 調査の方法 と経過

今回の調査は事務所建設に伴う調査で、当

調査研究会が東郷遺跡内で行った第68次調査

である。調査地の現状は駐車場であるが、そ

れ以前は建物が建っており、事前に行った試

掘調査では、 3箇所の調査区(1～ 3区)の う

ち、北西の調査区(1区 )の みで「遺物包含層

=整地層」および遺構が検出された(樋 口薫

2008)。 そこで、 1区 より西側の東西 7m。

南北12mの範囲を調査することとなった。調

査地総面積は約84だである。

調査に際しては、当初現地表下約0.7～0,9m(1整地層」の上面)ま でを機械掘削、以下のO.3m

前後 (「整地層」)を 人力掘削と予定していた。機梯i掘削を始めたところ、四周が建物建設・解体時

※番号は地図と共通

番ら 調査名 (略号)
所在地
(~「 目)

参考文献 調査期間

①

東郷遺跡

第6次 (TG8卜 6) 桜ケ丘2
ヨ秋 十 林 lυも31第 3草 泉 郷 還 研 究掘 嗣全 概 要 報 舌 」 〕八 尾 雨理 威 更 4ヒ財 究 蠅 嗣 省

朕報  1980 1981年 産 I八厚市 教 育季 目会
19810725-1981080[

② 東郷遺跡第23次 (TC86 23) 荘内町 1
高萩千秋19911第 2章 第23次調査」「東郷遺跡―第23次 第24次発掘調査報告二
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写真 1 調査地違景 (東から)
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車道

第2図 調査地設定図(S=1/250)

Ⅳ 東郷遺跡第68次調査 (T G2007-68)

道路

0             10m

に破壊されていたため、攪乱部分については現地表下1.5m程度までを先行して機械掘削とした。

最終的には、南北方向の攪乱が 2か所 (調査区の西寄 り。東端)、 東西方向の攪乱が 3箇所 (調査

区の北。中央。南)あ り、その間に残った4箇所について、0.4～ 0.7mを 人力掘削として調査を行った。

地区割については、調査区南西部に近接する地点にA杭、これを基点に、北へ10mの地点にB

杭、さらにA杭から東へ 5mの地点にC抗 を打設し、調査を行った。

遺構名は、「遺構略号」 +「三桁の通し番号」で表示 し、三桁の通し番号は、前一桁で遺構検

出面番号 (1～ 4面 )、 後二桁で遺構の検出番号を示す (ケJえ ば、第 1面で検出された溝 2は「S

D102」 )。

第 2節 基本層序

前述のように、ほとんどが攪乱されていたため、良好な地層の観察はできなかったが、南側壁

面西端および西側壁面を観察 。図化・写真撮影した。狭小な調査区であったが、中央を東西に伸

びる攪乱をはさみ、南北で層相は大きく異なっている。

第 0層 :既存建物建設および解体に伴う攪乱層。層厚0.4～ 1.5m、 上面の標高はT,P.+8.2～ 8.4

mで、南が高く北が低い。道路面からは0,3～ 0。 4m高い。

第 1層 :黄褐色礫混砂質シルト、旧地表面であった耕土と考えられるが、西部でわずかに確認

した。層厚は0.lm程度が遺存していた。

遺構確認調査地

+C杭
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第3図 調査地壁面図(S〓垂直 :1/40、 水平 :1/50)

褐色粗粒砂～礫混砂質シルト、北部で確認した。層厚0.4m以上を測 り、北へ落ち込む。

この層下面でS D102を 検出した。

褐色砂質シルト・粗砂の互層、層厚0,2～0.3m、 2層同様北部で確認した。 4・ 5層

を切る河川雄積土と考えられ、 2層 によって削られている。遺物は、古墳時代後期以

降の須恵器ほか平安時代以降の上師器や瓦器などの砕片が出上した。

灰色礫混砂質シルト、層厚0。 10.2m、 2・ 3層 同様北部で確認した。北へ落ち込んで

いる。この層下面でS D204を 検出した。

褐色礫混粘土質シルト、層厚は0,4m前後、南部で確認した。当該層がいわゆる「整地

層」で、固く叩き締められているようである。この層上面までを機械掘削とし、上面

でS D101。 103を検出した。遺物は、古墳時代中期～平安時代頃までの土器を多量に

含んでおり、滑石製臼玉もここから出上した。

黄褐色礫混砂質シル ト、層厚0.2m

前後。 5層同様、古墳時代以降の上

器を含んでいる。この層上面では、

S D305を検出した。

責褐色砂質シルト～極細粒砂、層厚

0.2m程度までを確認 した。この層

上面でS P406～ 414を 検出した。弥

生時代後期～古墳時代の基盤となる

層で、層中からは弥生時代中期の上

器が出土している。

第 1層 黄褐色礫混砂質シル ト
第 2層 褐色粗粒砂～礫混砂資シル ト

第 3層 褐色砂質シル ト・粗粒砂の互層 (河川)

第4層 灰色礫混砂質シル ト
第 5層 褐色礫混粘主質シル ト(整地 ?)
第 6層 黄褐色礫混砂質シル ト
第 7層 黄褐色砂質シル ト～極細粒砂
S P406埋土 暗褐色粘土質シル ト・灰色粘土質シル ト

炭のブロック
士⑦・③～①の上質の詳細は、第 5国参照O

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

s P412

写真 2 日玉 (21)出 土状況 (西から)
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Ⅳ 東郷遺跡第68次調査 (T G 2007-68)

0             2m

第4図 調査地平面図(S=1/60)

疏
＋

□ 室町～江戸時代

□ 平安時代

騒翻 奈良時代

■ 古墳時代中期

彦でぁ い

S D103S P413

S P410

姉
＋
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S D103 S D101

●y‐▼蒜下■TP+72m

%TP+720m

① 青灰色礫混砂質シル ト
(粘土質シル トのブロック含む)

② 黄灰色礫混砂質シル ト

③
④
　
⑤

B'

⑥
⑦
③
③

C

TP+6 80m  
①

⑫

S P414

暗灰褐色礫混粘土質シル ト
暗灰色粘土質シル トと

褐色砂質シル トのブロック(炭少量含む)

暗褐色砂質シル ト

黄褐色礫混砂質シル ト(酸化鉄含む)

茶褐色礫混砂質シル ト

灰色礫混砂質シル ト

黄灰色粘土質シル ト

黄褐色砂質シル ト・灰色粘土質シル トの
ブロック
黄褐色粘土質シル ト・暗褐色粘土質シル
トのブロック
炭・焼土・黄褐色砂質シル ト・暗灰色粘
土質シル トのブロック

⑩D'

S P413

E'

T P ■6 80rn
0  (1:50)  lm

ー第5図 遺構断面図(S=1/50)

第 3節 検出遺構 と出土遺物

。第 3層出土遺物

当該層は、第4～ 5層 を切るように堆積 した河川堆積物である為、層内より幅広い時期の遺物

が出上した。このうち 1～ 5を 図化した。1は龍泉窯系青磁碗の高台部で、復元底径6.lcmを測る。

内面見込みに目跡が見られる。畳付部に糸切 り痕を残す。時期は12～ 13世紀頃に比定できる。2

は黒色土器椀の口縁～体部片で、復元口径14.4cm、 残存器高4.2cmを 測る。内面に緻密なヘラミ

ガキ、タト面に省略化の目立つヘラミガキが見られる。内黒焼成。時期は10世紀後半 (畿内系Ⅲ類)

に比定できる。3～ 5は須恵器で、 3は杯 B蓋で9世紀前後、4は精製の小形壼の体部で9世紀

前半、5は高杯の裾部で5世紀後半にそれぞれ比定できる。5は 4箇所に方形透かしが見られる。

以上より、当該層は5世紀～13世紀まで時期差のある遺物を包含する。

・室町時代～江戸時代 (1・ 2層下面・4層上面 ―T,P.+7.0～7.4m)

S D101:調査区南東隅で検出した。ほぼ南北に伸びる。西でS D103を 切つている。本来は2

段の掘 り形を有し、上段の幅0.6m・ 深さ10cm、 下段の幅0。 7m・ 深さ0.2m・ 検出長3.5mを検出

した。底は平坦で高低差は0。 15mあ り、南が低い。埋土は①青灰色礫混砂質シルトで、粘土質シ

S D204＼

S P408
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第6図 出土遺物実測図(S-1/4、 臼玉はS=1/1)

8

0           10cm

―
一

S K409

-73-



ルトのブロックを含む。近世の瓦片が出上している。

S D103:S D101の 西で検出した。ほぼ南北からやや西にふる。S D101同様の検出状況で、

検出幅 lm・ 深さ0.4m。 検出長3.5mを 測る。高低差は0。 lmで南が低い。埋土は②黄灰色礫混

砂質シルトである。軒丸瓦 。「へそ皿」のほか、土師器・須恵器・瓦器片が出土している。このう

ち22を 図化した。22は 巴文軒丸瓦で、時期は13世紀に比定できる。

S D102:調 査区北端で検出した。現地では4層上面で捉えたが、2層下面遺構である。東西

に伸び、西部でS D204を切っている。2段の掘り形を有し、上段の幅0,7～0.8m・ 深さ0.2m、

下段の深さは0.lm以上である。南の肩から上段の底にかけて、鋤跡が遺存していた。埋土は⑥

黄褐色礫混砂質シルト、⑦茶褐色礫混砂質シルトで、鋤跡内部には⑦が堆積している。③から古

式土師器、土師器、須恵器、瓦器等の小片が出上しているが、近世の瓦も少量出土している。

・平安時代以降(4層下面 ―T,P.+6.8～ 6.9m)

S D204:調査区北部で検出した。幅0.7m・ 深さ0,25mを 測る。東西に伸び、北の肩はSD
102に切られている。埋土は③灰色礫混砂質シルト、⑨黄灰色粘土質ンルトである。東端に杭跡

の小孔が残り、小孔内部には暗褐色粘土質シルトが堆積する。平安時代後期以降の上師器小皿・

粗製の高杯等が出上した。

。第5層出土遺物

当該層から多量の遺物が出上した。このうち6～ 21を 図化した。6～ 8は土師器の甕である。

6と 8は口縁端部に面をもち、内外面全体をナデで仕上げ、一部外面には指押さえの痕跡が見ら

れる。7は内面にヘラケズリ、外面にハケロが見られる。ともに時期は8世紀前半に比定できる。

9は製塩土器で、復元口径9,7cm、 器高6.7cmを測る。丸底をもち、内外面全体を指ナデによって

仕上げる。接合痕が顕著に見られる。時期は8世紀前半(平安時代初頭)1こ比定できる。10～ 12は

土師器杯Aである。時期は9世紀中頃に比定できる。13・ 14は土師質羽釜で、復元口径27.Ocm。

31.8cmで 、残存器高2.9cm。 5.5cmを それぞれ測る。時期は8～ 9世紀に比定できる。15は須恵器

の杯B蓋、16。 17は須恵器の壷底部、18・ 19は削り出し高台をもつ須恵器の杯Bで、内外面全体

に回転ナデが見られる。時期は9世紀中頃に比定できる。20は平瓦の砕片で、凹凸面ともにナデ

により仕上げるが、凹面に布目痕、凸面に縄ロタタキ痕を残す。時期は13～ 14世紀に比定できる。

21は滑石製臼玉で、径0.4cm、 高さ0。 3cm以下、子L径0.2cmを測る。側面に縦方向の擦痕が見られる。

・奈良時代以降(6層上面 ―T,P.+7.2m前 後)

S D305:調査区南西端で検出した。東西からやや南にふる。2段の掘り形を有し、上段の幅0.8

～1.3m・ 深さ0。 15m、 下段の幅0.1～0,4m。 深さ0.lm程度を測る。埋土は③暗灰褐色礫混粘土

質シルト、④暗灰色粘土質シルトと褐色砂質シルトのブロック、⑤暗褐色砂質シルトである。お

もに③から奈良時代以降の土師器杯・甕、黒色土器(A類)杯等が出土した。

・古墳時代中期 (6層上面 ―To P,キ 6.8～7.2m)

S P406:調査区北西部で検出した。最大検出幅0。 5m。 深さ0.25mを測る。埋土は⑬暗褐色粘

土質シルト・灰色粘土質シルトのブロックで、炭片を含む。

S P407:調査区南西部で検出した。最大検出幅0。 95m・ 深さ0.3mを 測る。埋土は⑪黄褐色粘

土質シルト・暗褐色粘土質シルトのブロックである。

S P408:調査区南西部、S P407の南東で検出した。径0。 2m・ 深さ0.2m、 埋土は①である。
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Ⅳ 東郷遺跡第68久調査 (T G 2007-68)

S K409:調 査区南西部、S P407・ 408の 東で検出した。長径1.15m・ 短径1.Om。 深さ0。 25m

を測る。埋土は⑫炭・焼土・責褐色砂質シル ト・暗灰色粘土質シル トのブロックである。内部か

らは、古墳時代中期 (5世紀中葉)の土師器高杯・小型甕・甑または鍋・鉢、須恵器杯身・瓦泉、

製塩土器等が出上しているが、すべて二次焼成を受けている。このうち24～ 31を 図化した。24は

土師器の甑で、復元口径39.6cm、 残存器高7.8cmを測る。内外面全体に丁寧にハケロ調整を施す。

25は土師器で、手づ くねの奏である。復元口径10.8cm、 残存器高5。 lcmを 測る。体部から内湾気

味に立ち上がる口縁部をもつ。調整は内面に指ナデ、タト面にハケロのちナデが見られる。26は 土

師器の短顎壺で、復元口径9.8cm、 残存器高5,9cmを測る口縁部～顎部である。調整は内面にハケ

目のちナデ、外面にハケロのちヘラミガキが見られる。27・ 28は 土師器の高杯で、復元口径14.0

cm。 13.Ocm、 残存器高3.3cm。 2.9cmの杯部である。調整は内外面全体にナデ、27は内面に放射状

の暗文が見られる。29は土師器の高杯で、杯部の底部が残存する。脚部接合時の指押さえ痕や棒

状の刺突痕が顕著に見られる。30は須恵器の杯蓋で、復元口径14,Ocm、 残存器高4.3cmを 測る。

ほぼ垂直の口縁部をもち、端部に面をなす。31は須恵器の瓦泉で、答部上半が残る。ともに焼成

良好。30。 31は T K23型式に属する。以上の出土遺物より、当該土坑は5世紀中葉に廃絶 したも

のと推測できる。

S P410:調 査区南西部、 S P407～ 408・ S K409の南で検出した。径0.4m前後・深さ0.lmを

測る。埋土は⑩で、え片を少量含む。

S P411:調 査区南西部、 S P410の南南東で検出した。長径0。 65m前後・短径0.3m・ 深さ0.1

mを測る。埋土は⑩である。

S P412:調 査区南西端、 S P411の 南西で検出した。最大検出幅0。 85m・ 深さ0.45mを 測る。

埋土は①で、柱痕が見られる。

S P413:調査区南部中央、 S P409の 東南東で検出した。長径0.6m。 短径0.5m・ 深さ0。 3m

を測る。中央部には柱痕の窪みがある。埋土は⑩・⑪である。⑩から古式土師器片が数点出上し

ている。

S P414:調 査区南東部、 S P410の東南東で検出した。長径0.65m、 深さ約0。 45m・ 深さ0。 15

mを測る。埋土は⑩である。古式土師器片が数点出上している。北西隅に北西へ倒れこむ柱痕が

遺存 している。
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第
つ
０ まとめ

今回の調査では、上部で平安時代～江戸時代、下部で古墳時代中期～奈良時代以降の遺構・遺

物を検出した。出土遺物量はコンテナ 2箱である。

上部の遺構は溝で、おおむね東西 。南北に伸びてお り、農事用・区画用のものと考えられる。

層位の検証が しにくいが、北部では、第 3層 とした河川 。S D102・ 204を 境に「整地層」が見 られ

ず、そこより北では 2層が落ち込んでいることから、整地時および整地後の土地利用の一端がう

かがえる。調査地北側の道路が旧街道「立石嶺道」であることも関連 しているのかもしれない。

古墳時代中期では、ピット群を検出した。遺物の出土量はわずかであるが、須恵器の特徴から

5世紀中葉 (O N46～ T K208)の 時期が与えられる。ピット群からは建物等は復元できなかった

が、居住域に近接 した遺構 といえる。なかでも、 S K4091こ は、災や焼上が多量に含まれ、土器

類 も火を受けていることから「焼土坑」と呼ぶのがふさわしく、「炉跡」の可能性 もある。この時期

の遺構は、当遺跡東部から小阪合遺跡北部一帯に広がってお り、当地が東郷遺跡の南東端に位置

していることから、小阪合遺跡 との関連が明らかになった。

【参考文献】
樋口 薫2008「 14東郷遺跡(2006462)の調査」『八尾市内遺跡平成19年度発掘調査報告書』人尾市文化財調査

報告57 平成19年度国庫補助事業 人尾市教育委員会

【遺物の参考文献】
尾上 実・森島康雄 。近江俊秀1995「 Ⅲ土器・陶磁器6.瓦器椀」F概説 中世の上器・陶磁器』中世土器研

究会
九州陶磁近世陶磁学会2000『九州陶磁の編年一九州近世陶磁学会10周年記念―』

古代の土器研究会1993『古代の土器2 都城の土器集成Ⅱ』

古代の土器研究会1994F古代の土器3 都城の土器集成Ⅲ』

駒井正明1999「 河内往生院出土瓦の編年とその歴史」『岩瀧山往生院六高寺史 上巻―考古編』往生院六萬寺

(財)大阪市文化財協会1982『長原遺跡発掘調査報告Ⅱ』

鋤柄俊夫1989「 大阪府南部の瓦質土器生産について(1)『大阪文化財論集一財団法人大阪文化財センター設立

15周年記念論集―』(財)大阪文化財センター

立石賢志・鋤柄俊夫1995「 Ⅲ土器・陶磁器 10瓦質土器」『概説 中世の土器・陶磁器』中世土器研究会

百瀬正恒・近江俊秀1995「 工各地の土器様相7.近畿」『概説 中世の上器 。陶磁器』中世土器研究会

立早
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Ⅳ 東郷遺跡第68次調査 (T G 2007-68)
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V 東郷遺跡第69次調査 (T G2007-69)



t'J

1。 本書は、大阪府八尾市北本町二丁 目で実施 した共同住宅建設に伴 う東郷遺跡第69次調査 (T

G200769)の発掘調査報告書である。

1.調査は、八尾市教育委員会の指示書に基づき、財団法人八尾市文化財調査研究会が申請者か

ら委託を受けて実施 したものである。

1.現地調査は平成19年 10月 1日 から10月 15日 (実働10日 )にかけて成海佳子が担当した。調査面

積は約187�である。現地調査においては、市森千恵子・飯琢直世・川崎純弘・竹田貴子・

永井律子・中野一博・中村百合が参加 した。

1.整理業務は、平成21年 2月 をもって完了した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測 ―中村・村井俊子・永井、遺物 トレースー山内恵子、デ

ジタル トレースー成海、遺物写真撮影―北原清子、遺物写真図版 ―北原、遺構写真図版一成

海が行った。

1.本書の執筆は成海、遺物説明及び編集は河村恵理が担当した。

1.土器形式 。編年で基準 とした文献は、以下のとお りである。

川西宏幸1978「 円筒埴輪総論」『考古学雑誌』第64巻第2号 日本考古学会

小浜 成2003「 円筒埴輪の観察視点と編年方法」『埴輪論叢』第4号 埴輪検討会

田辺昭三1981属須恵器大成』角川書店

原田昌則2003「 第5章 遺構・遺物の検討」『久宝寺遺跡第29次発掘調査報告書』(財)人尾市文化財調査

研究会報告74 財団法人八尾市文化財調査研究会
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V 東郷遺跡第69次調査 (T G 2007-69)

第 1章 はじめに

今回の調査地は、東郷遺跡の西端に位置しており、付近では中世頃の耕作地のほか、南に位置

する②・⑦・⑮調査地では古墳時代前期の沼沢地などが検出されており、東に位置する⑪・⑭調

査地では古墳時代前期の墓域、⑬調査地では弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の上器群などを

検出している。また、南西に位置する②調査地では、古墳時代後期の古墳副葬品と考えられる耳

環や須恵器高杯などが出上している。以上の既往調査成果より、当該調査地が古墳時代を中心と

する墓域に含まれる可能性が考えられた。

なお、当該遺跡のlFA要 及び、当該遺跡発見の契機については、67頁の「Ⅳ東郷追跡第68次調査

1.は じめに」を参照していただきたい。

ミ河 日
Ⅲ内

第 1図 調査地周辺図 (S=1/2500)
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第 刊表 周辺の調査地一覧

略号 : 検出遺構 : 参考文献 :

① TG1981-3 古墳前期 (61m)― 沼沢地、中世 (62m)一 畦畔2
高萩千秋1983「 第 8章 東郷遺跡発掘調査概要報告」『八尾市埋

蔵文化財発掘調査概報 1980 1981年度』八尾市教育委員会

② TG1 981-4 古墳前期―井戸3・ 土坑1・ 溝1・ 小穴4、 中世(63m)― 畦畔
高萩千秋1983「 第 8章 東郷遺跡発掘調査概要報告」『人尾市埋

蔵文化財発掘調査概報 1980・ 1981年度』人尾市教育委員会

③ TG1 981-5
古墳前期 (62m)― 竪穴住居1 掘立柱建物1・ 井戸5・ 溝18・

小穴・土坑■、中世―畦畔
高萩千秋孔983「 第 8章 東郷遺跡発掘調査概要報告」 F人尾市埋

蔵文化財発掘調査概報 1980・ 1981年度』八尾市教育委員会

④ TG1 981-3
古墳前期 (62m)― 竪穴住居2・ 掘立柱建物10・ 溝16・ 小穴
7・ 土坑13

高荻千秋1983「 第 8章 東郷遺跡発掘調査概要報告」 F人尾市埋

蔵文化財発掘調査概報 1980・ 1981年度』入尾市教育委員会

⑥ TG1 981-9 古墳前期(63m)― 井戸2・ 溝9,上坑14、 中世―溝2
高萩千秋1983「 第 8章 東郷遺跡発掘調査概要報告」「人尾市埋

蔵文化財発掘調査概報 1980・ 1981年度』八尾市教育委員会

⑥ TG1 981-lC 赤生 (63m)― 自然河川、古墳前期―土坑1・ 溝2、 中世―溝〔
高萩千秋1983「 第 8章 東郷遺跡発掘調査概要報告」「八尾市埋

蔵文化財発掘調査概報 1980 1981年度』人尾市教育委員会

⑦ TG1982-12
古墳前期 (60m)― 溝4 土坑3、 平安末期 (63m)― 井戸1、

中世 (63m)― 水田 (小 畔・溝)

高萩千秋1989「 I 東郷遺跡第12次調査」 F昭和63年度人尾市埋

蔵文化財発掘調査報告』 (財 )八尾市文化財調査研究会報告17

(財 )八尾市文化財調査研究会

③ TG1 983-14
古墳前期 (62m)― 竪穴2・ 井戸1 土坑2 溝10、鎌倉(6.4m)
―井戸3・ 土坑2・ 小穴2

高萩千秋1989「 I 東郷遺跡第14次調査」『昭和63年度人尾市坦

蔵文化財発掘調査報告』 (財 )八尾市文化財調査研究会報告17

(財 )八尾市文化財調査研究会

③ TG1 983-15
弥生中期 (62m)― 土坑2、 古墳前期 (63m)― 沼沢地、平安
後期 (65m)― 水田遺構 (小畔・溝)

高萩千秋1989「 I 束郷遺跡第15次調査」『昭和63年 度人尾市埋

蔵文化財発掘調査報告』 (財 )八尾市文化財調査研究会報告17

(財 )八尾市文化財調査研究会

⑩ G1983-16
古墳前期 (63m)― 土坑7・ 溝6・ 小穴4・ 沼沢地、平安後期
(6.6m)― 水田遺構

高萩千秋1989「 I 東郷遺跡第16次調査」 F昭和63年 度人尾市埋

蔵文化財発掘調査報告』 (財 )人尾市文化財調査研究会報告17

(財 )八尾市文化財調査研究会

① 「G1983-17
古墳前期 (65m)一 方形周溝墓1・ 土坑墓2・ 壷棺2、 中世(68
m)― /1ヽ 穴27

原田昌則1985「 I 東郷遺跡発掘調査概要報告」『人尾市坦蔵致
化財発掘調査概要昭和59年度』 (財 )八尾市文化財調査研究会郭
告6 (財 )八尾市文化財調査研究会

⑫ 「G1984-18
庄内式期 (62m)― 井戸1・ 土坑2・ 溝9、 平安～鎌倉 (65m)
―土坑2

高萩千秋1989「 I 東郷遺LtN第 18次調査」『昭和63年度八尾市坦

蔵文化財発掘調査報告』 (財 )八尾市文化財調査研究会報告17

(財 )人尾市文化財調査研究会

④ TG1983-19
古墳初頭 (64～ 66m)一 小穴8・ 溝15・ 土坑4、 古墳後期―

溝1

嶋村友子1986「 1 東郷遺跡の調査」F八尾市内遺跡昭和60年度
発掘調査報告書』八尾市文化財調査報告12昭和60年度国庫補助事

業 八尾市教育委員会

⑭ TG1 983-21
古墳以前 (62m)一 流路、古墳初頭 (62m)一 方形周溝墓1

溝1、 平安(63m)― 溝1

米田敏幸1986『東郷遺跡第21次埋蔵文化財発掘調査概要』八尾市

文化財調査穀告13 人尾市教育委員会

○ TG1 987-25

庄内式期 (63m)― 井戸2・ 土坑8・ 溝25・ 水田4筆 (畦畔2)、

平安後期 (62～ 6.5m)水日5筆 (畦畔4)、 平安末～鎌倉前
期 (65～66m)― 井戸2・ 溝11、 近世 (66～68m)井 戸5

西村公助1995「 I 東郷遺跡 (第 25次調査)」 F財 団法人八尾市政
化財研究会報告45』 (財 )人尾市文化財調査研究会

⑥ TG1988-28
布留式古相 (625～635m)― 溝1、 平安後期 (625～635m)
一井戸1・ 土坑1・ 月ヽ穴4

西村公助1989「3 東郷遺跡 (第28次調査)」 F八尾市文化財発掘誹
査調査研究会年報 昭和63年度』 (財 )八尾市文化財調査研究会

報告25(財 )八尾市文化財調査研究会

⑦ TG1989-31
古墳前期 (62～63m)― 土坑2・ 溝2・ 小穴5、 近世 (66m)―
井戸

原田昌則1990「 3東郷遺跡(T G89-31)」 」「八尾市文化財調査研

究会年報平成元年度』 (財 )八尾市文化財調査研究会報告28

(財 )人尾市文化財調査研究会

① TG1 990-35
庄内式新相 (62m)― 竪穴住居2・ 土坑6・ 溝4・ 小穴10、 近
世 (64m)― 土坑2・ 溝4

坪田真-1993「 V 東郷遺跡第35次調査 (T69035)」 F人尾市埋蔵

文化財発掘調査報告Ⅲ』財国法人八尾市文化財研究会報告41

(財 )八尾市文化財調査研究会

⑩ TG1 991-36
弥生時代後期 (55～ 60m)― 溝1・ 落込み2・ 河川1、 古墳時
代前期初頭 (58～62m)― 溝4・ 落込みl

平田真-211C17「 Ⅱ 東郷遺跡 (第 36次調査)」 『財団法人八尾市文
|ヒ財研究会報告9刻 (財 )八尾市文化財調査研究会

⑩ TG1 993-40
古墳前期 (61～ 62m)― 井戸1・ 土坑13・ 小穴31・ 溝44、 近
世 (65～67m)一 井戸8

葛萩千秋1994「XI 東郷遺跡第40次調査」『財団法人八尾市文化
寸研究会報告42』 (財 )八尾市文化財調査研究会

④ TG1 993-41 古墳前期 (59m)一 小穴5、 鎌倉後期(68m)― 河川1
葛萩千秋1994「 XⅢ 東郷遺跡第41次調査」『財団法人八尾市文化
サ研究会報告翌』 (財 )八尾市文化財調査研究会

② TG1 993-44

古墳前期 (60～ 62m)― 掘立柱建物1井戸3・ 土坑5'小穴23

溝6、 平安末(63m)― 土坑l溝 4・ 落込み1、 近代 (63m)―
井戸1

平田真-1998「 I 東郷遺跡 (第 44次調査)」 F財 団法人人尾市文

陀財研究会報告61』 (財 )八尾市文化財調査研究会

④ TG1996-53
弥生時代後期～古墳時代前期 (72m)― 土坑2・ 溝7・ 小穴
12、 平安時代末期～鎌倉時代初頭 (7.4m)― 溝1

高萩千秋1998「XV 東郷遺跡(第 53次調査)」 「財回法人八尾市文
化財研究会報告60』 (財 )八尾市文化財調査研究会

② TG1997-54

弥生時代後期～古墳時代前期 (61m)一 土坑2・ 溝1、 古墳時
代後期(61m)一 土坑1、 平安時代後期 (64m)― 井戸1・ 溝1・

落ち込み1

通口 薫2000「 Ⅶ 東郷遺跡第54次調査」 F財 国法人八尾市文化
サ研究会報告66』 (財 )八尾市文化財調査研究会

⑮ TG2005-64

古墳時代前期―墳墓21・ 古墳2・ 土器棺墓3・ 埴輪棺墓2・ 土

坑30、 溝26・ 小穴17・ 落込み4・ 畝聞溝群、飛鳥時代～平安
時代前半―小穴609,井戸2・ 土坑1、 中世～近世―耕作溝群・

井戸50 土坑35・ 畦畔5

坪田真―・島田裕弘・菊井佳弥・河村恵理2006「 22東郷遺跡第
64次調査 (TG2005 64)」 F平成17年度 (財 )八尾市文化財調査研究会

事業報告』 (財 )八尾市文化財調査研究会

④ TG2005-65
古墳時代初頭 (63m)― 落込み1、 古墳時代中期 (64m)― 落
込み1。

荒川和哉2007「 Ⅳ 東郷遺跡 (第 65次調査)」 「財団法人八尾市女

化財研究会報告99』 (財 )入尾市文化財調査研究会

② 「G2005-6〔 な し
西村公助2007「 Ⅱ 東郷遺跡(第 66次調査)」 『財回法人八尾市文
化財研究会報告91』 (財 )八尾市文化財調査研究会

④ TG2007-6C 今回の調査地
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V 東郷遺跡第69久調査 (T G 2007-69)

第 2章 調査概要

第 1節 調査の方法 と経過

今回の調査は共同住宅建設に伴う調査で、当調査研究会が東郷遺跡内で行った第69次調査であ

る。調査地はいわゆる文化住宅を取 り壊した跡地で、事前に行った確認調査では、3箇所の調査

区(1～ 3区)で古墳時代前～中期の遺構・遺物を検出したことから、ほぼ全域を調査することと

なった。調査地総面積は約187∬ である。

調査当初の予定では、古墳時代の遺構面のみを調査対象としたが、調査区西半分では、平安～

鎌倉時代の遺構面も残存 していた為、調査の対象とした。

掘削に際しては、現地表下約1.2～ 1.3mの平安～鎌倉時代の遺構面直上までを機械掘削、以下

のO.3～0.5m前後を人力掘削として、遺構・遺物の検出に努めた。

地区割については、調査地西壁ライン上にA杭 を打設し、これを基点に調査地南壁と並行する

ように東に10m間隔でB～ D杭を順に打設し、各杭より東側をそれぞれA～ D区 と呼称した。

遺構名は、「遺構略号」 +「三桁の通し番号」で表示 し、三桁の通し番号は、前一桁で遺構検

出面番号 (1・ 2面 )、 後二桁で遺構の検出番号を示す。

公園

八尾市道

第 2節

第 0層

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

0      10m

ー第2図 調査地設定図(S=1/500)

基本層序

既存建物建設・解体に伴う攪乱・盛土層。層厚0.8～ 1.lm、 上面の標高はT,P.+7.6

～7.8mを 測る。

青灰色礫混粘土質シルト、旧耕作土である。層厚は0.1～0,15m程度が遺存 していた。

旧地表面の標高はT,P.+6.9m前 後を測る。

淡灰色礫混粘土質シル ト、部分的に見られる。層厚は0。 lm程度である。

茶褐色礫混砂質シルト、床土である。酸化マンガンを含む。層厚0.1～0.15mを測る。

茶褐色礫混粗砂、酸化鉄を含む。層厚0.1～0.15m、 上面の標高はT,P.+6.7m前 後を

測る。この層上面が近世の遺構面で、井戸 2基、小穴 1個が構築されている。

淡掲色礫多量混粘土質シル ト、平安～鎌倉時代の耕作上である。層厚は0.1～ 0。 2m、

この層上面で近世の遺構ほか、当該時期の耕作痕である溝 5条を検出した。

▲杭 B tt     C杭
A区   十  B区   + C区 乳算 平
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第 6層 :灰色極細粒砂、層厚0,1～ 0,2m。 古墳時代中期の遺構面で、溝 2条が構築されている。

上面の標高はT.P.+6.4～ 6.6mで、北が高く南が低い。

第 7層 :青灰～黄灰色砂質シル ト～極細粒砂、層厚0,1～0.2m。 弥生時代終末期の遺構面で、

土坑 1基 `小穴 2個 。溝 6条が構築されている。

第 8層 :灰白色粗粒砂～礫、層厚0.2m以上。弥生時代後期以降の基盤となる層で、上面の標

高はT,P.+5,8～6.2mで北が高 く南が低い。

第 3節 検出遺橋 と出土遺物

。第 1面

江戸時代 (第 4層上面―T,P,+6.7m前後)

江戸時代の遺構 (S E101・ 102、 S P103)はすべて調査区西部で検出した。 S E101の井戸側は

桶 +瓦積みで、掘形の西寄りに据えられている。瓦は最下の 1段分のみ遺存 していた。桶二段分

を確認しているので、深さは1.5m以上あるものと考えられる。井戸側内部から、合成樹脂 。金

属ゴミなどが出上している。 S E102は掘形のみの検出である。 S P103は 2段掘 りで、底は東が

0,lm程度低い。いずれも埋土は4層 を主体とするブロックからなる。

平安～鎌倉時代 (第 5層上面―To P.+6.4m前後)

第 5層上面は、北西部がT.P.+6.5m前後と1段高く、南東部はT,P.+6.3m前後を指す。ここ

では溝 6条 (S D104～ 109)を検出した。 S D104～ 108は東西方向、 S D1091よ南北方向に伸びる。

S D104は 、断面の観察から調査地全域に伸びていることがわかる。 S D105～ 109の埋土はいず

れも青灰色粘土質シル トを基本とする。

第2表 第1面検出遺構一覧表

。第 2面

古墳時代中～後期 (第 6層上面―T,P.+6.3m前 後)

古墳時代中～後期の遺構は溝 2条 (S D201・ 202)で、調査区西寄りで検出した。いずれも埋土

は茶掲色粘土質シルト混礫である。 S D201は、西端をS E102に、東端は側溝で切られているが、

北へ緩く曲がるものと考えられる。内部から、埴輪・須恵器片が出土 している。このうち、 1～

7を 図化 した。 1・ 2は円筒埴輪の砕片である。2は タガの断面形態が台形で、外面に黒斑が見

られる。 3～ 7は須恵器で、 3～ 5は杯身、 6。 7は高杯である。時期は6世紀後半 (田 辺編年

T K43)に 比定できる。

遺構名 形状・方向 径・幅 深 さ 埋土

S E101 楕円形
径
径

長
短

2.3m
l.8m

1.Om以上
③褐色粗粒砂に灰色粘土質シルトのブロック
2茶褐色礫混砂質シルトに青灰色粘土質シル トのブロック

S E102 生.5m 1,Om以 上
①茶褐色礫混粗砂に灰色砂質シルトのブロック
②茶褐色礫混砂質シルトに青灰色粘土質シルトのブロック
③黄褐色粗粒砂

S P103 隅丸方形 ? 1.lm 〕.651n
④茶褐色礫混粗砂と褐色砂質シルトのプロック
⑤茶褐色礫混粗砂と青灰色砂質シルトのブロック

S D104 東西 1.Om以上 〕。3m以上 ③淡褐色～灰色極細粒砂～粗粒砂、5層のブロックが混入
S D105 東西 〕.9m 〕。lm D青灰色粘土質シルト
S D106 東西 〕.5m ).15m )青灰色礫混粘土質シル ト

S D107 東西 1.lm ).15m )青灰色粘土質シル ト

S D108 東西 D。 4m以上 〕.2m D青灰色粘土質シルト
S D109 膏

=】

ヒ D.35rn 〕.15m D青灰色粘土質シルト
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③  S E102‐＼___R 
/́

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
Ｌ

Jと E些

* 囲み数字の上色については第2・ 3表を参照
なお、算用数字の上色については本文●頁を参照

(平安～鎌倉時代)

(古墳時代中～後期
弥生時代後期)

第3図 北壁断面図、第 1・ 2面平面図 (S=水平 :1/100、 垂直 :1/50)
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S D205 S D107

⑦

V 東郷遺跡第69次調査 (T G 2007-69)

S D108

A´

⑦青灰色粘土質シルト
③茶褐色粘土質シルト混礫
⑩暗青灰色礫混粘土質シルト
①青灰色粘土質シルト
⑫黒褐色礫混粘土質シルト
④灰褐色礫多混粘土質シルト

TP
+60m ― _ヽ′   ▼

ψ

S P203 S D201

0        1m

ー

盈
I

S D205

TP,
キ6.Om

TP
+60m

弥生時代後期 (第 7層上面―T.P.+6.2m前 後)

弥生時代後期の遺構は土坑 1基 (S K204)、 小穴 2個 (S P203・ 209)、 溝 6条 (S D205～ 208・

210。 211)で ある。埋土は主に青灰色・黒褐色礫混粘土質シル トからなる。なかでもS D205か ら

は、彩 しい量の弥生時代終末期の上器 。石器類が出土した。 S D205は 、調査区中央南端から北

東方向へ伸びるもので、北肩の側溝部分では著しく落ち込んでおり、ここから分岐するかもしれ

ない。土器は概ね 3つのグループに分かれて集積 しており、個体数は100イ固を超える。

8～ 67を 図化した。8は S K204、 9～ 67は S D205か らそれぞれ出土した。8は弥生土器の台

付鉢または小形器台で、弥生時代後期後半～古墳時代初頭 (原 田編年様相 2～ 4)に比定できる。

s P208 s D206

第4図 遺構断面図(S=1/50)

第3表 第2面検出遺構一覧表

遺構名 形状・方向 径 。幅 深 さ 埋土

S D201
東西

(北へ曲がる)

D.9m以上 〕.25m 9茶褐色粘土質シルト混礫

S D202 南北 3.8m 〕。lln 9茶褐色粘土質シルト混礫

S P203 楕円形
ｍ
　

ｍ

０

５

６

５

径
径

長
短

〕.65m 0暗青灰色礫混粘土質シルト

S K204 隅丸方形 一辺 1.5m 〕.3m ⑭暗青灰色礫混粘土質シルト
の青灰色粘土質シルト

S D205 南西 北東 1.9～4.Om ).4～0.5m
⑫黒褐色礫混粘土質シルト
Э灰褐色礫多量混粘土質シルト
Э灰褐色粘土質シルトと黄褐色シルト～極細泣砂のブロック

S D206
東西

(北に振る)

3.5m 〕.15m ②黒褐色礫混粘土質シルト

S D207 東西 1.lm D。 15m ③青灰色礫混粘土質シルト
S D208 言こ】ヒ 3.4m以上 D.2m ③青灰色礫混粘土質シルト
S P209 楕 円 3.35m 〕.15m )青灰色礫混粘土質シル ト

S D210 南東 ―北西 Э.6m 〕.15m 0青灰色礫混粘土質シルト

S D211
将軍】ヒ

(東 に振る)

3.8m以上 D.2m @黒褐色礫混粘土質シルト
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12・ 16は ともに弥生土器の壺で、口縁部外面に棒状浮文が見られ、胎上の特徴から東海方面から

の搬入品と考えられる。18～30は全て器高16cm以下の小形甕、31～50は器高16cm以上の甕である。

口縁部の形態を観察すると、体部から立ち上がった後、緩やかに外反するもの (28・ 31～ 39)、 体

部から緩やかに外反するもの(18～ 23。 40～ 45)、 「く」の字に外反するもの(24～ 27。 46～ 48)、

内湾気味に立ち上がるもの (49・ 50)に 分類できる。20・ 51・ 52・ 57に ついては、底部外面に(木

葉痕 ?)も しくはヘラ状工具による線刻文が顕者に見られる。18～ 50の甕について、内タト面の調

整を観察した結果、内面にヘラケズリを施す甕は確認できなかった。ともに古墳時代初頭 (様相 4)

以前に含まれるものと推察できる。52・ 53は小形鉢で、52は手づ くね、53は 精製品である。54・

55は大形鉢、54は様オロ1～ 2、 55は様相 2～ 3に含まれる。56・ 57は鉢で様相 2、 58・ 59は有子L

鉢で様オロ2～ 3に含まれる。60・ 61は台付休で、60は手づくねである。口縁端部は摩滅などによっ

て不明瞭であり、さらに外反する口縁部が付 く可能性も考えられる。62～65は高杯で、ともに様

相 1～ 2に含まれる。56～59の鉢・有孔鉢は様相 1～ 3、 62～65の高杯は様相 1～ 2に含まれる。

67は石で、大半が破損しており、本来の法量は不明である。工具などによる加工痕は見られない。

S D201

6

E=空彗!≡≡!_!↓ょことぃ。
7

P気素診
S K204

S D 201、 S K204出土遺物実測図(S=1/4)

>く
8

第5図

第 4表 出土遺物観察表 (1)

器種形式 吉Б位 法量 成形 。調整・装飾 焼成・色調 備考 出土遺構

1 埴輪円筒埴輪 (高 さ77)
台形のタガ。

(外)摩減が著しく調整不明瞭。

(内 )摩滅が著しく調整不明瞭。

7.5YR6/4

にぶい橙色
S D201

埴輪円筒埴輪 (高 さ59) 台形のタガ。円形のスカシあり。
7 5YR7/4

にぶい橙色
外面に黒斑あり。 S D201

須恵器

有蓋高杯
膵部

(口径128)

(器高42)

外

内

口縁部は回転ナデ。底部は回転ケズリ

回転ナデ。
良好 (田辺 T K43) S D201

須恵器杯身 口縁部～底部
(口径114)

器高3.3

外

内

口縁部は回転ナデ。底部は回転ケズリ

回転ナデ。
やや良 (田辺 T K43) S D201

須恵器杯身 口縁部～底部
(口径 12.0)

器高38
外

内

口縁部は回転ナデ。底部は回転ケズリ。

回転ナデ。
良好 (田辺 T K43) S D201

須恵器高杯 脚部～裾部
(底径88)

(器高29)

スカシあり。

(外)回転ナデ。

(内 )回転ナデ。

良好 (田辺 T K43) S D201

7 須恵器高杯 脚部～裾部
(底径9.6)

(器高5,1)

3箇所にスカシあり。

(外)回転ナデ。

(内 )回転ナデ。

良好 (田辺 T K43) S D201

弥生

台付鉢または月

形器台

脚言田 (器高59)
(外)摩滅が著しく調整不 月瞭。

(内 )摩滅が著しく調整不明瞭。

10YR6/3

にぶい黄橙色
(原 田様相 2～ 4) S K204
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斡 0

鞠  30

o           10cm

第6図 S D205出 土遺物実測図①(S〓 1/4)

点ヽ`｀`キ
|
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杉
み窄／多を

嫁

塚0           10cm

第7図 S D205出 土遺物実測図②(S=1/4)

力彪
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々

o           10cm 欝 引
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V 東郷

'豊

フト第69次司司適:(T G 2007-69)

第 5表 出土遺物観察表 (2)

遺物
器種形式 部位 法量 成形 。調整・装飾 焼成・色調 備考

出土遺構―

集積番号

9
弥生

広口童A2
口縁部～体部

(口径150)

(器高57)
(外)口縁部はヨコナデ。顕部～体部はナデ。

(内 )口縁部はヨコナデ。頸部～体部は板ナデ。

10YR6/4

にぶい黄橙色

生駒西麓産。

(原 田様相 1)
S D205-1

弥生

広口壺A2
口縁部～体部

(口径141)

(器高84)

(外)顕 部～体部は縦方向のヘラミガキか (摩減カ

著しく調整不明瞭)。

(内 )指押え後ナデ。

5YR6/61多 {二 (原 田様相 1) S D205-]

弥生

広口壷Dl
口縁部～頸言「

(口径146)

(器高37)

(外)口縁端部に竹管押圧円形浮文を貼 り付け。馨

部に縦方向のヘラミガキ。

(内 )全体にナデ。

7 5YR6/6増 豊てヨ (原 田様オロ1) S D205-皿

弥生

広口壺
口縁部～頸言「

(口径179)

(器高48)

(外)口縁端部に棒状浮文貼 り付け。顕部は縦方向

のヘラミガキか (摩滅が著しく調整不明瞭)。

(内 )横方向のハケナデ (4本/単位)後、竹管文。

5YR6/6増書(a 東海系か S D205-I

ホ生

広口壷D3
口縁部～顎剖

口径194
(器高66)

(外)口縁端部に竹管文が4つ一組で11箇所見られ

る。体部はヘラミガキか (摩滅が著しく調整不明

瞭)。

(内 )全体にナデ。

10YR6/41こ  洟ド

い責橙色

生駒西麓産。二次

焼成を受け、口縁

部内面が赤色化及

び黒色化。

(原 田様オロ3)

S D205-I

ホ生

lH顎直口壺
口縁部～頸吉「

口径78
(器高82)

(外)全体に縦方向のヘラミガキ。

(内 )全体にナデ。頚部の絞 りが顕者に見られる。

10YR7/3

にぶい責橙色
(原 田様相2) S D205-I

雄

士霊
頚部～底部

(器高109)

(底径40)
(外 )タ タキ後ナデか (摩滅が著しく調整不明瞭)。

(内 )全体にハケ。

10YR7/2

にぶい責橙色

外面の一部に黒斑

あり。二次焼成を

受け、内面全体が

黒色化。

S D205-I

弥生

空

口縁部～顕剖
(口径276)

(器高48)

(外)口縁端部に棒状浮文を貼 り付け。顎部は縦方

向のヘラミガキ。 (内 )顎部は板ナデか (摩 減が著

しく調整不明瞭)

5YR6/6殖きて二
東海系か

(原 田様オロ2)
S D205-Ⅱ

弥生

宝
顎部～体部 (そ岳1煮26 2)

(外)体部はヘラミガキか (摩減が著しく調整不明

瞭)。

(内 )体部に指頭圧痕。

10YR5/4

にぶい黄掲色

生駒西麓産。内面

全体に煤ける。
S D205-I

弥生

小形甕
口縁部～底部

口径102器

高94底 径

40

(外)顎部に指頭圧痕が目立つ。全体にナデ。

(内 )全体に指ナデ。

10YR7/3

にぶい黄橙色

底部外面 に煤付

着。

(原 田様相 3)

S D205-Ⅲ

弥生

小形甕
口縁部～底部

(口径127)

器高125
(底径30)

口縁部タタキ出し手法。 (外)体部上半はタタキ後

ナデ。下半はタタキをナデ消す。

(内 )全体にナデ。

10YR7/4

にぶい黄橙色
(原 田様相3) S D205-I

弥生

小形甕
口縁部～底部

(口径126)

==梓
五10 85

底径42

口縁部タタキ出し手法。

(外)体部上半はタタキ後ナデ。中央部は粘土紐接

合痕のち縦方向のタタキ。

(内 )体部上半はナデ。体部下半～底部は板ナデ

10YR7/3

にぶい黄橙色

二次焼成を受け、

体部中央～底部外

面が黒色化。 (原

田様オロ3)

S D205-Ⅲ

弥生

小形奏
口縁部～底部

(口 径87)

器高765底

径30

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ後ナデ消す

(内 )全体に板ナデ。底部に工具痕がクモの巣状 |

見られる。

10YR7/4

にぶい橙色

体部外面の一部と

内面全体に黒斑あ

り。

(原 田様相 3)

S D205-I

弥生

小形甕

口縁部～底部

(ほ ぼ完形)

(口径110)

器高100
(底径32)

口縁部タタキ出し手法。底部輪台技法。

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ後ナデ消す。

(内 )全体にナデ。

7 5YR6/4

にぶい橙色
(原 田様相3) S D205-I

弥生

小形甕
口縁部～底部

(口径109)

器高95
底径24

(外)回縁部はヨコナデ。体部はタタキ後ナデ消す。

(内 )回縁部はヨヨナデ。全体に板ナデ。

7 5YR7/6

橙色

内面全体が煤 け

る。

(原 田様相 3)

S D205-I

弥生

小形甕
口縁部～底部

(口径114)

器高805
(底径18)

口縁部は「く」の字に外反。形骸化した底部をも

(外)口縁部はヨコナデ。体部上半は左上がリタタ

キ後ナデ、下半は右上がリタタキ後ナデ。

(内 )全体にナデ。粘土紐接合痕目立つ。

2 5Y7/3

浅黄色

底部外面に黒斑あ

り。

(原 田様相3)

S D205-I

弥生

小形甕
口縁部～底部

(口径127)

器高125
(底径30)

形骸化 した底部をもつ。

(外)口縁部はヨヨナデ。体部はタタキ後ナデ。

(内 )全体にナデ。底部に工具痕が目立つ。。

7 5YR7/4

にぶい橙色

底部外面を除く全

体が煤ける。

(原 田様オロ3)

S D205-1
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第 6表 出土遺物観察表 (3)

番号
器種形式 部位 法量 成形・調整・装飾 焼成・色調 備 考

出土遺構―

集積番号

弥生

小形甕

口縁部～底部

(ほ ぼ完形)

口径145
器高148
底径39

口縁部タタキ出し手法。

(外)口縁部～体部上半はタタキ(3～ 4条たm)。 体

部下半はタタキ後ナデ消す。

(内 )全体に板ナデ。粘土紐接合痕が目だつ。

2 5Y7/3

浅責色

二次焼成を受 け、

口縁部～底部が赤

色化。

(原 田様相 3)

S D205-I

甕

生

形

弥

小
口縁部～体部

(口径158)

(器高9.6)

(外)口縁部はヨコナデ。粘土紐接合痕のち縦方向

のタタキ後体部全体にやや右上がりのタタキ(5条

/cm)。

(内 )口縁部はヨヨナデ。粘土紐接合痕のち指頭圧

痕が見られる。

10YR7/3

にぶい黄橙色

外面体部上半が塀

ける。

(原 田様相 3)

S D205-I

弥生

小形甕
口縁部～底部

(口径130)

器高160
底径36

口縁部タタキ出し手法。底部輪台技法。

(外)口縁部はヨコナデ。体部上半はやや右上がり

のタタキ (4条 /cm)後ナデ。体部下半は右上が りの

タタキ (3条 /cm)後ナデ。

(内 )口縁部はヨコナデ。体部は板ナデ。

7 5YR7/4

にぶい橙色

内面体部下半～底

部が煤ける。二次

焼成を受け、外面

は頭部を除く全体

が黒色化。

(原 田様相 3)

S D205-Ⅱ

弥生

小形斐
口縁部～底部

(口径10.8)

器高140
(底径38)

口縁部タタキ出し手法。

(外)体部上半はタタキ (3条 /cm)後 ナデ。体部下半

はタタキ (3条 /cm)を 板状工具によリナデ消す。

(内 )体部は板ナデ。

10YR5/3

にぶい責褐色

内面体部下半～底

部 に 煤 付 着。

二次焼成を受け、

外面全体が 黒色

化。

(原 田様相 2)

S D205-]

弥生

小形養
口縁部～底部

(口径■ 6)

器高142
(底径39)

口縁部タタキ出し手法。

(外)体部はタタキ (3条んm)を 板状工具によリナデ

消す。

(内 )体部上半はナデ。体部下半は板ナデ。

lσFR5/3

にぶい黄褐色

二次焼成を受け、

外面体部上半～体

吉Fが黒色化。

(原 田様相 3)

S D205-I

殊生

甕
口縁部～体言「

(口径184)

(器高75)

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ (3条/cm)を

板状工具によリナデ消す。(内 )口縁部はヨコナデ。

体部は板ナデ。

2.5Y7/3

浅黄色
S D205-I

弥生

甕

口縁部～底剖

(一部復元)

(口径174)

(器高245)

(底径42)

(外)口縁部はヨヨナデ。体部はタタキ(3～4本/cm)

後ナデ。

(内 )口縁部はヨコナデ。体部は板ナデ。

10YR6/3

にぶい黄橙色

体部外面に黒斑が

見られる
S D205-I

弥生

甕
口縁部～底言「

(口径16.1)

器高226
(底径49)

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ(3～4条たm)

をナデ消す。体部接合部は接合後タタキ後ナデ。

(内 )口縁部はヨコナデ。体部は板ナデ。

7 5YR6/4

にぶい橙色

二次焼成を受け、

外面体部中央が黒

色化内面体部下半

が煤ける。

S D205-I

弥生

甕
口縁部～底部

(口径179)

器高243
底径48

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ (5条/cm)後

ナデ。体部接合部は接合後タタキ後ナデ。

(内 )口縁部はヨコナデ。体部は板ナデ。

5YR5/ 4

にぶい赤褐色

二次焼成を受け、

外面体部下半と口

縁部を除く内面全

体が黒色化。

S D205-Ⅱ

弥生

甕
口縁部～体部

(口径172)

(器高108)

(外)口縁部はヨコナデ。体部は格子状のタタキ (3

本/cm)後 ナデ◇

(内 )口縁部はヨコナデ。粘土紐接合痕のち指頭圧

痕のち板ナデ。

2 5Y8/3

淡責色
S D205-皿

霊

弥生
口縁部～体部

(口径170)

(器高121)

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ (3本/cm)

(内 )口縁部はヨコナデ。粘土紐接合痕のち指頭圧

痕。体部は板ナデ。

10YR7/3

にぶい責橙色
S D 205-m

弥生

甕
口縁部～体部

(口径156)

(器高■ 0)

(外)口縁部はヨヨナデ。体部はタタキ(2～3本/cm)

後ナデ。

(内 )口 縁部はヨコナデ。体部は板ナデ。指頭圧痕

目立つ。

7 5YR6/4

にぶい橙色

二次焼成を受け、

外面体部が黒色

化。

S D205-Ⅲ

弥生

甕
口縁郡～体部

口径158
(器高167)

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ (3条/cm)後

ナデ。接合痕はハケ状工具によってナデ消す

(内 )口縁部はヨコナデ。体部は板ナデ。粘土紐接

合痕と指頭圧痕が見られる。

10YR7/3

にぶい責橙色

二次焼成を受け、

外面体部が黒色

化。

S D205-Ⅲ

弥生

甕
口縁部～体剤

(口径168)

(器高194)

(外)体 部はタタキ(3～ 4条/cm)を ナデ消す。 (内 )

体部は粘土紐接合後ナデ。

10YR7/41こ  ぶ

い黄橙色

二次焼成を受け、

外面口縁～体部が

赤色化及 び黒色

化。

S D 205-Ⅱ

弥生

率
口縁部～体部

(日径178)

(器高103)

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ(2～3条 /cm)

後ナデ。 (内 )口縁部はヨコナデ。体部は板ナデ。

7 5YR5/6明 褐

色

膝部外面の一部に

槃付着
S D 205-I

弥生

甕
口縁部～体部

(口径156)

(器高8.4)

(外)口縁都はヨコナデ。頸部はハケナデ。体部は

タタキ (3～4条 /cm)後 ナデ。 (内 )口 縁部はヨコナ

デ。体部は板ナデ。

10YR7/3に  ジド

い責橙色
S D205-Ⅲ
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第 7表 出土遺物観察表 (4)

物

号

遺

番
器種形式 部位 法量 成形・調整・装飾 焼成・色調 備考

出土遺構―

集積番号

弥生

甕

口縁部～底部

(ほ ぼ完形)

口径1635
器高206
底径39

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ(3～ 4条/

cm)。

(内 )口縁部はヨコナデ。体部は板ナデ。粘土紐接

合痕目立つ。

2 5Y7/3

浅責色

膝部外面に二次焼

戎。体部内面に黒

延が見られる。

S D205-I

霙

弥生 口縁部～底言「

(ほ ぼ完形)

口径185
(器高111)

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ (3～4条 /cm)

後ナデ。

(内 )口縁部はヨコナデ。体部はナデ。

7 5YR6/6

橙色

口縁部内面に黒斑

が見られる。
S D205-I

弥生

奏
口縁部～体言ト

口径154
(器高126)

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ(2～ 3条んm)

後ナデ。

(内 )口縁部はヨコナデ。体部はナデ。

10YR7/3

にぶい黄橙絶

二次焼成を受け、

体部外面が黒色

化。

S D205-Ⅲ

弥生

甕
口縁部～底部

(口径133)

器高229
底径48

(外)日縁部はヨコナデ。体部上半はタタキを全て

丁寧にナデ消す。体部下半は左上がりのタタキ (3

条/cm)後 ナデ。

(内 )口縁部はヨヨナデ。体部はナデ。指頭圧痕が

目立つ。

10YR7/3

にぶい責橙色

底部外面に木の葉

痕が見られる。二

次焼成を受け、内

面全体が黒色化及

び赤色化。

S D205-1

生弥

甕
口縁部～体部

(口径183)

(器高93)

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ (3条/cm)後

ナデ消す。

(内 )口縁部はヨコナデ。体部は板ナデ。

10YR7/3

にぶい黄橙色
S D205-I

弥生

甕
口縁部～体部

(口径234)

(器高69)

(外)口 縁部はヨコナデ後ハケメ(7～8条 /cm)。 体

部はハケメ(7～ 8条 /cm)。

(内 )口縁部はヨコナデ。体部は板ナデ。

lσFR7/3

にぶい黄橙色

二次焼成を受け、

内面全体が黒色

化。外面は赤色化。

S D205-Ⅲ

弥生

甕
口縁部～底吉【

(口径168)

器高239
底径40

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ (2～3条 /cm)

後ナデ。接合部のみ板ナデ。

(内 )口縁部はヨコナデ。全体に板ナデ。

7 5YR6/4

にぶい橙色

二次焼成を受け、

外面体部～底部が

黒色化。

S D205-I

弥生

甕
口縁部～体部

(口径156)

(器高146)

(外)口縁部はヨコナデ。体部はタタキ (3条/cm)を

丁寧にナデ消す。

(内 )口縁部はヨコナデ。体部は板ナデ。

10YR6/3

にぶい黄橙色

外面体部に黒斑あ

り。
S D205-I

弥生

奏
口縁部～体部

(口径180)

(器高151)
(外)口縁部はヨコナデ。体部はハケ後板ナデ。

(内 )口縁部はヨコナデ。体部はナデ。

7 5YR6/4

にぶい橙色
S D205-Ⅲ

弥生

甕
体部～底部

(器高67)

底径45
(外)体部はタタキ(3条 /cm)後ナデ。

(内 )。 体部は板ナデ。

10YR8/3

浅責橙色

底部外面中央部に

工具痕見られる
S D205-I

弥生

小形鉢

口縁部～底葡

(ほ ぼ完形)

口径72
器高31
底径38

(外)全体にナデ。

(内 )全体にナデ。

7 5YR7/6

橙色

底部外面に黒斑及

び木の葉痕が見ら

れる

S D205-Ⅱ

弥生

小形鉢
口縁部～底言「

(口径89)

器高375
底径16

(外)体 部上半はナデか (摩滅が著 しく調整不明

療)。 体部下半は丁寧な横方向のヘラミガキ。

(内 )全体にナデ。

2 5Y8/3を完 づq

色

外面体部に黒斑あ

り。
S D205-Ⅱ

弥生

(把手付)大形甕

B
口縁部～体部

(口径338)

器高136

(外)口縁部はヨコナデ。摩減が著しく調整不明瞭。

(内 )口縁部はヨヨナデ全体にナデ。指頭圧痕目立

て)。

10VR6/4

にぶい責橙色
(原 田様オロ1～ 2) S D205-Ⅱ

弥生

大形鉢
口縁部～底部

(口径126)

器高62
(底径38)

(外)タ タキ後ナデ。

(内 )摩滅が著しく調整不明瞭。

10YR7/3

にぶい黄橙色
(原 田様相 2～ 3) S D205-Ⅲ

弥生

鉢Bl
口縁部～底部

(口径126)

器高62
(底径38)

(外)タ タキ後ナデ。

(内 )摩減が著しく調整不明瞭。

10YR7/3

にぶい黄橙色

底部外面に黒斑が

見られる。
S D205-Ⅲ

弥生

外Bl
口縁部～底部

(口径144)

器高66
(底径40)

(外)放射状のタタキ後ナデ。

(内 )全体にナデ。

10YR5/2

灰責褐色

底部外面に木の葉

痕が見られる。外

面体部～体部にか

けて一部黒斑が見

られる。

S D205-I

弥生

有孔鉢A 口縁部～底部

(口径130)

器高84
(底径40)

(外)全体に指ナデ。

(内 )全体に板ナデ。

7 5YR7/4

にぶい橙色

底部外面と体部下

半内面に黒斑が見

られる。

(原 田様オロ2～ 3)

S D205-皿

弥生

有孔鉢A 口縁部～底部

(口径196)

器高98
(底径44)

(外)摩減が著しく調整不明瞭◇

(内 )摩滅が著しく調整不明瞭。

10YR8/4

浅責橙色

内面に一部黒斑が

見られる。

(原 田様オロ2～ 3)

S D 205-Ⅱ
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第 8表 出土遺物観察表 (5)

物

号

遺

番
器種形式 部位 法量 戊形・調整・装飾 焼成・色調 備考

出土遺構―

集積番号

鉢

生

付

殊

台

口縁部～裾部

(ほ ぼ完形)

口径72
器高108
底径93

(外)全体にナデ。一部指頭圧痕が見られる。

(内 )杯部は指ナデ。脚部は板ナデ。

10YR8/3

浅責橙色

杯部外面に黒斑が

見られる。
S D 205-I

弥生

台付鉢
脚部～裾部

(器高65)
底径112

(外)脚部に指頭圧痕が日立つ。裾部はヨコナデ

(内 )裾部は板ナデ。

7 5YR6/3

にぶい褐色
S D205-]

弥生

有稜高杯B2 杯 部
(口径169)

(器高58)

(外)摩滅が著 しく調整不明瞭。

(内 )全体にヘラミガキ(回 縁部は摩減が著 しく調

整不明瞭)。

2 5Y8/3

淡黄色

内外面に一部黒斑

が見られる。
S D205-I

弥生

有稜高杯
添言Б (器高50)

(外)摩滅が著しく調整不明瞭。

(内 )摩滅が著 しく調整不明瞭。

10YR7/4

にぶい黄橙色
S D205-I

弥生

有稜高杯B2
膝部

(口径163)

(器高33)
(外)摩滅が著 しく調整不明瞭。

(内 )全体にヨヨナデ。

10YR7/3

にぶい責橙色
S D205-Ⅱ

弥生

有稜高杯 C2
麻部～脚部

(口径236)

(器高144)

(外)杯部はヘラミガキか (摩滅が著 しく調整不明

瞭)。 脚部は縦方向のヘラミガキ。

(内 )摩減が著しく調整不明瞭。

10YR7/3

にぶい責橙色
S D205-I

生

杯

弥

高
裾部

(器高3.1)

(底径104)
(外)全体にナデか (摩滅が著しく調整不明瞭)。

(内 )全体にナデか (摩滅が著しく調整不明瞭)。

2 5Y7 2

灰責色

内外面に黒斑が見

られる。
S D205-1

石 器

(長辺325)

(短辺115)

(厚 さ8.0)

(a面)上半は欠損。(b面)中 央部は久損。 S D205-I

第 3章 まとめ

今回の調査では、第 1面で平安～鎌倉時代・江戸時代、第 2面で弥生時代後期・古墳時代中期

の遺構 。遺物を検出した。出土遺物量はコンテナ10箱である。

第 1面の検出遺構は江戸時代の井戸・小穴と平安～鎌倉時代の溝である。前者の井戸内部の埋

土には近年のごみなども混ざっていることから、当地に建物が建つ直前まで農事用の井戸として

使用されていたことがわかる。市域の低平地では、島畠の端部に丼戸が構築される例が多く、当

地でも、井戸より西側は 1段高 くなっていることから、井戸を挟んで西が島畠、東が水田であつ

たことが推測される。滞はおおむね東西 。南北に伸びており、耕作痕・区画用のものと考えられ

る。これらのことから、当地付近では、平安～鎌倉時代から昭和時代中頃のいわゆる「経済成長

期」まで、耕作地が踏襲されていたことがわかる。

第 2面の検出遺構は古墳時代中期～後期と弥生時代後期の土坑・小穴・溝である。現地では同

一面で捉えたが、構築面・埋上によって分けることができる。前者はS D201。 202で 6層上面を

構築面 としてお り、埋土は茶褐色系である。後者は S K204、 S P203。 209、 S D205～ 208・

210。 211で第 7層 を構築面としており、埋土は黒褐色 。青灰色系である。

S D201は 諸般の事情により掘 りすぎたが、北壁の観察から、幅は広がるものと考えられる。

内部からは6世紀頃の埴輪・須恵器片が出土しており、緩くカーブして伸びることから、古墳周

溝 (周濠)の可能性がある。また、基盤層となる第 8層粗砂～礫は、南下がりであることからも、

S D201の北恨1に墳丘を構築しやすかったものと思われる。

S D205は いわゆる「土器廃棄溝・投棄溝」である。廃棄された土器の時期差はあまりなく、

土器堆積の厚みもさほどないことから、一時に廃棄されたものと考えられる。ここでも、SD
205よ り北西側の高まりに居住域が広がっていたものと推定できる。
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V 東郷遺跡第69次調査 (T G 2007-69)

第 1面全景 (東か ら)

図
版

一

調査地遠景 (東から)

S E101断害‖り1犬況 (南東から)

S D201:屈 肖11犬 況 (南東か ら) S D201・ 202(南から)

S D205t屈 肖11犬況 (南西から)



B tt S D205遺物検出状況 (南西から)

A・ B区第 2面全景 (東か ら)

CttS D205遺物出土状況 (南西か ら)

A― A'断面 (南東から) B～ D区第 2面全景 (東か ら)
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V 東郷遺跡第69次調査 (T G2007-69)

19 16

S D201(1～ 4)、 S K204(8)、 S D205(12・ 16・ 18・ 19)出 土遺物



図
版
四

S D205(20～ 27)出 上遺物



V 東郷遺跡第69次調査 (T G2007-69)

図
版
五

S D205(28～ 31・ 33～ 35)出土遺物



図
版
六

S D205(36・ 38～ 40・ 42～45)出土遺物



V 東郷遺跡第69次調査:(T G 2007-69)

図
版
七

S D205(46・ 48・ 50・ 52・ 54・ 57・ 58)出 土遺物



図
版
八

S D205(56・ 59～ 62・ 64・ 65・ 67)出 土遺物



Ⅵ 西郡廃寺第 3次調査 (N K T2006-3)



例 口

1.本書は、大阪府プ(尾市泉町三丁目で実施 した工場建設工事に伴 う発掘調査の報告書である。

1.本書で報告する西郡廃寺第 3次 (N K T2006-3)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会の

指示書に基づき、財団法人人尾市文化財調査研究会が申請者から委託を受けて実施 したもの

である。

1.現地調査は、平成 19年 1月 16日 ～ 2月 23日 、うち実働 3日 間に、高萩千秋を担当者 として実

施した。調査面積は約34nfを狽Jる 。

1.現地調査に参加 した調査補助員は、垣内洋平・市森千恵子・である9

1`内業整理は現地調査終了後に随時行い、平成21年 3月 をもつて終了しンた。

1.本書の執筆・写真撮影及び編集は高萩が行つた。
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図版二 第 9区 (西から,第 10区 (西から)第 6区調査風景(南から)調査地 (西から)



第 はじめに

当該地は、人尾市の北部、東大阪市 との境を流れる第二寝屋川より南へ 160mに位置 し、旧人

尾街道に面している。調査地の南へ100mに ある天神社境内には、塔心礎 と思われる石材があり、

付近より古瓦が出上している。寺院址の中心付近と推定され、西郡廃寺範囲が設定されている。

当調査研究会が行つた周辺の発掘調査では弥生～中世に至る遺構・遺物が検出されている。

今回の調査は工場建設に伴 う発掘調査で、建物の基礎部 (2× 2m7箇 所、 1× 2.5m3箇

所)の 10箇所を現地表下約 lmについては機械による掘削、以下は人力掘削 した。

第 1図 調査地位置及び周辺図
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枚
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遊戯場
第 2図 調査区設定図(S=1/250)

第 2章 調査概要

第 1節 基本層序

調査地の基本層序は、 1層盛土・機乱Q 2層茶灰色シル ト(微量の砂藤)～灰色粘質土と茶灰色

シル トのブロック (2'淡灰褐色細砂混シル ト～暗灰褐色シル ト)93層 灰褐色シル トで微量の

砂礫と土師器・須恵器片を少量含む。 4層明茶灰色微秒混シル ト、 5層茶褐灰色細砂混シル ト、

6層褐灰色粘質シル トは、弥生時代後期末から奈良時代までの須恵器、土師器片、平瓦片等が出

上。 7層灰色粘土～明茶灰色微砂混シル ト (7'青灰色シル ト)、 8層淡灰茶色細砂・青灰色粘

上で、小穴・溝の遺構を検出している。

第 2節 検出遺構と出土遺物

調査区で検出された遺構は、第 7・ 8層上で小穴 8個・溝 1条である。時期は弥生時代後期末

～奈良時代に比定される。小穴(SPl～ 3)は径20～40cm、 深さ10～ 25clllを狽よる。溝 (SDl)は

幅30～ 40clllで 北西から南東に続く。深さは15clllを測る。埋上は暗灰褐色シル トの単一層である。

遺構内の遺物は、土師器の小片が微量に含まれているが、詳細な時期については確定 しがたい。

出土した遺物は、層序でも記述 している第 3層 と6層内からで弥生時代後期末から近世に至る

時期のもので、バスケット(40× 30× 10clll)に 約 1杯分である9主に第 3層では中世～近世の遺物、

第 6層では弥生時代後期末～奈良時代の時期のものに分けられる。これ らの遺物は大半が小片化

したものや摩耗を受けているものであつた。

第 3章 まとめ

この調査は、基礎部分のグジット掘 りの限定されたものであったため、遺構や色含層の状況は

きわめて把握 しにくい状態であつたものの、全体に遺物を含む層、遺構の存在が広がつているこ

とが確認された9ま た、当地から100m南西で行つている第 4次調査とは層位や遺構面の対応も

可能であり、西郡廃寺の推定地とされる天神社の北西側の状況が若千ではあるが明らかにされた

ものと考える。
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２

２

３

４

５

６

７

７

Ｓ

Ａ

盛土 "撹乱

茶灰色シル ト(微量の砂礫)～ 灰色粘質土 と茶灰色シル トのプロック

淡灰褐色細砂混シル ト・ 暗灰褐色シル ト

灰褐色シル ト(微量の砂礫、土師器・ 須恵器片微量 に含む)

明茶灰色徴砂混シル ト

秦福灰色細砂混ンル ト

褐灰色堆質シル ト(土師器 Ⅲ須恵器片含む)

灰色粘土～明茶灰色微砂混 シル ト

青灰色シル ト

淡灰秦色細秒・ 青灰色粘上

暗灰褐色 シル ト

第 4図 第 7～ 10区 平断面図(S=V100)
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Ⅵ 西郡廃寺第 3次調査(N K T2006-3)

第 2区 (南 か ら

第 3区 (東 か ら) 第 4区 (南 か ら

第 5区 (南 か ら) 第 6区 (南 か ら

第 7区 (南か ら) 第 8区 (南 か ら
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第 9区 (西か ら) 第10区 (西か ら)

第 6区 調査風景 (南か ら) 調査地 (西か ら)
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久宝寺遺跡

(第73次調査)
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目地内
27212

度
分
秒
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大阪府八尾市青山町 4丁 目 27212
度
分
秒

４

７

１

135煽乏
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41秒

19960701

19960724
*,200 変電設備増設

成法寺遺跡

(第20次調査 )

大阪府八尾市南本町二丁目 27212
度
分
秒

４

う

ｒ

６

度
分
秒

20071127

20071204
糸922

共同住宅・事務所

付倉庫建設

東郷遺跡

(第68次調査 )

大阪府八尾市桜ケ丘二丁目 27212
帳
紛
¢

３

３

４
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36ケ}
38ん少

20070504

20070621
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(第69次調査 )

大阪府八尾市北本町二丁目 27212
度
分
秒

メ
■

７
イ

オ
■

135E毒

36す)
11秒

20071001
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(第 3次調査 )

ち
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人
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府
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帳
扮
砂

135遍霊
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19秒

20070116

20070223
約34 工場建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

久宝寺遺跡

(第73次調査 )

集落
奈良時代後期～平安時代
平安時代前期～中世

溝・小穴・自然河川

溝・小穴・落込み
土師器・須恵器・銅銭・耳環
土師器・須恵器・瓦 ,墨書土器

小阪合遺跡
(第32次調査)

集落

弥生時代後期
古墳時代前期
古墳時代中期～奈良時代
中世～近世

土器集積
井戸
掘立柱建物・井戸・溝
水田・島畑

弥生土器
土師器
土師器・須恵器
土師器・須恵器・曲物

成法寺遺跡
(第20次調査 )

集落 鎌倉～室町時代
井戸・土坑・溝・小穴・

落込み
土師器・須恵器・瓦器・瓦

東郷遺跡

(第68次調査 )

集落

古墳時代中期

奈良～平安時代
室町～江戸時代

ピット群・土坑
溝
溝 。自然河川

土師器・須恵器
土師器・須恵器・瓦・滑石製臼
玉

須恵器・黒色土器・龍泉窯青磁

東郷遺跡

(第69久調査 )

集落

弥生時代後期
古墳時代中期～後期

平安～鎌倉時代
江戸時代

土坑・溝・小穴
溝
溝
井戸・小穴

弥生土器
須恵器・埴輪

西君【廃寺
(第 3久調査 )

集落
弥生時代後期末～奈良時
代

溝・小穴
弥生土器・土師器・須恵器・瓦

約要

小阪合遺跡第32次・東郷遺跡第69次では弥生時代後期の土器集積や土器廃棄溝を検出した。東郷遺跡第
69次の古墳時代後期の溝からは埴輪が出土しており、古墳の周溝の可能性がある。久宝寺遺跡第73次で
は奈良～平安時代の遺構から皇朝十二銭の「隆平永賓」や墨書土器が出土した。東郷遺跡第68次調査では
古墳時代中期のピット群や焼土坑を、小阪合遺跡第32次では奈良時代の掘立柱建物や井戸を、成法寺遺
跡第20次調査では中世～近世の井戸等を検出した。
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